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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一楽章　学園ファンタジア









「エ、エルナ、オイラはもう持ちきれないりゅい！　気持ちはわかるけど落ち着いて欲しいりゅい！」

　小さな体が見えなくなるくらい両手いっぱいに食べ物を抱えさせられたビミィが、ぷるぷると小刻みに震えながら限界を訴えていた。

　その声を聞いてチラリと一いち瞥べつだけすると、重さが許容量を超えてしまったらしく、普段は浮遊しているはずのビミィが普通に地面に足をつけて歩いていた。

　けれどそんな言葉は聞かなかったことにして無む理り矢や理り追加で戦利品を預け、「ぐえぇ……」と呻うめくビミィを横目に私は再び喧けん騒そうの中に飛び込んでいく。

「限界だと思い込んだらそこが本当に限界になっちゃうんだよ!?　だから決め付けちゃダメ！　ビミィ、もっと自分を信じて!!」

　勇気づけるように「ふぁいとっ!!」とポーズをとってみたけれど、完璧に視界を失ってしまっているビミィには見えなかったようだ。

　けれど、目の前に広がるパラダイスをこれでもかと言わんばかりに見せ付けられたら、私がこうなるのも致し方ないかなって思うんだよ。

「たこ焼きにかき氷、それにあんず飴あめにお好み焼き!!　更にたこ焼きにたこ焼き！　もひとつオマケにたこ焼きいっちゃおー!!」

「湯水のようにたこ焼きを消費するりゅいね!?」

　無事にルーキー戦の初戦を終えて、ようやく一息ついたこの時間。学園の敷地内にはさながらお祭りのように露店もたくさん出店されており、漂ってくるいい匂いは緊張の緩んだ私の胃袋をストレートに直撃してくれていた。

　どの店も学園の生徒が売り子をしているようで、コスプレをしている子もいたりと華やかで賑にぎやか。殆ほとんど学園祭のような様相だった。

「どれも美お味いしいねー！　初戦も突破できたし、私はとっても機嫌がいいよ！　ふっふーん、たまにはビミィにもご馳ち走そうしてあげよう。さぁ、どのたこ焼きがいい!?」

「たこ焼き限定なのかりゅい!?　オイラ、実はタコはちょっと苦手で……」

「えー、どうして？　ビミィの顔がタコっぽいから？　共食いみたいになるから？」

「顔がタコっぽいなんて初めて言われたりゅい!?　ちょっと今すぐに鏡を見に行きたいんだけど!?」

　愕がく然ぜんとした様子で顔がん面めん蒼そう白はくになったビミィが、体全体で私の買った食べ物を支えながら悲痛に叫ぶ。

　悲しみに暮れるタコ顔のことは置いておくとして、それにしてもこの賑わいは凄すごいなぁと感心してしまう。

　午後なので授業が終わっているのか、中等部の生徒らしき子もちらほらと目にする。中空に投影された一際目立つ大型のモニター映像の中では、現在も進行中の試合がリアルタイムで映し出されていた。

　ルーキー戦っていうのは新入生のためだけのものじゃなくて、それこそミカグラ学園全体を巻き込んだ一大イベントなんだなぁと改めて実感する。

「ねぇ、可愛かわいい女子達たちが私達を避けて通ってる気がするのって気のせいかな？　あっ、タコが喋しやべってるからかな？」

「エルナ、まさかとは思うけどタコってオイラのことではないりゅいよね……？　避けられてるのはエルナが中等部の制服を着た女の子ばかりに熱い視線を浴びせてるから怯おびえられてるんだりゅい！」

　薄々気付いてたけど、私の目め力ぢからが強すぎたせいらしい。

　我慢に我慢を重ねて彼女達に直接触れていないぶん、鋼のような自制心を持っていると褒ほめて欲しいくらいなのに！

　本音では、この手に抱き締めて頰ほおずりしたい。持ってかえって愛めでたい。そしてお姉さまと呼ばせて偏った教育をしたいね!!

　実際に言葉にしたらすぐに風紀委員が飛んできそうなレベルの妄想を脳内で繰り広げながら、買いまくった食べ物を次々に口元に運んでいく。

「あー、幸せ！　普通の授業なんて減らして、毎日こんなイベントがあったら楽しいのになー！」

「それは楽しいだろうけど、そんなに買い食いしてポイントは大丈夫りゅい？」

「ぽいんと……？」

「……いや、そんな日本語初めて聞きましたけど、みたいなポカンとした表情はなんなんだりゅい……」

　ついつい反射的に現実逃避してしまった。そうだ、考えてみれば雰囲気に乗せられてお財布事情を考えずにポイントを使いすぎてるよ!?

「へ、返品できないかな？　今からでも……」

「無理だと思うりゅい。っていうか殆ほとんど食べ終わってから言っても」

　はっ、そうだ。現在進行形でたこ焼きを頰ばっていた。例えばこれをペッと吐き出して返品が成立したりしたら逆に怖い。相当マニアックな趣味を持った（シグレみたいな）店主でもないと受け入れてくれないだろう。

　ルーキー戦で一回戦を勝ち抜いた程度じゃ大したポイントが入ってこないのは既に残高を見てわかりきっていた。

「こうなったら、優勝してドカンとでっかく稼ぐしかないよねっ！」

　でも優勝できたとして、もしもヒーローインタビューなんてされちゃったりしたら、ポイントのことなんて一切口にしないつもりだ。

　あくまでも「ポイントなんて本当はいらないんです、優勝の名誉だけで充分です！」みたいな空気を必要以上に出していくつもりだ。本当はポイントのことしか頭にないとしても、できることならトロフィーも売りに出してポイントに交換したいとさえ思っていたとしても、好感度を大事にしていくつもりだ。




　ようやく持たされた荷物が減って、普通に浮遊できるようになったビミィにたこ焼きを食べさせてやりながら歩き出す。

　ルーキー戦中だというのに緊張感のようなものはこの場にはなく、お祭りを楽しむ雰囲気だけが漂っていた。

　少しだけ不思議に思っているのを察したのか、

「二回戦を控えている生徒は基本的にはすぐに帰宅して休んだりトレーニングをしているりゅい！　エルナが特殊なだけりゅい」

　ビミィが呆あきれたように解説してくれた。

「なんだか言い方がよくないね？　余裕があるって言ってよ！」

　でも言われてみれば、周囲に一年生らしき姿はそんなに多くは見当たらない。ちらほら見かけるのは、惜しくも初戦で破れてしまった生徒だろうか。

　そんなに悲壮な表情を見せるでもなく、どうせならと買い食いを楽しんでいる様子がみえた。

「あ、あれって書道部が出してる露店じゃない？　ひみちゃんと花か袋たいちゃんはいないみたいだけど」

「りんご飴あめのお店りゅいね。各部の代表ともなると部の一年生の試合を見に行ったり審判をしたりと忙しいから、ここにはいないと思うりゅい～」

　見知った顔に軽く手を振りながら通り過ぎる。するとその先に今度は、

「……いかがですか。大当たりはミラクルマンの等身大ぬいぐるみ……」

　超ローテンションで呼び込みをしている湊みなと川がわ先輩の姿を発見してしまった。

「……正座の苦手そうな女の子でも楽しめる射的は、いかがですか」

　私の姿に気付いた素振りすらないのに、視線すらもこっちには向けずに俯うつむいたままなのに、呼び込みの文句は完全に私のことをロックオンしてるよね!?

　残されたポイント残高のことを考えて冷や汗をかきながら、ビミィの首を引っ張って湊川先輩の見えないところまでダッシュする。

「ぐおふぉっ……!?　突然何するりゅい!?」

「部の代表は露店にはいないはずじゃなかったの!?　思いっきりいるよ!?　っていうかどう見ても一人きりで射的屋を切り盛りしてるよ!?　ハチマキまでして張り切ってるみたいなのに声が全然出てないよ!?　もっとがんばって!?」

「最後のヤツは湊川くんに直接伝えてあげて欲しいりゅい……」

　確かにそうだけど、流石さすがに言いにくいじゃないか。あれが精一杯なのかもしれないじゃないか。

　でも、なんで一人でやってるんだろう？　他の部員は何をしてるのかな。

　そこまで考えたところで、体験入部の時にビミィが教えてくれたことを思い出す。

「華道部は年々部員が減っていて、湊川先輩以外に残っているのはやる気のない幽霊部員が数人だけ……なんだっけ」

　ビミィはなにも言わず、ただ肯定するようにほんの少しだけ頷うなずいた。

　途端に、なんだかせつなくなってしまう。先輩の姿が見える位置まで移動して、そっとその表情を覗のぞき込こんでみた。

　湊みなと川がわ先輩は俯うつむいたまま、どこか悲しそうな表情を見せていた……と思いきや、

「えっ!?　ちょっと待って!?　なんか半笑いみたいになってますけど!?　営業用にスマイルを頑張ろうとした結果、ぎこちなすぎる半笑いになっちゃってますけども!?」

「こ、怖いりゅい！　あれじゃお客さんも来ないりゅいよ!?　ほら、嬉うれしそうに射的をやろうとしてたカップルも、キャッキャとはしゃいでたのに湊川くんの半笑いを見た途端に黙り込んで足早に離れていったりゅい!?」

　営業努力であるはずの笑顔が完膚なきまでに逆効果になっていた。頑張りが残念な方向に突っ走ってしまっていた。これは別の意味でせつないんですけど……。

「この惨状を目撃して無視して去っていくなんて、私には無理だよ!?　そんなことしたらぎこちない半笑いの湊川先輩が今夜にでも夢に出てきそうだよ!?」

　いてもたってもいられずに、ダッシュで湊川先輩の元へと舞い戻る。知り合いである私が来たことでホッとしたのか、恐ろしい半笑いは解除されて普段のニュートラルな顔になっていた。

「店番おつかれさまですよ先輩！　華道部は射的屋さんですか～、楽しそう！」












　私は何も見なかった！　何も見なかったんだ！　と自分に強く言い聞かせながら、何事もなかったように話しかけていく。

　だからどうか、いつも通りの湊みなと川がわ先輩でいて欲しい！

「…………へい、らっしゃい」

　まだ変なキャラは多少残ってしまっているものの、ハチマキを強く結び直しすぎて頭を抱えている様子にかける言葉が見つからない。

　それでも概おおむねいつも通りの空気感だった。

　そして、ちょいちょいと景品をどこか自慢げに指で突きながら、

「……なんと、大当たりはミラクルマンの等身大ぬいぐるみ……」

　とてもいい品だと露骨にアピールしてきた。

「でかッ!?　そして古ッ!?　私が小さい頃にやってたアニメのキャラですよ!?」

「……なんと、私の実家から持ち運んできた中古品」

「中古なのを売りのひとつみたいに嬉うれしそうに言わないでもらっていいです!?」

「……なんと、ここがちょっと破けている」

　見てみて、と言わんばかりにぬいぐるみの裏側を見せ付けてくれた。

　ダメじゃん！　破れてちゃダメじゃん!!

「これが大当たりとはなかなか素敵ですね……。っていうか射的なのにこんなに大きなの倒れないですよね!?　ど真ん中に弾を当てたところでビクともしないですよね!?」

「……なんと、これは私の宝物」

「景品として渡す気がないりゅい!?」

　ビミィも我慢できなかったのか大声で突っ込んでしまっていた。気持ちはわかる。ダメだ、この先輩ダメだぁ……。

　華道をやっているからしっかりした人なんだ、というイメージや固定観念が音を立てて崩れていく気がした。

　他の露店に目をやると、どこも大人数で楽しそうに切り盛りしていた。部活は対抗戦や普段の活動のためだけのものじゃないんだな、と実感する。

　それだけに、一人きりで頑張っている湊川先輩の姿を直視するのが辛かった。

　表情もどことなく苦しげに見えて……。

「湊川先輩、一人で大変じゃないですか？　手伝いましょうか！」

「……？　何も大変じゃない。ただ……漏れそう」

「え!?　苦しそうなのはトイレ我慢してたからだったの!?　お店は私がみてるから早く行ってきてくださいよ!!」

　助かる、と恥ずかしそうに言い残して、たたたっと小走りでトイレへと向かっていってしまった。

　摑つかみどころのない人だなぁ……。

　しかし、引き受けたからにはきっちり仕事をしないとね！　と、湊みなと川がわ先輩が置いていったハチマキをしめて声出しをする。

「寄ってらっしゃい撃ってらっしゃい!!　華道部の射的屋だよー！　花のような笑顔の看板娘が目印だよー！　私のハートを撃ち抜いてくれる美少女は無料だよー！」

「勝手に無料にしてるりゅい……」

　私の声が割と通るせいなのか、あるいは叫んでいる内容に惹ひかれてくれたのか、理由は定かではないけれど遠巻きにちょっとした人だかりができてしまう。

「もー、見てるだけで誰も射的をやろうとしないのはなんでなの!?」

「多分だけど、景品のせいなんじゃないかと思うりゅい」

　確かに射的の的として並べられた景品のカオスさはなんとも言えないものがあった。

　普通はちょっとしたお菓子や、可愛かわいい人形やらが景品に選ばれるはずだ。けど、

「この統一感の全っ然ない、しかもなんかちょっとチョイスが古いぬいぐるみ群は一体なに!?　もしかして全部湊川先輩の私物なの!?」

「恐らくそうだりゅい……。これとか見てみて、ひらがなで〝みなとがわ　さだまし〟って書いてあるりゅい」

「幼少期の思い出の品ばかりを景品に!?　っていうか名前の書き間違え方がラブリーすぎやしませんか!?」

　先輩らしいというかなんというか、ショタ時代の字なのに妙に達筆なのが印象的だ。

　でも、ぬいぐるみ収集が趣味だったの……？　意外すぎる新たな一面を垣かい間ま見みてしまったよ。

　どれだけ張り切って声を上げても、遠巻きに観察する人ばかりで射的に挑戦しようという勇者は現れない。




　どうしたらいいんだろう、と景品のぬいぐるみを片手に悩んでいると、

「聞き覚えのあるアホ声だと思ったらやっぱり一宮いちのみやちゃんか。バイト的なことでもしてるの？」

「聞き覚えのある嫌いや味みだと思ったらやっぱり赤あか間ま君だ！　射的どうかな!?　今ならお得だよ！」

　言いながら、急いで値段の書いてある紙を書き換える作業に入る。

「お得とか言いながら急にポイントの値上げ的なことをしてるのはなんで!?　バッチリ見えてるからな!?」

「気のせいだよ。この瞬間に射的の値段が５倍になったのなんて気のせいだよ」

「吊つり上あげすぎだろ!?　それ以前に、値段がいくらだろうとこの景品じゃやる気にもなれな──」

　景品を見渡したかと思えば、赤あか間ま君はある一点を吸い込まれるように凝視していた。

　ああ、あれは湊みなと川がわ先輩が大当たりだって言ってたミラクルマンの特大ぬいぐるみじゃない？

「もしかしてアレが欲しいのりゅい？」

　ビミィが心底不思議そうに聞いていた。呆ぼう然ぜんとミラクルマンを見つめていた赤間君は我に返ったように首をぶるぶるんと振り、

「欲しくない！　け、決して欲しくはないけどあの大きさの的が本当に倒せるのかどうかチャレンジしてみたいかな！」

　めっちゃ欲しいのを気取られていないつもりなのか、わざとらしく口笛なんて吹きながら射的の銃を手に取っていた。なんなの、この先輩キュート……。

　赤間君の周囲には、珍しくというかなんというかいつも引き連れている演劇部メンバーは誰もいないようだった。

　学園の有名人が挑戦するということで、ギャラリーの人数も明らかに増えていく。湊川先輩が戻ってきたら喜んでもらえそうだった。

「じゃあ、弾はこれね！　今なら他に誰も並んでないからいくらでも何度でもやってもらっていいんだよー！」

「何回もやる必要なんかないね、すぐに仕し留とめてみせるから」

　赤間君は強気に答えるけれど、よっぽど景品が欲しいのか興奮を隠しきれない様子で頰ほおが紅潮してしまっていた。そんなに好きなのかなぁ、ミラクルマン……？

　周囲の視線には慣れているのか、特に気にならない様子で銃に弾を込めている。鎌以外の武器を手にしている赤間君は初めて見たけど、これはこれで似合っていた。

「こんなに注目を浴びちゃって、命中しても的が倒れなかったらお客さんが更に減りそうだりゅい……」

「大丈夫、赤間君ならビシッと決めてくれるよ！」

　湊川先輩の大切なぬいぐるみみたいだから、万が一取られてしまったらトイレから戻ってきたときにどんな顔をするのかだけが心配だけど。

「俺はプレッシャーには強いんだ、見てな！」

「赤あか間ま君、強気な発言だけど景品を目の前にしてテンション上がりすぎて手が震えてるよ!?　なにかの中毒者みたいな症状が出ちゃってるよ!?」

「ふん、武者震い的なやつだよ……」

　それは絶対に噓うそだ。ハァハァってちょっと息まで荒らげてるもん。もうなんか怖いもん。

「行くぞっ！　このミラクルマンは俺の物だ！」

　気合の一言と共に、パーン!!　という激しい炸さく裂れつ音おんを伴って弾丸が飛び出した……ということにはならず、ただの射的なので「ぷほっ」みたいな気の抜けた音でゆるゆると弾が飛んでいった。

　……思った以上に威力が弱いね？　こんなの、当たっても絶対に倒れないでしょ……。

「当たれっ……！　俺の魂の一撃……!!」

「そんなに!?　そんなに強い想おもいが篭こもってるのりゅい!?」

　こんなにも感情が入った様子は、親友が誘拐されて命の危険に晒さらされていて、遠くから銃口を向けて犯人を狙う赤間君が祈るように呟つぶやく一言……というシチュエーションでもないと辻つじ褄つまが合わない。

　もちろん今は誰も誘拐されてなんかいないし、親友の命も危険に晒されてなんかいない。ただ無邪気に、安心安全な射的ゲームで遊んでいるだけである。












　けど、赤あか間ま君のそんな想おもいも虚むなしく、ビョイーン！　とマヌケな音を立てて弾はぬいぐるみのお腹なかにあっさりと跳ね返されてしまっていた。

「これ無理だろ!?　どこに当てたって倒れる気がしないぞ!?」

　弾を込めては撃ち、込めては撃ちを繰り返しながら必死の形相だった。

「マズいりゅい、エルナ！　見学してる皆さんがザワつきはじめてるりゅい!!」

　辺りを見回して耳を澄ますと、確かに「インチキなのかな」とか「絶対景品貰もらえないんじゃない？」とか「赤間先輩可愛かわいい……」なんていうヒソヒソ話が聞こえてくる。……最後のは関係ない気もするけども。

　赤間君空気読んで！　という合図をぎこちないウインク連発で送ってはみるけど、射的に夢中になっている彼は一切気付く様子がない。

　こうなったら……。

　よし、と決意して赤間君から銃を奪い取る。

「この私が見本を見せてあげましょー！　ちゃんと倒せて景品もゲットできるっていう証拠にね！」

「一宮いちのみやちゃん、それならちゃんとあのデカいミラクルマンを倒してみせてくれるよね？」

　腕を首の後ろで組んで傍観の姿勢に入った赤間君が、半笑いで煽あおってくる。

　どうせできやしないって思われているみたいだった。

　勢いよく銃を奪ってはみたものの実は射的の経験なんてなくて、弾の入れ方がさっぱりわからない。

　私の様子を見て察してくれた赤間君が呆あきれ顔がおを浮かべつつも無言で手伝ってくれて、どうにか準備完了！

「大丈夫かりゅい……？」

　ビミィがハラハラと心配そうに見守ってくれている。きっと成功するイメージが沸わかないんだろう。

　でも、私には秘策があるのだ。

　片目を閉じてミラクルマンのぬいぐるみに狙いを定め、片手でスタイリッシュに銃を構える。

「おお、なんか見た目だけはそれっぽいかな……!?」

　赤間君が驚きの声を上げているすぐ横に、いつの間にか湊みなと川がわ先輩が戻ってきていた。

　相変わらずのんびりとしたマイペースで、何事か考え込むようにこちらを見つめている。

　銃を片手で持ち、空あいている方のもう片方の手は添えるようにして指鉄砲のような形を作る。

「まさか……りゅい」

　ビミィはもう察したみたいだった。けど、観衆の皆様は気付かないはずだ……多分。

　思い切り息を吸って、ごまかすように叫ぶ。

「華道部の射的は良心的ですよー！　っていう一撃！　いっけ!!」

　引き金を引くと同時に能力を発動させ、射的の弾と一緒に指先からは〝オモチャの銃〟を飛ばしていた。

　もちろん力はセーブしているので、的を破壊してしまうようなことはない。

　射的の弾は光を纏まとうようにして、凄すさまじい勢いで飛んでいった。

　そして狙い通りにミラクルマンのぬいぐるみの頭部にクリティカルヒット!!　……と思いきや、

「あ、あれ……!?」

　きっちりと当たっているのに、景品のぬいぐるみはちょっとグラついただけで倒れる様子はまるでなかった。

「……惜しい。もう少しで持っていかれるところだった」

　湊みなと川がわ先輩が落ち着き払った様子で私の肩をぽむっと叩たたき、店番の交代をそれとなく伝えてくれた。

「うーん……？　おかしいなぁ……。いくらぬいぐるみが大きいからって、あれで倒れないはずはないんだけどなぁ」

「っていうか一宮いちのみやちゃんが能力使ったのバレバレだからな!?　わかりやすすぎてミカグラ学園の生徒なら誰でも見破れるだろ！」

　ブツブツ言いながら赤あか間ま君と一緒にぬいぐるみに近づき、それとなくその後ろ側を見てみると、

「「あ──────っ!?」」

　倒れない理由がすぐにわかって、赤間君とシンクロして声を上げてしまった。

「湊川先輩、能力を発動させて見えないようにぬいぐるみを支える花を咲かせてたんですね……どんだけ取られたくないんですか……」

　ぬいぐるみをガッチリと支えるようにして、立派な花が咲き誇っていた。

「…………花の成長の早さには驚くばかり。偶然って怖い」

「怖いのはアンタの必死さですよ!?」

　ごまかすように偶然を訴える湊川先輩に、赤間君が食ってかかっていた。

　二人をここまで熱くさせるミラクルマンって一体……。小さい頃に見たアニメだから内容は覚えていないけれど、なんだかとてつもなく気になってきたよ……？

「あっ、遠巻きに見てた人がちょっとずつ去っていくりゅい」

　それはそうだ。

　あんな場面を目撃したら挑戦しようなんて奇特な人はそうそう現れないだろう。

　湊みなと川がわ先輩は特に気にしていないようで、私のハチマキを外して自分に巻きなおしていた。

　赤あか間ま君は赤間君で、まだあきらめきれない様子でミラクルマンのぬいぐるみを物欲しそうな、子犬のような瞳で見つめている。

「なにその幼い少年のような瞳……！　ありだよ!?　私的には全然ありだよー!?」

「なにがだよ……。俺的にはこの結末が全然ナシだよ……」

　溜ため息いきなんてつきながら、赤間君が呟つぶやいた。

　湊川先輩と赤間君は部の代表同士、面識もあるのだろう。二人が話しているところなんて想像できなかったけど、赤間君の持ち前のコミュ力の高さもあってか仲良さそうに会話が成立している。

「湊川さん、こういう行事には欠かさず率先して参加してますよね。普通、代表は忙しくてこんなことまでしないもんですよ？」

　どこか愉快そうにイジワルなことを聞く赤間君に、

「……私は大丈夫。ほら、こうやって」

　湊川先輩が答えながら、ポンと手元に花を咲かせた。

　その手にはわかりやすいアイテムは見当たらないけど、先輩は一体何を媒介にして能力を使ったのかな……？

「……この花の匂いを嗅ぐと疲れはなかったかのようにふっ飛び、一週間くらい起きていても眠くならない」

「それ完全にヤバいやつですよね!?　たぶん育てちゃいけない系の花ですよね!?」

　ふふん……と、冗談なのかなんなのか、どこか得意げに話す湊川先輩に、赤間君が思いっきり突っ込んでいた。




　射的屋さんのことなんて忘れてしまったかのように放り出して、湊川先輩は私達たちの相手をしてくれていた。

　せっかくだからとわからないことを質問させてもらうことにする。

「へえー!!　露店で得た利益は部費にできちゃうんだ～!?」

「……そう。だから、各部活がこの日のために張り切って準備を進めてる」

　華道部として張り切った結果がこの射的の景品かぁ……と若干残念な気持ちになりながら、でも赤間君は見事に釣られてるわけだし人によっては食いつくんだろうと思い直す。

　そんな私の心を読んだわけでもないだろうけど、赤あか間ま君が恥ずかしそうに赤面したのをごまかしながら補足してくれる。

「設立したばかりの部は、もちろん対抗戦での実績的なモノもまるでない訳でしょ？　だから学園から支給される部費は当然ゼロ。そうなると、こういうイベントで儲けるか、部員が個人で部費にポイントを投入するしかないってわけなんだ」

「うが～！　ってことは創部さえしちゃえばすぐに自分の部屋も持てるし部費を使って服を買おうとか思ってた私の計画は!?」

「……部費を個人的なことに使うのはよくないよ」

「はい、すいません」

　湊みなと川がわ先輩に静かな調子で正論を言われ、らしくもなく反省してしまう。そんなに甘くないかぁ、やっぱり。

　でも、みんな自分のためというよりは所属している部のためにこれだけ頑張れるというのはちょっとだけ憧れてしまう。

　私の作る部も、入ってくれる部員にそんな風に大切に思ってもらえる部にしたいな。

「そして私のことも大切に思ってもらえるようにしていきたいな！　主に美少女の部員達たちに！　うひゃあ～!!」

「一宮いちのみやちゃんは黙ってれば可愛かわいいのに、毎回喋しやべると台無しだな!?」

　呆あきれたような態度の赤間君にそんなことを言われてしまった。

　あれ、でも待って……？

「赤間君、今のもう一回言って！　よく聞こえるように大きな声で！　さんはいっ！」

「えっ、喋るとなんだか台無しだな……？」

「そこじゃないですぅ！　もうちょっとだけ前に遡さかのぼってみて！　よーく思い出して、ほらほらっ!!」

　困惑している赤間君の頭をぺちぺちと叩たたこうとして回避されながら、しつこく催さい促そくしていく。

「んー……？　ああ！　おっ、腕なんて振り回しちゃって、ゴリラ的な仕草の研究？　筋がいいね!!」

「いやそれいくらなんでも遡りすぎだから!?　確かに前に言われた気がするけど、記憶の深いところにしっかりと埋めて掘り返さないようにしてたのから強制的に引っ張りだしてこないで!?　よりによってそのセリフのチョイスはやめて！　ゴリナ扱いだけはやめて!!」

　黙ってれば可愛い、っていうのをもう一回言って欲しかったのに、わかっていて上う手まくかわされてしまった気もする。

　むう、と不満顔をしながら相変わらず他にお客さんの来ない射的屋を眺める。

　特に気にした様子のない湊みなと川がわ先輩は、何が嬉うれしいのか少しにこやかにこちらを見つめていた。不思議に思っていると、

「湊川さんはさ、華道部で一人でいる時間が長いから……。誰かが遊びにくるとそれだけで嬉しいみたいなんだ」

　赤あか間ま君が耳打ちするようにしてこっそりと教えてくれた。

　だから俺もたまに華道部の部室に顔を出すようにしてるんだ、と付け加えて。

「ふ～ん!!」

　なんだかそれを聞いたら私まで嬉しくなってきてしまって、うりうり、と肘ひじで赤間君の背中をつつきまくる。

　嫌がって逃げていく赤間君と、それを微笑ほほえましそうに見守る湊川先輩。そして、

「完全に空気のビミィ」

「今のとっても和やかな雰囲気の中でオイラのことをけなす必要があったりゅい!?」

　叫ぶことで必死に存在をアピールするビミィを冷ややかな目で見ながら、まったりとした時間を過ごしたのだった。

　それにしても、部に実績のないうちは部費も自腹かぁ……。今以上の貧乏生活の到来に、ただただ身震いすることしかできない。

　今よりも貧乏って、何をどうしろというんだろう。ま、まさか寝袋を!?　寝袋を売ってポイントに変えろと!?

　あれを失ってしまったら、寮の廊下にそのまま横になって眠るしか選択肢はない。というより、多分背中が固くて眠れないだろう。

　眠れる森の美女ならぬ、眠れぬ廊下のエルナちゃんだ。

　そんなことにならないように、まずはルーキー戦を頑張るしかないよね、と気合を入れなおすことにした。




「それじゃ湊川先輩、頑張ってくださいね～！」

「……ありがとう。一宮いちのみやさんもルーキー戦……」

　先輩の喋しやべり声が途中で途切れてしまったのでどうしたんだろうと不思議に思っていたら、最後は言葉ではなく、精一杯の険しい表情を作りつつ両手の親指だけを立ててこちらに押し出してきた。

「ファイトってことですね!?　その気持ち確かに受け取りましたよ～!!」

　こちらも同じポーズを険しい表情で返して、その場を後にする。

　なんだか幸せな気分で歩きながら横を見ると、なぜかビミィも先ほどの表情とポーズを真ま似ねていた。

「ビミィ……そんなんだから生徒の間で好感度最低、目撃したらその日の運勢は最悪、なんて噂うわさがあったりするんだよ……？」

「ええ!?　いつの間にそんな噂が!?　だから最近生徒に挨あい拶さつをするとちょっと凹へこんだような反応をされていたのりゅい!?　オイラそろそろ登校拒否になりそう……」

　最近、段々と先生と呼ばれる機会も減り、見知らぬ生徒や同僚さえも〝ビミィ〟と呼ぶようになってきたらしい。

　我ながらどれだけぴったんこなネーミングだったのかと、鼻高々だった。

　ビミィがこの間隠れるようにして『尊敬される教師になるためには』みたいなタイトルの本を読んでいるのを目撃してしまった時は若干罪悪感もあったけど、その本にコッソリと「※まずはその微妙な姿をどうにかしましょう」と書いた栞しおりを挟んだりもしたけれど、一晩寝たらすぐに忘れてしまったよね。えへっ☆





　　　＊






　そろそろ本日行われる試合もだいぶ消化されたのか、その応援に行っていたと思われる生徒の姿も増え、露店が立ち並ぶ周辺は賑にぎわいを増すばかりだった。

　肩を落としている子を慰めるようにしている集団や、戦勝記念なのか試合映像を見ながら祝杯をあげているグループ、悲喜こもごもな様子が見ていて羨ましかった。

　私もああやって自分の所属する部の仲間と、勝利の感動を分かち合いたいなぁ……なんて思っていたら、

「あーっ、こんなところにいたっス！　自分だけ先に美お味いしいもの食べてるなんてズルいっスよぅ。放課後シックスとして共に頑張ったメンバーなんだからこういう時は一緒に祝いたいっス！」

　オーバーアクション気味にぴょんぴょん飛び跳ねながらうさ丸まるが現れた。与えられた動物にわざと寄せようとしているのか、自然体でそういう行動をとっているのかは定かではないけど、ウサギっぽい。

　そのすぐ後ろには、どこで買ってきたのか野菜スティックを大事そうに持ったトンきゅんもついてきている。

　リアル草食系男子なトンきゅんなので、こういう時でも選択するのは野菜らしい。

　お昼ご飯にサラダしか食べない系女子や自然食を愛する人の存在を常日頃から徹底的に疑問視し、できることなら頰ほおを引ひっ叩ぱたいて「正気に戻ってー!?」と言いたくなる私からすると首を傾かしげてしまうけれど、トンきゅんならまあ……と納得してしまったりもする。












「トンきゅん、それが今日のエサっスか？　それだけで足りるのブー？」

「うん、まずエサっていう言い方をやめてもらっていいですか。それから豚前提で会話を進めていくところから改めましょうか。あと最後の語尾は今後二度と言わないでください」

　相変わらず独特の仲の良さの二人だった。トンきゅんも別段語気を荒らげるわけでもなく、淡々と返していく。

「せっかく三人全員が初戦を突破できたわけっス！　これを青春と呼ばずしてなにが青春っスか!?　まぁ、ぼくはかなり苦戦したっスけどね！」

　熱く盛り上がって一人ひとりにハイタッチを求めていくうさ丸まるだけど、応じたのはビミィだけだった。

　三人全員が一回戦勝利……？

　それってもうこの二人の試合が終わっちゃったってこと……？

　私の応援にもみんなで足を運んでくれてそれが力になったわけだし、こっちも忘れずに応援に行かないと！　って思ってたのにいつの間にかそんなにも時間が経たっていたなんて不覚だった。

　うさ丸まるの話を聞く限りどっちも無事に勝ち抜いたみたいだけど……。

「人が多くてわからなかったけど、どこで応援してくれてたんスかね？　ぼくの決め技は逃さず目撃できたっスか!?」

　トンきゅんもうさ丸の疑問に同意するように、何も言わずにじーっとこちらを見つめていた。……試合を見ていないだなんて言い出せそうにない雰囲気に戸惑い、軽く冷や汗をかきながらどうにかごまかそうと試みてみる。

「ももも、もちろん見てたよ!?　そりゃもう食い入るように観戦してたよ!?　時には泣き、時には笑いながら……！」

「笑うところなんてあったっスかね!?」

「そして時には試合を見るのを忘れて露店を練り歩き、時にはたこ焼きを食べ……」

「絶対試合見に来てないっスね!?　たこ焼き食べてたんスね!?」

　語るに落ちるとはこのことみたいだった。

　けど、私は絶対に頷うなずかない。他人のミスは厳しくとことんまで追及し、自分のミスは何があっても決して認めない。それが私だ!!

　バックで、キラリーン!!　という派手な効果音が聞こえた気がした。ふふっ、今のは決まったね……！

「エルナ、最低だりゅい……」

　真実を知るビミィにぼそっと言われてしまったけど、それも聞こえないフリなのだ。

「じゃあ……うさ丸が試合中、最大のピンチの時に叫んだあの印象的なセリフを覚えてますか？」

　試すようなことを言ってくれるトンきゅんに、「その手があったっス！」とばかりにうさ丸が大騒ぎしている。

　ぐぬぬ……!!

　そんなの覚えてるワケないっていうか、全然見てないっていうか!?

　けど、ここで覚えていないって言ってしまったらその時点で負けなのだ。何の勝負をしてるんだかわからないけど、とにかく負けなのだ。

「当然覚えてるよ！　うさ丸のピンチに、私とビミィも声を嗄からして大声で応援してたんだからっ！」

「オイラを巻き込まないで欲しいりゅい」

　迷惑そうな顔をしているビミィは置いておいて、頭をフル回転させて必死に考える。

　それを見て、そのシーンを頑張って思い出そうとしているようにでも見えたのか、うさ丸がヒントを出してくれた。

「ぼくのクリスタルが残り一つだけになって、攻撃を避けようとして転んだ時に言った一言はなんだったっスか……!?」

　なんなのその情けなすぎる名場面……!?

　見たかった、是非ともこの目で見たかったよ!?

　ついそう口に出そうになるのをグッとこらえてそのシーンをどうにか想像し、うさ丸まるがなんとなく言いそうなことを叫んでみることにした。

「ママーっ!!　助けて欲しいっちゅー!!　……うぐ、嚙かんだっス！　助けて欲しいっス～!!」

「待って、そんなこと一言も言ってないっスよ!?　なんで間違いなのにそんなに具体的に嚙んでるんスかねぇ!?」

　残念ながらハズレてしまったらしい。仕方がないので気を取り直してもう一度別のセリフをイメージして言いなおすことにする。

「あ、違った？　じゃあ……」

「じゃあ、っていうのが既におかしいっスけどね!?　これ大喜利じゃないのわかってるっスよね!?」

　わかってるわかってる（わかってない）。

　一呼吸置いて、ゴホン……と咳せき払ばらいをしてから、

「ククッ……ぼくの血が暴走をはじめる前に地に伏して祈るがいいっス……！　ああっ、まだだッ、まだ静かにしてろッ。ぼくの中に眠る悪魔、ペペロンチーノっ……!!」

「そんな恥ずかしいことも言ってないっスからね!?　負けそうになって逃げながらそんなこと言ってたらおかしな子っスからね!?　あと、悪魔の名前完全にスパゲッティっスよね!?　なんとなくカタカナでそれっぽい言葉を思いつきで言ったのバレバレっスよ!?」

　ぼくのイメージって一体……と絶望の表情を浮かべるうさ丸を慰めるように、トンきゅんが元気出せよとばかりに肩を叩たたいていた。

　いいね、いいねっ！　男子同士の友情は美しいね！

「ふぃ～……。危なかったぁ、どうにか二人の試合のことなんて忘れて遊あそび呆ほうけてたことは隠し通せたよー」

「……エルナはきっと長生きするりゅい。ストレスが溜たまらないタイプの性格だりゅい」




　冗談はそのくらいにしておいて、見に行けなかったことは素直に謝りつつみんなで試合の映像を見返すことにした。

　ジュースで乾杯してから、喧けん騒そうから離れた場所で見つけたちょうどよさそうな場所……土手のように坂道になっている芝生に並んで腰掛ける。

　端末からは空中投影させた試合映像が流れていた。

「ほら、見るっス!!　ここがぼくがズバーッと!!　青春っぽく大胆にゴバーッと!!」

「うさ丸まる、みんなの前で立ち上がって再現しようとしてるから映像がさっぱり見えないです。それに、青春っぽくゴバーッていう表現は先鋭的すぎて伝わらないかもしれません」

　試合の興奮を思い出してしまったのか、舞うように立ち回っているうさ丸。それに対してトンきゅんが冷静に指摘していた。

　言われて、ハッ!!　と気がついたように正座するうさ丸だけど、また少ししたらぷるぷると震えだして我慢し切れなくなったのか、

「わーっ!!　ここでさっき言ったピンチだったシーンっス!!」

　すぐに立ち上がって騒ぎまくる。落ち着きなく走り回りながらなので、邪魔で映像が見えにくいことこの上ない。

「ああ、わかる。ペペロンチーノの場面だよね？」

「そんな場面存在しないっスからね!?　最後まで見たところでそんなの出てこないっスからねっ!?」

　とりあえず軽く冗談でも交えていこうと思って言ってみたのに、うさ丸にすぐに否定されてしまった。

　エルナちゃんは冗談の時と本気の時の違いがわかりにくいから……と以前言ったのは確かシグレだっただろうか。

「本気の時はシッポが動くから！　もしかしてシグレは私への愛が足りないから見えないのかなぁ～？」と煽あおってみたらお尻に接近されてジロジロ見られたので蹴り飛ばした記憶があった。

　基本的に私は私のテンションに乗っかってきて貰もらえると喜ぶタイプなんだけど、あの時だけは乗ってきて欲しくなかったよ……。

　嫌なことを思い返しながら、一人で騒ぎ疲れたのかまた正座に戻ったうさ丸の試合映像に視線を戻す。

　いつもはいじられてばっかりのキャラで、演劇部のムードメーカー的な存在のうさ丸。

「なんだ、真剣な顔すると結構カッコいいじゃん」

　うさ丸に聞こえない程度の声量で小さくそう呟つぶやいてしまう程度には、試合映像に見入ってしまう。

　ずっと一緒に練習してきた仲間だということもあってか、勝った試合だとわかっていても、それでも拳こぶしに力を入れて応援してしまったりもして。

「そこだーっ！　いつもの汚い手で一気に決めちゃえ！　うさ丸!!」

「人聞き悪いっスね!?　汚い手なんて使ったことないっスからね!?　それは青春に反するっスから!!」

「青春に反する、の意味がわからないりゅい……」

　思わず飛び出した私の声援に、聞き捨てならないとばかりにうさ丸まるがツバを飛ばしながら反論してくる。

「汚いなぁ、もうー！」とビミィを持って盾にする。

　ビミィは最も早はや私にどんな扱いを受けようと何も感じなくなってきたのか、抵抗することなく静かに盾としての役目を果たしていた。

　なんかごめん、ビミィ……。これからは先生として尊敬するし、姿形も可愛かわいらしいと褒ほめ称たたえるし、ポイントが足りないからってご飯を買ってもらうのもたまにするよ……。無理かな……？　無理か。

　一人で納得していると、うさ丸の試合映像がちょうど終わったところだった。

「ねえ、勝った後に感激の涙を流しながら、熊くま野のさん先輩の名前を呼んで「勝ったッスー！」手を振ってるけど……手を振ってる先にいるのって熊野さん先輩にちょーっと似てるだけの全く別の女の子だよね？」

「うぐっ……。気持ちが高ぶりすぎて周りが全く見えなくなってたっス……」

　熊野さんと勘違いされてなぜか手を振られている被害者の女の子も、顔にハテナマークを浮かべながら律りち儀ぎに手を振ふり返かえしてくれていた。どこまでいい子ばっかりなの!?　この学園ってば……。

　ともあれ、うさ丸も一回戦突破できたのは本当に嬉うれしい。

　映像の中で顔をくしゃくしゃにして笑いながら演劇部メンバーに祝福されている姿を見ながら、心底そう思った。




「次はトンきゅんの試合っスね！　っていっても……」

「見てもそんなに面白くないと思いますよ」

　そっけなく言うトンきゅんに首をかしげながら、はじまった映像に注目する……や否や、一瞬で試合が決まってしまっていた。

「はやっ!?　能力使うまでもなくすぐに勝負が決まっちゃった!?」

　そうなのだ。チャンスが来るとドキドキしながら、ピンチになったらハラハラしながら一喜一憂できたうさ丸の試合と違ってあまりにもあっさりしすぎていて何も言うことがなかった。

　確かに、練習で戦っていてもトンきゅんの実力は謎に包まれていた。

　練習の時は、私との対戦成績は互角程度で。どこか力を隠しているようでもあったし、別段そういうわけでもなく、ベストを尽くしていると言われても信じられるような雰囲気があった。

　……でも。

「……そういえば、私トンきゅんの能力って一度も見たことないや」

「はっ!?　ぼくもっス!!　親友だと思ってたのに、どうしてっスかー!?」

　そう問いかける途中から、うさ丸まるはなんだかこのシチュエーションに青春っぽさを見み出いだしたらしくちょっと嬉うれしそうになっている。

　わかんない……私、この子のことがわかんないよ……。

「そんなに深い意味はないです。それに、能力を見せなくたって親友であることに変わりはないでしょう？」

　トンきゅんがそんな風に相変わらずの落ち着いた声で淡々と言うので、ちょっと緊張しながら成り行きを見守ってしまう。

「えっ……。そ、それはそうっスけどっ……。なんかちょっと青春を飛び越えて危険な領域に突入してないっスか!?　もっと、なんていうか茶ちや化かして欲しかったんス……！」

　ドギマギしまくっているうさ丸が頰ほおを赤らめていた。

「いいよいいよ～!?　そのやり取り乙女心をコショコショとくすぐってくるよ～!?　……レッツゴー、薄い本ッ……!!」

「いや聞こえてるっスよ!?　ゴーしないっス!!　親友としてはゴーするけど、理性のあるゴーしかしないっス!!」

　混乱しきって、うさ丸は目を回しながら、頭からは煙を出しよくわからないことをまくしたてていた。そんなうさ丸を落ち着かせようとしているのか、トンきゅんが柔らかく微笑ほほえみを浮かべている。

　けど、それすらもどこか意味深に見えてしまう私は心が穢けがれてしまっているのかもしれないね……!?

「とにかく、みんな無事に勝利できて良かったりゅい!!」

　これ以上は収拾がつかなくなると思ったのだろう、ビミィが上う手まくまとめてくれた。

　空中投影していた映像も終了させて、みんなで芝生の上に横になってまったりとした時間を過ごす。

　浮かれていた気持ちが落ち着いて、じんわりとようやく実感が湧いてくるのを感じた。

　トンきゅんもうさ丸も同じだったのか、思わず三人で顔を見合わせて笑い出してしまう。やっぱり、せっかく演劇部の先輩に講習までしてもらって、きっと期待だってされていて。

　それぞれにどこかプレッシャーみたいなものを抱えていたのかもしれないな……。

「まだ、ルーキー戦は始まったばかりです。気を引き締めていきましょう」

　トンきゅんがそう言ったのを合図に、順番にハイタッチしていった。二人の手のひらの熱から、ほんの少しずつ勇気を貰もらって。

「まっ、うさ丸まるは試合映像見る限り次辺りで負けて泣いちゃいそうだけどね～!!」

「負けないし泣かないっスよ!!　優勝者予想の期待値がゼロのぼくが勝ち進むことで、絶対見返してやるんスから!!」

　あ、やっぱり期待値がゼロなの気にしてたんだ……。

　泣かない、と言いながらうさ丸の目元に若干涙が浮かんでいるのは見ないフリをしておくことにした。

　だって、もしも「涙って凄すごい青春っぽいけどね」なんて言おうものなら途端に号泣しはじめそうなんだもん……。

　うさ丸は、それくらい青春っぽい行動にこだわりを持ちまくっているのだ。

　トンきゅんとビミィが私の思考を汲くみ取とったのか、同意するように無言で小さく頷うなずいてくれていた。




「さーて、どうしよっか？　二人とも一緒に露店とか見てまわる？　お財布くん……じゃないや、うさ丸はポイントどのくらい貯ため込こんでるの？」

「今完全にぼくのことお財布くんって呼んだっスね!?　お財布扱い!?　ぼくだってそんなに余裕あるわけじゃないから何もおごらないっスよ」

　ちぇーと唇を尖とがらせながらトンきゅんに視線を向ける。

　すると肩をすくめるようにして、

「生憎あいにく持ち合わせはないです。何分、自分が優勝するという予想にほぼ全財産をベットしてしまったもので」

　気軽にとんでもないことを口走った。

「自分に投票したの!?」

　確かに、私もそれができるのかどうか試そうと思った瞬間はあった。けど、躊ちゆう躇ちよしてしまって結局やらずにルーキー戦の日を迎えてしまったのだ。

　よっぽどハートが強くて自分に自信があるのか、あるいは逆に自分を追い込むためになのか……。

　学園生活において重要なポイントを躊躇なく注ぎ込めるというのは、いっそ振り切っていてカッコいいなって思ってしまう。

「くっそー!!　その手があったっス！　ぼくも自分に投票して期待値ゼロを免まぬがれたらよかったっスよ!!」

「うさ丸まる、気付いて。自分がどれだけカッコ悪い発言をしてるかって!?　トンきゅんとの落差がとんでもないことになってるから!?　高低差激しすぎて眩暈めまいがしてくるからねっ!?」

　心底悔しそうに言ううさ丸が情けなくて直視するのが躊躇ためらわれた。っていうか、期待値ゼロだったの気にしすぎでしょ……。

　演劇部メンバーからの応援票も入らなかったのか、と思うとちょっと切なくなってくる。

　これ以上はだめだ、考えすぎないようにしよう……。

「ルーキー戦の初戦がスタートする直前に、投票は締め切られているはずだりゅい。最終的な期待値はランキングとして、いつもなら新聞部が号外を発行していたと思うのりゅいが……」

　キョロキョロと周囲を見渡しながら、ビミィがそう教えてくれる。

　うさ丸の期待値は置いておくとして、そのランキングには純粋に興味をそそられるものがあった。




「あれじゃないですか？　ほら、結構な人だかりができていますね」

　トンきゅんが指をさして示した先を見ると、新聞部の腕章をつけた部員複数が大勢に取り囲まれて号外を売うり捌さばいている光景があった。

　号外っていっても無料じゃないんだ……。きっちりポイントとるんだ……？

　世知辛い世の中だと思いながら、その新聞部員の中に見知った顔を発見して足取りも軽く近づいていく。

　学園新聞に掲載された時にインタビューしにきてくれた、新聞部代表の離り宮きゆうルミナさんだった。

「ルミナさんっ！　以前インタビューしてもらった一宮いちのみやエルナです～！　その節はお世話になりました～」

「はい！　号外一部でよろしいですか？」

「えっ……あの……？」

　会話として全く嚙かみ合あっていない答えが返ってきて困惑していると、素早い手つきで私の腰から勝手に端末を取り外してピピッと操作。

　止める間もなく、手際よく号外のポイントを引き落としてしまっていた。

「ありがとうございましたー」

「ルミナさん……？」

　すがるような態度の私に噓うそくさい営業スマイルを残して、ルミナさんは他の生徒に号外を販売しにいってしまった。

　私の手元に残されたのは、ただでさえ少なかったポイントが見るも無残な数字になっている端末と、新聞部発行のルーキー戦初日を終えての号外だけ……。

　他の生徒にも同じように押し売りのようなことをしてるのかな、としばらく観察してみたけれど、どうやら私にだけみたいだった。

　いつだって特別扱いはされたい！　特に可愛かわいい女子からのスペシャルな扱いは大歓迎という姿勢で生きてきたけど、この方向の特別扱いはちょっと求めてなかったよ!?

「どっちにしても記事は見たいし、買うつもりだったからいいんだけどさっ」

　号外を目当てに集まっている生徒達たちによる小さな輪が、それぞれ購入したばかりの新聞を囲むようにしてあちらこちらにできはじめていた。

　きっと同じ部に所属する仲間だったり、クラスメイトだったりするのだろう。

　露店で売り子をしている子達もちょっと抜け出して買いに来ているのか、様々なコスチュームの生徒が入り乱れていて学園祭的な雰囲気が更に増している。

　その眼まな差ざしは真剣だったり、祭りを楽しむあどけなさがあったり様々で。

「あっ……と」

　爽やかに吹きつけた風に飛ばされそうになった新聞をしっかりと持ち直しながら、みんなのいる場所へと戻る。

　再び芝生に横になり、興味津々といった様子で新聞を覗のぞき込こんでくるうさ丸まると一緒になって、

「どれどれ、私の勇姿はきちんと目立つ場所に取り上げられているかな！」

　とじっくりと目を通していく。

　号外だからかそんなにページ数は多くないけれど、画像がふんだんに使用されていて文章はほんのおまけ程度。新聞というよりはまるで映画のパンフレットみたいだった。

「へぇ～、これは手に取りたくなるのもわかるっスね！　人だかりができるのも納得っス」

　うさ丸の言う通り、これは手元に保存しておきたくなるタイプのアイテムかもしれない。

　無む理り矢や理り売りつけられた感があったけど、ルミナさんを心の中で「グッジョブ！」と称たたえておく。なにしろ、




「はぁん!!　可愛い子の写真もふんだんに載ってるよ!?　切り抜いて自分の部屋に貼ってもいいかな？　目の保養になるよ!!」












　そうなのだ。同じ新入生とはいえ、人数がとにかく多いミカグラ学園。まだ見ぬ美少女達たちが山ほど存在している。

「自分の部屋ってまさか寝袋の内側に貼るつもりりゅいか……？」

　ビミィが怪け訝げんそうにそんなことを言うけど、それが何か問題でも……？

　いつでも顔を見れる位置に貼り付けたいに決まってるのに。

「ビミィ先生のおっしゃる通り、期待値の高い生徒をランキングにした表も掲載されていますね」

　トンきゅんは健康的な男子だというのにグラビア的な写真よりもそっちに興味があるようで、ランキングを見つめながら端末を操作していた。

　すぐに映像が投影され、有力とされるルーキーの初戦映像が流れはじめる。

「わっ、試合によって観客の数って全然違うね!?　盛り上がり方が凄すごいよ！」

　私の試合の時も来ている観客の多さにびっくりしたけど、流れている映像はそれを遥はるかに超越していた。

「大観衆のお目当てであり、映像の主役はこの子だりゅい。放送部の遠と石いし遥はる架かちゃん！」

　その姿には間違いなく見覚えがあった。私は、可愛かわいい女の子は一度見たら忘れない性質なのだ。

　トーナメント発表のイベントの際にスクリーンに表示され、シグレが有力選手として紹介していた生徒の中の一人だ。

「観客の殆ほとんどが男子なのがわかりやすいっス……。カメラ持参のヤツも大量にいるっスね」

「こんなに顔もキュートなのに声まで愛らしいって、二次元から飛び出してきたみたいだよぉ……私もカメラ持って見に行きたかったよぉ……」

「エルナ、よだれ!!　よだれが垂れてるりゅいよ!?」

　もちろん、ただ可愛いってだけでこんなに人を集めているわけではない。

　放送部ということで、ヘッドセットタイプのマイクが能力発動のためのアイテム。そしてそのマイクを通じて放たれるのは文字通り音速の散弾。

　自由自在にコントロールできるわけではないらしく、命中性能は著しく低い、数撃ちゃ当たるという能力みたいだけど、雨のように降り注ぐその数とスピードは圧倒的だった。

　妖精のような声なのに、戦闘がはじまるとそれが逆に残虐な小悪魔の声のようにさえ思えてくる。

「この能力に対抗するには、自分のクリスタルが壊されないように祈りながら先に相手のクリスタルを壊しきるしか思い浮かびませんね」

　トンきゅんが静かに分析していた。

「回避するとか、そういう次元を通り越してるっスね……。それでいて本人の動きに隙があるかといえば……」

「さっぱり見当たらない、ね」

　感心するような、そして絶望したようなうさ丸まるの言葉を引き継いで断言した。

　放送部らしく、試合を客観的に実況する言葉はその端々までが美しくて。なのに、息も乱れずにアクロバティックに躍動する様子はアイドル扱いされることを否定するかのように力強かった。

　ミーハーな観客も、思わずカメラを持った手を忘れてファインダー越しではなく、肉眼で試合そのものに見入ってしまっているようだった。

　そうしている間に、対戦相手のクリスタルが全て破壊されてしまっていた。遥はる架かちゃんは試合映像を記録するカメラに向かってニッコリと笑うと、




「ごきげんよう、放送部所属の遠と石いし遥架です。少人数で目立たない部ではありますが、ルーキー戦を通じて皆さんに認知していただけるように優勝を目指してがんばります！　次の試合も注目してくださいねっ」




　可か憐れんとしかいいようのない声色でそう告げた。

「はーいっ!!　うさ丸と試合の時間が被かぶってたら遥架ちゃんの方を優先して見に行きまーすっ!!」

「本人のいる前で堂々と宣言するのやめてもらってもいいっスか!?」

　投影された遥架ちゃんに顔を近づけて返事をする私に、うさ丸が抗議してきた。

　そんな風にふざけながら、このルーキー戦という機会を知名度向上のために生かそうとしているのは当然私だけじゃないんだよね、ということを今いま更さらながらに実感してしまう。

「得られるものはポイントだけじゃないんだりゅい」

　諭すように呟つぶやくビミィの言う通りだった。新しい部を創るために、というのは私くらいのものだろうけど、小規模な部に所属している子はこういうチャンスで結果を残して、部に貢献しようと考えるのは至極当然なのかもしれないもんね。

「ふふ～んっ、やってやろうじゃん！」

　唇をぺろりと舐なめて、映像の中で微笑ほほえむ遥架ちゃんに対して宣戦布告する。

　これだけ人気を集めている子に勝てたら、私の創りたい部に自おのずと注目が集まるというものだ。

　トンきゅんが端末を操作して、次に流れ始めた試合映像は、

「おっ、アスヒ君だ～！　緊張しちゃってる表情が女の子よりも女子力高いね～！」

　天文部の代表になったばかりの射い水みずアスヒ君だった。

「二位の放送部、遠と石いし遥はる架かさんを思いっきり引き離しての期待値ランキングトップ。今回のルーキー戦の押しも押されぬ本命でしょうね」

　トンきゅんが新聞を見ながら教えてくれる。

　観客の数もさっきの遥架ちゃんに負けていないどころか、女子が多い分黄色い歓声が目立って試合会場のボルテージは最高潮だった。

　他の新入生だけじゃなく、上級生や中等部の生徒の姿も目立つ。幅広い層に注目されているのが窺えた。

「それで、射水くんの対戦相手は誰なんスか？　一回戦から優勝候補と当たるなんてついてないっスよね」

「ん～、まだ姿が見えないよね。遅刻かなぁ？　ビミィ、こういう試合の時間に遅れた場合ってどうなるの？」

「事前に連絡があって、よっぽど特別な理由がない限りは……」

　ビミィが言い終わる前に、映像の中から一際大きな歓声が聞こえてきた。どうやら、アスヒ君の勝利がアナウンスされたことによるものらしい。

「そう、こうやって不戦勝という判定になってしまうりゅい」

　アスヒ君は不完全燃焼という面持ちで、それでも観客席に深々と丁寧なお辞儀をして挨あい拶さつしていた。

　こうやっていつも礼儀正しいからこそ、人望も厚いし一年生なのに代表を任されたりもするんだろうなぁ、と思う。

　はぁ～、と感心して嘆息してしまった。

　私の嘆息とは別に、隣でトンきゅんも控えめに嘆息しながら映像を見つめている。

「どうかしたっスか？　トンきゅん」

　不思議そうに問いかけるうさ丸まるに端末を手早く操作してからその画面がよく見えるように差し出して、

「個人的に一番注目していた対戦カードだったので少し残念でした。もしかしたら大番狂わせもあるかもしれないとさえ思っていましたので」

　事もなげにそんなことを言い放つ。

　どういう意味なんだろう、と同じように状況が飲み込めていないうさ丸と顔を見合わせてから端末に表示されているプロフィールを見る。

「帰宅部所属……柏かしわ原ばらうぐいす……？」

　帰宅部。

　崇拝する女神の所属するあの不思議な部に、他に部員がいるという想像を今までしていなかった。しかも私と同じ一年生だ。

「ありゃ？　なんでこの人のプロフィールには顔写真が掲載されていないんスかね？　他にも普通は載ってる情報が空白になってるっスよ」

　所属する部にばかり目がいってしまっていたけど、うさ丸まるが指摘するように写真が存在すべき箇所は空欄になっていた。

　性別の欄にも情報がなく、男子なのか女子なのかさえわからない。ルーキー戦を前にしてクラスメイトや気になる生徒のプロフィールはたくさん見てきたけど、こんなケースを見たのは初めてだった。明らかに異質だ。

　自然、私達たちの疑問は講師であるビミィに向けられる。

　ビミィはどう説明したらいいか、とこの件を扱いかねる様子ながら不承不承説明してくれた。

「帰宅部っていう場所は、星せい鎖さもそうだけどちょっと特殊な生徒が集まって所属している部なんだりゅい」

「特殊って、どんな風に……？」

　星鎖先輩が学園長の孫娘という立場だから、特別扱いみたいなことで帰宅部には先輩一人しかいないものだと心のどこかで思い込んでいた。

「んー、他の部では扱いきれない子だったり、色々だりゅい。帰宅部だけはミカグラ学園の中でもブラックボックスになっているところがあって、オイラも全ては把握していないのりゅい」

　ビミィに補足するように、

「授業にまともに出てこない生徒が殆ほとんどだと聞きます。帰宅部はそれが許されるそうなんです」

　トンきゅんがそう付け加えてくれた。

　仮にも入部しかけた部のことなのに、私は何も知らなかった。星鎖先輩に聞いたら教えてくれただろうか。

「そして……これは本当かどうかはわからないのですが」

　帰宅部一年生、柏かしわ原ばらうぐいすの情報が表示されている端末を軽く睨にらむようにしてトンきゅんが静かに言った。

「……帰宅部に所属する生徒は例外なく、恐ろしい強さの能力を持っているそうです」

　だからこそアスヒ君との対戦カードを注視していたのだと、心底残念そうに。

「なるほどねー……。でも見て、そういう事情を知ってる人もそれなりに多いってことなのかな？　この帰宅部の子に投票されてる数値ってさ」

「あっ、初戦の相手が射い水みずくんなのに相当期待値が高いっスよ!?　ぼくの何倍あるか計り知れないっス!!」

　うさ丸まるの期待値はゼロなんだから何倍しようと絶対に追いつけはしないんだけど、それは言わないでおこう……。

　新聞部の号外にまとめられている期待値のランキングにもランクインしているくらいだった。初戦の相手がアスヒ君でなければ、もっと上位もありえたのかもしれない。

　ちなみにランキングをわかりやすくまとめられたのがこういう感じ。





　１位：天文部所属　　　射水 アスヒ　　期待値７４３００

　２位：放送部所属　　　遠と石いし 遥はる架か　　　期待値２６８００

　３位：自然科学部所属　倉くら科しな 冬とう瑠る　　　期待値２１４００

　４位：無所属　　　　　一宮いちのみや エルナ　　期待値１７９００

　５位：吹奏楽部所属　　相良さがら あづみ　　期待値１７７００

　６位：漫画研究会所属　はす見み 真ま琴こと　　　期待値１７１００

　７位：製菓部所属　　　杠ゆずりは ちせ葉は　　　期待値１６５００

　８位：漫画研究会所属　見 小こ太た郎ろう　　期待値１４４００

　９位：帰宅部所属　　　柏かしわ原ばら うぐいす　期待値１３０００

　10位：演劇部所属　　　トン きゅん　　期待値１１６００






「ねえ、トンきゅんっていう名前で掲載されるのは百歩譲って飲み込むよ！　けど、〝トン〟が苗みよう字じで〝きゅん〟が名前みたいに扱われて表記されてるのはなんでなの!?」

　ランキングを見て、何より一番先に触れたかったのはそこだった。

「俺もそこに関しては全力で抗議したいんですけど、演劇部の方針らしくてどうすることもできなかったんです……。赤あか間ま代表だけはきちんと本名で扱われているのは、何か事情があるらしく……」

　しょんぼりと、蚊の鳴くようなか細い声色でそんな風に返されたら、いくら私でもこれ以上は何も言えない……。けど、けどさぁ!!

「……も、もしもぼくがランクインしてたら、〝うさ〟が苗字で〝丸〟が名前だったんスかね……？」

　想像するだけで恐怖を感じたのか、うさ丸がぶるっと小さく震えていた。

「ううん、うさ丸まるの場合はあれじゃない？　〝う〟が苗みよう字じで〝さ丸〟が名前じゃないの？」

「よりによって切る所そこっスか!?　全くピンとこないんスけど!?　あわわ……ぼくがぼくじゃないみたいっス!?」

　うさ丸の反応は面白くて、悪気は全くないんだけどついつい遊びすぎてしまう。

　それにしても、トンきゅんが一緒にランクインしているのは素直に嬉うれしかった。

　一緒に講習を受けた放課後シックスのメンバーとして、懸命に頑張っている姿を見てきているのだ。

　うさ丸ももちろん努力してたけど……。トンきゅんの場合は、演劇部という、代表の赤あか間ま君を中心に全部活の中でもトップクラスとされる戦力を保持する部の看板を背負って出るんだ、と凄すごく気負っているみたいに見えたから。

　もちろんこのランキングは期待値であって、そのまま結果に結びつくとは限らない。それがわかっていても、トンきゅんの頑張りを他の誰かもたくさん認めてくれていたんだな、という気持ちになってほっこりしてしまう。

「エルナは４位だりゅい！　やっぱりまだひみちゃんとの対抗戦のインパクトが強く残ってるりゅいね」

「う～ん、でも練習では手も足も出ずにボロボロにやられちゃってるんだけどなぁ～……」

　期待して投票してもらえるのはホントに嬉しいしありがたい。けど、その練習の映像や情報が出回っていないからこその期待なのかなと思うと、なんだか裏切っているみたいで申し訳ない気持ちになる。

　随分色々な部に体験入部や見学に行かせてもらったから、ランクインしている中で知らない部というのは少なかった。けど、はじめて見る名前ばかりで。

　生徒の総数も多ければクラスの数も膨大。クラスメイトだったり寮が同じでよく会うみたいな事情でもない限りはそれが当たり前ではあるんだけど、自分の不勉強さも反省してしまう。

「はぁ～、有名な人くらいちゃんと知っておかないとね！　能力を知ってるか知らないかだけでも戦い方が全く違ってくるわけだし……」

「中等部からの持ち上がり組が多くランクインしている印象ですね。射い水みずさんはもちろん、揃そろってランクインを果たしている漫画研究会の双子も有名人です」

　自省の念に駆られている私に、トンきゅんが丁寧に解説してくれた。

「あっ、その双子ちゃんは知ってるかも！　シグレに会いに行ったときに、思いっきり威嚇してきた美形の男の子と女の子がいたよー！」

　あれは完璧にシグレを信奉しきっている様子だった。騙だまされてるよ!?　と諭してあげたいけど、シグレのことだから部の中では純粋にとってもいい先輩なんだろうな……。

　アイツが血迷う行動をとるのは私に対して、私の前でだけなのだ。

　どうして、どうしてああなった……!!

　ともかく、最低限ランクインしている生徒の分だけでもあとで映像をチェックしようと心に決める。

　特に可愛かわいい女の子の情報は必要以上にチェックしまくろうと強く思う。

「あれっ、でも今日の試合の映像は全部見れるけど、それ以前の対抗戦の映像って見れるものとロックされちゃっててアクセスできないのがあるね？」

　どうせなら過去の試合から振ふり返かえってみるべきかな、と試していて気付いた。

　むしろ、過去の映像は公開されているモノの方が少ない程だ。

「それはりゅいね～！」

　ビミィがオイラの出番だとばかりにドヤ顔で話し始めたところに被かぶせるようにして、トンきゅんが、

「ルーキー戦のように公式戦は全試合、一定期間は誰でも見られるように公開される仕組みになっています。ですが、模擬戦は非公開にもできるし、過去の映像は任意に削除することもできるようになっているんです」

　とってもわかりやすく教えてくれた。

　ビミィはドヤ顔の持って行き場を失い、悲しみのあまりなぜかうさ丸まるの胸に飛び込んで慰めてもらっている。先生と生徒という関係性、崩壊しすぎでしょ……？

「なるほど。情報は制限した方が有利だもんね。過去まで遡さかのぼると見れない試合の方が多いのはそのせいなのかぁ」

「ぼくは勝とうが負けようが、今までの軌跡はオープンにしておきたいっスけどね～！」

　うさ丸がビミィを抱えたまま優しく撫なでてやりながら爽やかな笑顔で言う。

「そういうタイプの子も少なからず存在するりゅい！　後輩が対抗戦を学ぶために役に立てばとか、考えはそれぞれあるみたいだりゅい」

「じゃあ私もオールオープンでいこっかな！　隠し事とか苦手な性格なもんで！」

　隠し事とはちょっと違うかもしれないけど……。映像から私と、そして私の作ろうとしている部に興味を持ってもらえる可能性がほんの僅かにでも広がるのなら。

　その可能性を捨ててしまうつもりはなかった。





　　　＊






　そうこうしている間に新聞部の号外が全て売り切れてしまったようで、今度はまた露店の方に賑にぎわいが戻っていた。

　食べ物ばかり、もっと言えばたこ焼きばかりを追い求めていた私は他のお店に目がいっていなかったので、今いま更さらながらゆっくり見てまわることにする。

「演劇部は部費に困ってないから今回は出店お休みらしいっス！　ぼくらのための講習で忙しくて準備が間に合わなかったのかも、とか考えると申し訳なくなるっスけど……」

　両腕を頭の後ろで組みながらついてくるうさ丸まるが、しゅんとした声で言った。

　大所帯の演劇部だから赤あか間ま君やにゃみりん先輩、熊くま野のさん先輩が拘束されたところで出店には影響しないとは思うけど……。気持ちはわからないでもない。

「部費に困っていない、なんて言えるのは数ある部の中でもほんの一握りだけですから。今回は先輩方に甘えましょう」

　トンきゅんも言葉ではそう言っているけれど、どこか後ろめたさはあるようで色々な露店を見ては複雑そうな表情を浮かべていた。

「私も１回でいいからポイントには困ってないなんて言ってみたいものだよ～！」

「エルナはまずムダ遣いをなくすところから始めるべきだりゅい……。欲しいものは一切我慢せず後先考えずに手に入れるって、貴族の考え方だりゅい……」

　ビミィはそうやってもっともらしいことを言うけど、我慢なんてしたらストレスは溜たまるし後で絶対に後悔するのになぁ。

　夜に安眠できなくなるよ？　たこ焼きのオバケに容赦なく襲われる夢をみるよ!?

「からしマヨネーズは邪道だぁ～!!」って叫び散ちらすでっかいたこ焼きに追いかけられるんだよ!?

「いいのっ！　すっごい部をつくって、ポイントを湯水のように使っても問題ないようにするんだから!!　あ、でもこういうお祭りでの露店は部費とか関係なく出してみたいよね、楽しそうだしっ」

　気分よくスキップしていた足を止めて、辺りを見渡してみる。

　部の宣伝も兼ねてなのか、強みを生かしてなのか。例えば製菓部はお菓子を売るお店を出していて。かと思えば、湊みなと川がわ先輩の華道部のように部の活動内容とは異なる露店のところも多いみたいだった。

　きっとどういう露店を出すかという話し合いからはじめているんだろうから、強制的にやらされている感を醸し出している雰囲気のところなんてどこにもなくて。一つ残らず漏れなく楽しそうで、なんだかこっちまで嬉うれしくなってくる。




「あの似顔絵を描いてくれるっていうのは美術部っスかね～!?　ぼく描いてもらいたいっス！　思い切り気を使ってもらって美化されつつ、原形がわからないレベルの似顔絵にして欲しいっス～！」

　あなたの似顔絵描きます、という可愛かわいらしい旗が目印の露店を見つけて、うさ丸まるが大はしゃぎだった。

「それを果たして似顔絵と言えるのでしょうか……？」

　トンきゅんの正論には全く耳を傾ける様子がないうさ丸だった。

「似顔絵なら私も描いて欲しい！　できることなら九く頭ず竜りゆう先輩に！　ひみちゃんが私のほっぺにチューしてる似顔絵にして欲しい！」

　はいはいは～い！　と両手を上げてアピールする。

「俺には似顔絵の定義がわからなくなってきました……」と目を覆うトンきゅんを置き去りにして、うさ丸と一緒に我先にと走り出す。

　定義なんてそんな余計なものはみんなブチ壊しちゃえ！　絵なら好き放題し放題じゃないか!!

　美術部員さんに聞かれたらちょっと怒られそうなことを考えながら、露店の前に到着する。

　広く設もうけられたスペースに余裕をもって椅子が置いてあり、その前にはそれぞれの部員が描いた似顔絵が数点飾られていた。

「ふむふむ、好みの絵柄の人を選んで描いてもらうことができるんスかね」

　うさ丸がぽむっと手を打ち合わせて納得していた。

　確かにそのようで、似顔絵というコンセプトに合わせて写実的な画風ばかりではなく、マンガ風の絵柄や崩したデフォルメ調まで各種取とり揃そろえられている。

「わー、どれもいいなぁ！　ひみちゃんが一番可愛く描いてもらえる人にしようっと！」

「……似顔絵を頼むのに、その場にいない子を描いてもらおうっていう発想が斬新すぎるりゅい……」

　のんびりと後から追いついてきたビミィとトンきゅんが、呆あきれたように距離を置いて私達たちを観察している。

　似顔絵を頼むのは私とうさ丸だけということらしい。

「似顔絵代は……おぉっ！　良心的な設定だようさ丸！　私の背中と支払いは任せたよっ」

「任せられたっス！　背中合わせで互いを守りあうアレっスね!?　大勢に囲まれて二人きりで戦いきる時によくあるアレっスねーっ!?　くぅ～、青春極まりないっス!!」

　支払いまで一緒になって押し付けられたことには気付いていないのか、気付いているけどうさ丸まるにとっては降って湧いたような青春要素に盛り上がる方が重要なのか……？

　どちらなのかは全くもって不明だけど、どうも似顔絵代はおごってくれるみたいだった。

　接客中じゃない、待機中の美術部員は５名いて、どう見てもその中に顔に絵の具を塗りたくった先輩は存在しない。

「九く頭ず竜りゆう先輩はいないかぁ……。残念」

　ぼそっと呟つぶやいたその一言が聞こえたのか、九頭竜先輩の名前に反応した美術部員がびくっと一瞬震えたような気がした。

　そのままそれをスルーするのもなんなので、その人に似顔絵をお願いすることに決めて目の前の椅子に勢いよく座る。

「よろしくお願いします！　九頭竜先輩って、どこかにお出かけ中ですか!?」

　社会に馴な染じめていないみたいな扱いを母親に受けがちだった私だけど、こうやって初対面の人に愛想よく振ふる舞まうことくらいはできるのだ。

　ちなみに、１分くらいで限界が来てこの外そと面づらの良さは崩れるんだけどね……。

　二年生の先輩だろうか、眼鏡をかけたおとなしそうな美術部員のお姉さんは出された名前に戸惑った様子だったけど、他の部員に何事か目配せされて、

「九頭竜先輩はとても忙しいので。こういうところには顔を出さないんですよ」

　無理に作ったような笑みを浮かべて答えてくれた。

「はぁ、そうなんです……？」

　変なことを聞いたつもりはなかったんだけど、どうしてこうも答えにくそうにされてしまったんだろ？

　ちょっとだけ違和感があったけど、「似顔絵ですよね。うふふ、どう描きましょうか？」と希望を促されたので、

「あのですね、ある女の子が私に恋をしているところから物語が始まるんですけどね！」

　詳細に余すところなく要望をお伝えしていくことにした。

「も、物語ですか……!?」

　お姉さんはこの段階で既について来れてないみたいだけど、私の暴走は止まらない。

「そりゃもう壮大な物語絵巻ですよ！　ある女の子というのは、殆ほとんど天使みたいなものだと思ってもらって差し支えないんですけど。天使との違いは誤差程度の存在なんですけど。その子がですね、ドゥフフ!!　私のほっぺたに恥ずかしげにですな、フォッフフ!!　ち、チューをですね……!!」

　似顔絵の要望をマシンガンのようにまくし立てるのに夢中になりすぎてしまう。

　お姉さんに話しかけはじめてからジャスト一分の出来事であった。ドン引きされてるけどいいのだ。ひみちゃんと私のラブシーンを赤せき裸ら々らに描き起こしてもらえるのならどう思われたって!!

　ひみちゃんと私との間で繰り広げられる妄想物語を語り終えるには一週間はかかるので簡潔に伝えているつもりだけど、それでもしばらく時間がかかりそうだった。

　私が懸命に希望を伝えているのを見てうさ丸まるが謎の対抗意識を発揮したのか、負けじと隣の椅子にしゅばっと座っている。

「ぼくもお願いするっス!!　基本的にはお任せでいいんスけど、しいていうなら瞳は大きめにしてもらって髪は盛り盛りで、鼻は高く口はアヒル口がいいっスね！　あっ、そこまで描くかわからないけど身長は１９０センチでお願いしたいっス!!」

「全くもってお任せじゃないですよね!?　お任せとは天と地ほどにかけ離れた注文ですよね!?　あと、原形留めてなくて完全なる創作になるからそこに座って待ってなくても多分描けますよ!?」

　美術部員のお兄さんに盛大に突っ込まれているうさ丸だった。それでも一歩も引くことなく、なんでもいいから言う通りに描いて欲しいと迫っている。

「やー、完成が楽しみだね!!」

「全くっスよ！　ぼくの似顔絵は演劇部の部室に飾ってもらうことにするッス！」

　頭を抱えてキャンバスに向かっている演劇部のお兄さんとお姉さんに全てを委ねて、必要ないなんて一切思わずに、私とうさ丸はニコニコときっちりと正面を向いてポーズを取っている。

　一方その頃。私達たちの知り合いだと思われるのが嫌なのか、トンきゅんとビミィは結構な距離を置いて茶道部が出店しているお茶屋さんでお団子を食べながらおとなしく待っていた。

「あの二人の奇怪なポーズはなんなんでしょうか、先生。何かに変身する前触れでしょうか」

　トンきゅんがビミィにお団子を食べさせてあげながら、興味なさげに問いかける。

「ングング……。オイラには何も見えないりゅい。うん、何も見えてないことにして欲しいんだりゅい……。寮に帰ったらエルナに、〝この絵の素晴らしさを一冊のライトノベルにまとめて欲しいんだけどビミィ朝までにお願いねっ！〟とか無む茶ちや振りされる未来まで想像してしまうんだりゅい……、オイラ、オイラもう疲れたりゅい……！」

「先生も大変ですね。どうぞ、お団子もう一本いかがですか」

　上司の愚痴を聞く有能なサラリーマンのようなトンきゅんが、ヘロヘロになっているビミィをもてなしてあげていた。

（ちゃんとその会話、私の耳まで届いてるんだからね!?　でもひみちゃんとのラブイラストをライトノベル作品として書き起こしてもらうのはいいアイデアだなぁ……!!　学園内で同人誌として出版してベストセラーを狙おう！）

　自分の発言が悪夢のように実現への道のりを着実に進んでいることなど知りもせず、今はトンきゅんに甘えるビミィなのだった。






第二楽章　我楽多イノセンス









　遠くから聞こえてくる喧けん騒そうは、ルーキー戦の試合を終えてのものだろうか。各部がこぞって出店している露店に集う生徒達たちによるものだろうか。

　部室が並ぶ建物の中でも最奥の部屋。日の光もロクに入らないこの場所をあえて選んだのは自分だった。

「眩まぶしいのは苦手なんだ。昔からずっと」

　美術部の部室で一人キャンバスに向かって絵を描いている俺、九く頭ず竜りゆう京きよう摩まは誰にともなく一人ごちていた。

　美術部の部室とはいっても、この狭せまい部屋は俺一人のために与えられたもので。

「まぁ、特別にっていう名目で……実際のところは厄介者の隔離みたいなもんなんだろうけどな」

　半ば投げやりに飾られている表彰の盾やトロフィーに視線をやりながら、溜ため息いきを吐ついた。

　ここに美術部の他の部員はおろか、顧問の教師さえ顔を出すことはほぼなかった。

　一人でこもって絵を描く時間が長すぎるせいで、最近独り言が多くなったことを少しだけ気にしている。

　……また、どこかから楽しそうな声が聞こえてきた。同じ学園内のはずなのに、この部屋の壁一枚隔てただけでまるで別世界だなと思う。

　防音なんて効いている様子もない、薄い壁。けど、心理的にはとても分厚い障壁のように思えてならなかった。

　飲みかけのパック牛乳を手に取って、一気に飲み干す。またひとつ溜ため息いきをついて、同じ銘柄の牛乳パックばかりが放り込まれているゴミ箱へ捨てる。

「……自分の城みたいな場所のはずなのに、見たくないモノだらけだな、ここは」

　ゴミ箱の中に、クシャクシャになった美術系の雑誌を見つけてしまった。俺についての記事が載っているから、というメモ書きが添えられてこの部室にいつの間にか置かれていたものだった。

　顧問の教師はできるだけ俺と顔を合わせたくないのか、そんなことさえも直接のやり取りをしなかった。

　苛いら立だちのままに力を込めてその雑誌を一度ゴミ箱の奥底に沈めようとする。けど、牛乳のパックでいっぱいになったゴミ箱にはそれが受け止め切れなかったようで、押し込んだはずの雑誌が反動で外に零こぼれ落おちてしまう。

　パラパラッとめくれ上がったページは、ちょうど九く頭ず竜りゆう京きよう摩まを紹介する記事で。

「ちっ……」

　拾い上げて、思わず感情任せに破り捨ててしまおうとして思いとどまる。そんなことをしたところで、何の解決にもなりはしない。

「〝未完成の才能〟、か……」

　記事は俺のことをそんな風に持ち上げて書いてあった。ちょうど一年前、最後に大きな賞をとったときの写真と一緒に。

　そう、この部室に無数に飾られている盾も、賞状も、トロフィーも。全て一年以上前のものだ。最近のものは一つも存在しない。

「どうやら見積もりが甘かったようだな、評論家さん」

　まだまだ伸び代があると大人達たちに期待されていた俺は、もうとっくに完成されてしまっていて。今は出で涸がらしみたいなものなんだろう。

　枯れちまってるんだ、何もかもを使い果たして。

「期待に沿えなくて。まぁ、ざまぁみろよってことで」

　度々激励に訪れていた評論家や有名な先生は、ここのところ誰一人足を運ぶことはなくなっていた。

　今は他の、知らない誰かさんが持ち上げられているんだろう。そんなものだ。

　雑誌を再びゴミ箱に放り込んで、思いきり舌を出す。壁を隔てたこの場所からじゃ、そんなことをしたって誰にも届かないとわかっていながら。




　朝から無心で描き続けていた絵の前に戻って、作品を眺める。

「ガラクタだ。この絵も。そして俺自身も……」

　描きかけの絵をキャンバスから剝はがし、力任せに破り捨てる。こうやって感情のままに発散した後は、必ず後悔してしまうのに。

　絵は何も悪くない。悪いのは、全部自分だ。

　評価されていた頃の画風を自己模倣するように描いていたその絵に、魂などまるでこもってはいなかった。

　ただ惰性だけで、何かに追われるように描き散ちらしただけの絵。充足感のなさに、眩暈めまいがしてくる。

　昔はこうじゃなかった。絵のこともそうだし、こんな壁も……確か、なかったはずだ。

　壁を小さく小突いてから、ここから新しい絵を描き始める気分でもないので気分転換に散歩に出ることにする。












「今日はルーキー戦の初戦か。アイツ……エルナは、どうなったかな」

　美術部の後輩よりも先に、まずはじめに頭に浮かんできたのはうるさい新入生、一宮いちのみやエルナだった。

　大して関わりが深いわけでもない。話した回数だって片手で足りるほどだ。けど、不思議に印象に残る少女だった。

「いい意味でも、悪い意味でも、だけどな……」

　部室を出ると、聞こえてくる喧けん騒そうが更に大きくなる。空はよく晴れていて、部室の澱よどんだ空気から解放されてホッと一息つく。

　その澱みの元凶は他の誰でもない自分だというのが、やり場のない憤りを呼び起こす。

　何をしても嚙かみ合あわないジレンマに、軽く髪を搔かき毟むしる。

　こうしているところを見られて、また後輩に怖がられたりするんだろうな。んなことはどうでもいいだろ、と思いながらも、まだどこかで取り戻そうとしている自分もいて。

　情けなくて反へ吐どが出る。ガラクタはガラクタらしく打ち捨てられていたらいいのにな。




　今日行われているルーキー戦はまだ全ての行程を終えたわけではないらしく、慌あわただしく応援に走っていく生徒の姿が散見される。

　美術部にも少なくない新入生が存在するはずだが、俺はその誰とも交流がない。なんなら、名前も知らない。

「俺が直接観戦なんて行ったら、どうせビビって固くなっちまうんだろーな……」

　そう思うと、見に行く気も失うせる。迷惑をかけようってつもりはないのだ。名目上は同じ部の仲間のはずなのに、壁は途方もなく分厚くて手の届かない程に高い。

　演劇部に混じって、あの新入生……一宮エルナがルーキー戦に向けての講習を受けていたのを見に行ったことがある。

　別に特別気になったワケじゃない、なんとなくだ。……誰に言い訳してるんだ、俺は？

　そこで見た光景は、俺にとっては目を背けたくなる程に、直視を避けたくなるくらいに眩まぶしすぎるものだった。

　大所帯の演劇部は一年から三年まで呆あきれるくらいに仲が良く、それどころか部員ではないエルナも諸もろ手てを挙げて歓迎されていて。

　まるで、現実ではないみたいだった。というと大おお袈げ裟さだろうか。でも、純粋に俺にとっての現実とはかけ離れていた。

　ちょうど、演劇部のうさぎと豚が横を走り抜けていくのが見えた。軽い足取りは、きっといい結果を誰かに知らせにいくためだろう。

　外に出たのはいいものの、特に行く当てもない。演劇部の二人は、露店が立ち並ぶエリアへ向かっているようだった。

「そういや朝から牛乳しか口にしてねぇな……。何か食っとくか」

　お腹なかを押さえながら考えて、彼らが向かうのと同じ方向へ舵かじを切ることにした。




　ミカグラ学園というのはとにかく祭り事の好きな校風で、何かある度に学園祭レベルの盛り上げ方をしてくる。

　露店も大したチェックもなく出店できるようで、食べ物屋からよくわからない射的まで……とにかくカオスを極めていた。

　牛乳がたっぷり入っていますよ、という売り込みの声を上げていたクレープ屋でクレープを買って、また当てもなく歩いていく。

「しかし、俺がクレープ買うとなんかヘンなのか……？」

　失礼な話だった。おどおどと何か言いたげなクレープ屋を問いただしたら、

「本当にこれでいいんですかっ？　女子供の食べるスイーツ、クレープですよ!?　あとで〝グレープじゃねぇじゃねぇか俺はブドウが食いたかったんだ金返せ！〟だとかクレームつけてきたりしませんかっ!?」

　なんてことを言いやがった。もう慣れているはずなのに、スルーして無反応で通すという対応はなかなかに難しい。こんな風に、見た目でレッテルを貼られる事例に事欠かないのが実情だった。

　クレープの味自体は確かに売り込み通りに牛乳たっぷりで文句がないので、不愉快な思いはそれで帳消しにすることにする。

　人の多すぎる場所はやっぱり苦手だった。俺のことを恐れるように、進む場所だけモーゼの十戒のように他人が避けていく。

「どんだけイメージ悪いんだよ、クソ……」

　素行はいい方ではないと自覚している。言葉は荒いし、見た目もこんなんだ。けど、無闇に暴力を振るうことなんてない。

　誤解は悪評を生み、それがまるで真実のように伝達されていく。それが学校という場所なんだろう。

　いちいち誤解を正していく作業に興味はなかった。俺自身の小さな勝手の積み重ねが招いたことでもあるんだろう。

　クレープも完食して、空腹も満たされた。目的は達したし、一人になれるあの場所に戻ろうか、と思ったところで、

「あれは……美術部の……似顔絵の露店か？」

　遠くに、美術部員達たちが設営した露店を発見してしまった。

　……見つけなければよかった。が、今いま更さらもう手遅れだ。

「また、か……」

　美術部で露店を出すなんてことは、俺の耳には一切入ってきていなかった。

　いつだってそうだ。呼んでくれれば、似顔絵だって……得意じゃないが、描くっていうのに。

　必要以上に気を使われているのか、嫌われているのか。

　それとも、その両方か。

　一度だけ、踏み込んで聞いたことがあった。どうして俺を誘わないのかと。




「九く頭ず竜りゆう先輩は忙しい人なので……。コンテストの出品作品とか、色々あるでしょうし。すいません」




　ただただ悲しかった。虚むなしかった。けど、怒りはしなかった。

　忙しいかどうか決めるのは他の誰でもない、俺だ。

　それに、なぜ謝るのか。

　俺抜きでも問題なく成立している似顔絵の露店。いや。俺がいないからこそ、成立しているのかもしれない。

　また深い溜ため息いきをついて、その場を後にする。




　……もう帰ろう、あの分厚い壁の内側へ。






第三楽章　ｔｒｕｅ









「おめでとうエルナちゃあああん!!　やっほぉおおおおおう!!」




　ドアを開けて指定された部屋に入ってみたら、なぜか白いタキシードを着用してパーティー用のヒゲメガネを付け、目を閉じたまま、『パァーンッッ!!』とクラッカーを派手に撃ち鳴らすシグレがいたので無言で扉を閉めた。

　扉が閉められ、私が部屋に入っていないことには全く気付いていないらしく、中からは、オリジナルソングと思われる私のルーキー戦一回戦突破を祝う歌が聞こえてきていた。

「ＹＯ！　エルナは得るな!?　ボクとのエンゲージ！　変幻自在の愛の形を魅せておくれよう!!　もう手遅れＹＯ!!」

　途中から謎のラップパートに突入している。韻の踏み方が強引にも程があった。それでもシグレとしては真剣に歌っているらしく、聞きたくないのに扉の外まで大音量で響いてきていた。

「もう!!　これじゃ外を歩いてる人にまで聞こえちゃうでしょ!?」

　仕方なくもう一度扉を開けて部屋に入り、力ずくでマイクを取り上げて歌を強制停止させる。

　シグレはオリジナルソングをほぼ歌いきって満足したのか、やり切ったような清すが々すがしい爽やかな表情をしているのが癪しやくに障る……。

「おめでとうエルナちゃん！　ボクからのお祝いの歌はどうだったかな!?」

「えっ。大事なプレゼントがある、って言ってたのはまさか今のやつなの……？　もっとこう、こっちの方を期待してたんだけど……？」

「人差し指と親指で丸を作るのはやめて!?　エルナちゃんは直接的にお金のプレゼントを期待してたの!?」

　別にそういうわけではないんだけど、歌のプレゼントは全く期待していなかったっていうかノーサンキューですよね……。




「とりあえず改めておめでとう！」

　もう何度目かのおめでとうを言って、何個目かのクラッカーを鳴らすシグレ。すでに先ほどの衣装は脱ぎ、私は目の前に用意されたケーキをジト目で食べていた。

　少し前に遡さかのぼる。












　端末にシグレからのチャットが送られてきたのは、すっかり日は落ちて、空には星空が広がる夜中。夕食も食べ終わって、さて寝る前に少しだけ体を動かしておこうかなと練習ルームへ移動しようとしていたときのことだった。

『エルナちゃんの大好きなあの人からの連絡だよっ!!』

　端末から、ご機嫌そのものという声色でシグレの音声が流れた。

　シグレはどうやっているのか、定期的に私の端末にアクセスして自分からのチャットが届いたとき専用の着信音を設定してくる。

　もちろん頼んでもいないのにだ。風紀委員に通報すれば退学処分にしてくれるだろうかと考えながら、端末を見ることなく着信を放置して歩き続ける。

「エルナ、いいのかりゅい？」

「いいのいいのっ。どうせ大した用事じゃないでしょー」

　ビミィが心配そうに聞いてくるので、軽い調子で返す。

　この前だって、「エルナちゃんエルナちゃん」と送られてきたので「なんだよ」と返したら「呼んでみたくなっただけ♪　なんでもないよ！」と付き合いはじめたばっかりの彼女のようなメッセージを送ってきたので端末を破壊しそうになったばかりだった。

　ひみちゃんに同じ内容を送られたらそりゃもう数年間ハッピーだけど、頭の中お花畑のまま過ごせるけど、よりによってシグレだもんね……。

「なんだよ、っていうエルナの返しも相当凄すごいと思うりゅい……」

　そうかなぁ。シグレには甘すぎるくらいの反応だと思うんだけど。

『エルナちゃんの恋焦がれている従兄弟いとこの連絡だよっ!!』

　……今度は別パターンの着信音声が端末から流れてきた。どういう技術なのかさっぱり不明だけど、ランダムでバラエティ豊かな音声パターンが流れるようにされているらしい。

　無視されていると気付いて、しつこく何か送ってきてるんだろう。知ったこっちゃないので聞こえなかったことにする。

『エルエルエルエルエルエルエルエルエルエルエルエルエルエルナちゃんの王子様からの連絡だよっ!!』

「う、うるさっ　そして怖ッ!?　わかった、わかったよー！　返事すればいいんでしょっ、も!!」

　シグレが連続でチャットを送信しまくったらしく、最初の部分だけ繰り返し流れてそれはもうホラーじみた恐ろしいことになっていた。

「エルナに対する彼の言動を見ていると、今まで持っていたイメージが音を立てて崩れていくりゅい……。絵に描いたような優等生で、いつでもキリッとしている学園の良心だと思っていたりゅい……」

　ビミィが愕がく然ぜんとしたように呟つぶやいた。悲しいけど、そんなものは幻想だよ……。

　仕方がないので、端末を取り出してシグレからのチャットを見る。

『なんで返事くれないのエルナちゃんエルナちゃんエルナちゃんエルナちゃんエルナちゃんエルナちゃんエルナちゃんエルナちゃんエルナちゃんエルナちゃんエルナちゃんエルナちゃん』

　悲痛なシグレのメッセージが画面を埋め尽くす勢いで一気に流れて表示される。

「なにこれウイルス!?　シグレプロデュースによる私専用に開発されたウイルスなの!?　ウイルスっていうかシグレの存在自体をどうにかして駆除したいんだけど!!」

　すぐに返信をしないとまた送られてきそうなので、仕方なく急いで返事を打ち込むことにした。

『なんなの!?　もう半分切れかけてる親戚の縁を完全に切るよ!?』

『半分切れかけてるの!?　それは初耳だよエルナちゃん!?　半分だけ親戚ってそんなの可能なの!?　ハーフってことなの!?　ハーフってカッコ良くて憧れるところあるからちょっと嬉うれしいよ!?』

　怒ど涛とうの勢いで瞬時に返事がきた。端末にチャット形式で届いた内容だから声が聞こえるはずはないのに、シグレの声と仕草で容易に脳内再生されてしまうのが悲しい。

　愕がく然ぜんとしてそのまま何も返せずにいたら、待ちきれなかったのか向こうから本題が届いた。

『エルナちゃん一回戦突破おめでとう!!　大事なプレゼントがあるから、今から祝勝会をしないかい？』

『えっ、ありがと！　プレゼントってなんだろう!!　する!!　祝勝会するーっ!!』

「プレゼントっていう単語を発見した途端に瞳がキラキラしはじめたりゅい……。現金なものだりゅい」

　ビミィが皮肉っぽくそんなことを言ってくるけど、私だって一応は女の子なんだから仕方ない。

　それに、シグレは私の誕生日はもちろん、何かいいことがあった時は必ず駆けつけて直接お祝いをしてくれるのだ。

　シグレが全寮制のミカグラ学園に入ってからはそれもなかなか難しくなっていたから、久々で嬉うれしかった。

　準備があるからと、待ち合わせ時間と場所を打ち合わせてから端末をしまう。

　ミカグラ学園の敷地内には、ポイントを使用することでレンタルできる部屋がたくさん存在するらしく、その中からパーティー用に借りてくれるらしい。

「シグレは、クリスマスにはサンタのコスプレして部屋に侵入してきたりしたなぁ……」

「侵入っていうと途端に犯罪の匂いがするりゅい!?　プレゼントを置きにきてくれたんでしょ！」

　そうなんだけど、私の寝顔の写真を勝手に撮ったり、お父さんも同じようにサンタの格好をしてくれてた時は、「どっちがエルナにとっての真のサンタか勝負だ!!」と言い合ってヒゲの引っ張り合いをしていた。いやあの、どっちもサンタじゃないんで……とは言えなかった。

　思い出っていうのは大抵美化されるものだけど、シグレとの記憶は思い出せば思い出すほど苦笑いしか呼び起こさない。

「それでも……パーティーはやっぱり楽しかったし、嬉しかったなぁ」

　とにかく笑ってばかりいたことだけは確かだった。シグレは私の笑顔が一番好きだ、と常日頃から口癖のように言っていたから、そのためにわざと変なことばかりやってくれたのかもと思うこともある。

　……いや、それはないよね？

　いつかチャンスがあったら聞いてみよう、うん。




　そんなこんながあって、どんな風に祝ってくれるのか期待しながら訪れたら、繰り広げられていた現実がこれ。

「エルナちゃん？　黙ってじーっとこっちを見てどうしたのかな？　あっ、歌のアンコールかな？」

「違うわっ!!」

　この行動がもしかしたら全部私の笑顔のためかも？　なんて少しでも考えてしまった自分が憎いよ！　乙女モードのエルナさん自重して!?

　その証拠に私は今ちっとも笑ってない。真顔だ。この表情から歌のアンコールをされていると思えるシグレのポジティブさは異常だった。

　私も相当なポジティブさを持ち合わせているっていう自覚があるけど、シグレには負けるよ……。っていうか、この前向きなのってシグレに似たのかな、まさか。

　小さい頃から一番身近にいた存在だけに、ありえそうなのが恐ろしかった。

「私、明日からネガティブになる……。日陰を選んで歩いて生きていく……」

「どうしたの急に!?　歌のプレゼントはほんの冗談だからねっ!?　エルナちゃんが喜ぶもの、きちんと用意したからっ……！」

　突然どんよりと曇ってしまった私の雰囲気に流石さすがにあせったのか、シグレがフォローするように喋しやべりだした。

　よくよく部屋を見てみれば、飾り付けられた室内の中でカーテンがモコモコと不自然に膨らんでいることに気付く。

　シグレの歌と格好に気をとられすぎてそれどころじゃなかったのだ。

　そのモコモコの中から、小声でアスヒ君の声が漏れ聞こえてくる。

「みなさん用意はよろしいですかっ。せーの、で一斉にですよっ！」

「せーの、の合図はひみが言いたい！　ねえねえ、ひみが言ってもいーい？」

　続いて聞こえてきたのは書道部代表、八や坂さかひみちゃんの声だ。こちらは小声で話すこともなく、そのまま思いっきり聞こえている。

「……私も言いたい……。そういうのは任されたことがないので興味がある」

　のんびりとアピールしているのは華道部代表の湊みなと川がわ先輩だろう。それに対してあっけらかんと、

「湊川さんのテンションでいかれても勢いつかない的なところあるでしょ！　ここは俺に任せてくれていいよ」

　そんな風に言ってのけたのは演劇部代表の赤あか間ま君だろう。

　みんな各部の代表という立場で、自分の部に所属する一年生はルーキー戦の真っ最中だ。負けた子はケアしてあげないとならないだろうし、勝ち上がった子にはアドバイスを求められることも多いだろう。

　それなのに、こうやって私の祝勝会のために時間を作って足を運んでくれたことが嬉うれしかった。

「ねえ、最高のプレゼントだよ！　シグレはなんだかんだいってもやっぱり私の一番の理解者かもねっ」

「え、エルナちゃん……？」

　小さい頃にお祝いしてもらっていた頃のように、シグレのことを背中から無意識にハグしてしまう。

　途中で自分のしていることに気付いて途端に恥ずかしくなってきてしまったけど、何も思ってませんよ！　というフリをしながら自然に離れた。

「仏のような顔をして涙を流しているりゅい……？　人は本当に嬉しい時、叫ぶでもなく喚わめくでもなくこうして自然に涙をこぼすのかりゅい……」

　声もなく泣いているシグレを見て、ビミィが興味深そうに一人で納得していた。

　カーテンの内側のモコモコからは、まだそれぞれがワーワーと喋しやべっている声が聞こえてきている。

　湊みなと川がわ先輩に至っては押されてしまったのかカーテンから出てしまっている状態だ。

　目と目が合ったけど、口笛を吹いて見なかったフリを決め込むことにする。

「それにしても、一体いつになったら登場してくれるんだろ……？」

「まだ隠れてるつもりだったら相当図ずう々ずうしいりゅい」

　湊川先輩は座布団を敷いて正座して、いつの間に淹いれたのかお茶なんて飲んでいる始末。

「……お構いなく」

「構いますよ!?　もう私が合図するっ！　せ───────の────っ!!」

　カーテンをこっちから思いっきり開いて、大声で叫んだ。すると、中で言い争っていたみんなが慌てて顔を見合わせ、事前に決めていたらしい言葉をどうにか口に出していた。

「一宮いちのみやちゃん、おめでと」

「エルナちゃんっ、ハッピーバースデだよ♪　あれっ、違う？」

「おめでとうですっ、エルナさん!!」

「……やったね」

　赤あか間ま君、ひみちゃん、アスヒ君、湊川先輩の順番で祝福のメッセージをくれたのは嬉しいけど、

「せーの、って合図の意味なくない!?　みんな言ってることバラバラだから一斉に言っても聞き取れないよ！」

　合わせる気なんてさらさらないかのようだった。そもそも、これだけ個性的なメンバーが集まって統制なんてとれるわけがないのだ。

　そして、ひみちゃんだけはなぜか私の誕生日だと勘違いして来ているという事実。

「じゃあケーキは……？」

「え!?　残念ながら唯一有ったケーキ食べちゃった……仕方ない。代わりに私を食べてください!!　さあ!!」

「エルナちゃん、大胆な!!　そういうことはお互い成人してからって心に決めてたのに！こんなみんなの前で……いいのかい!?」

「シグレには言ってないの！　ひみちゃんにだから！　それに、成人してからとか恐ろしいことを勝手に心に決めないでくれる!?」

　それに、みんなと声を合わせることができずにカーテンの中に所在なげにしているもう一人の女の子。

　彼女がここに来てくれたのがビックリしたし、ちょっと心に来るものがある程に喜びが溢あふれる。

「一宮いちのみやさん、わたしも来ちゃいましたっ。えへへ、私を負かして勝ち進んだ祝勝会なのに、おかしいですかね？」

　昼間に私とルーキー戦の初戦を繰り広げたばかりの、寝袋ちゃん……花か袋たいめいかちゃんだった。

「ううん、おかしくなんてない！　もし逆の立場でも、私も花袋ちゃんのお祝いに参加してたもん！」

　花袋ちゃんに熱いハグをしながら、おかしなことを言わないようにと自分なりに言葉を選んでそう伝えた。

　……でも、実際に私が負けた側だとしたら。こんな風にその日の間にというのは悔しくて難しいかもしれない。

　花袋ちゃんは、強くて優しい子だなぁ……。

　友達になれて、よかった。




　もう夜だし、明日も早いということもあって祝勝会は早めに切り上げることにして。

　それでも、楽しい時間はあっという間に過ぎてしまった。

　赤あか間ま君は、放課後シックスのメンバーも参加したがっていたけど、それを許すと演劇部の他の部員達たちも大勢来たがるので今回は俺だけにしたと教えてくれた。

　優勝までするような奇跡が起きたら、その時は全員呼んでもっと盛大にやろうと笑ってくれていた。

　それこそ、そんなことになったらトンきゅんやうさ丸まる、演劇部の一年生も負けてしまってという結果になるんだけど……。

　それでも、みんなで来てくれるんだろうな。演劇部は、そんな風に思えてしまう暖かい部なのだ。

　ひみちゃんは、シグレの用意していた飲み物の中から不用意に炭酸を選んで大変なことになっていた。花か袋たいちゃん情報によると、ひみちゃんは炭酸飲料を飲むと酔っ払ったみたいになるらしい……。

　湊みなと川がわ先輩に絡んだり、その場で着替えようとしたりして「いいぞ、もっとやれ！」と心の底から思っていたんだけど、花袋ちゃんに介抱されつつ帰っていってしまった。

　アスヒ君とは、期待値ランキングの話で盛り上がった。重圧とまではいかないものの、トップというのはそれはそれでやっぱり気になってしまうものらしい。

　端末に保存されている中等部時代のアスヒ君の対抗戦の時の画像を見せてもらって大興奮したり、勝手にコピーしようとして苦笑いされたり。

　湊川先輩はそんなみんなの会話を、うんうん、と黙って頷うなずいて聞いてくれていた。ひみちゃんに絡まれた時は視線で助けを求めてきていたのが面白かった。





　　　＊






　みんなが帰っていってから、シグレとビミィと三人で残って、借りていた部屋の後片付けを進めている。

「もっと広い部屋を借りればよかったかな。入学してからそんなに経たっていないのに、エルナちゃんは人気者だね……。従兄弟いとことしてこんなに嬉うれしいことはないよ」

　演劇部のみんなが入れないからと遠慮して参加できなかったことを残念に思っているのだろう、シグレがテキパキと手を動かしながら言った。

「そんなことないよ！　楽しかった……。うん、楽しかった！　なんか小学生の頃を思い出しちゃったな。誕生日には必ず、シグレが私の友達に声をかけてセッティングしてくれてたもんね」

　私の交友関係を、話していないはずのことまで完璧すぎるレベルで細かく把握されているのは今思えば複雑な気分だけど、当時はなんとも思わずキャッキャとはしゃいでいた。

「星せい鎖ささんにも声はかけたんだけど、この時間はもう眠いからってさ。九く頭ず竜りゆう君はメンバーを聞いて、俺がいると空気を壊すかもしれないから、って言われちゃったよ」

「女神は睡眠時間たっぷりだからあの美肌なのかなー！　九頭竜先輩は、そんなの気にしなくてもいいのに！　そもそもシグレがいる時点で空気はメチャクチャなんだからー」

「エルナちゃんはもう少し気にして!?　ボクに対する言動の鋭さを気にかけてあげてね!?」

　必死の形相でツッコミながら、後片付けの手は休めていなかった。器用なものだ。

　部屋の飾りつけや準備はシグレが一人でやってくれたらしい。

　そう思うと、こうやって片付けてしまうのも惜しい気がしてくる。

　仕方ないんだけどね。

　それもこれも、ちゃんとした自分の広い部屋があったなら解決したかもしれないのかぁ、と奮起する。

　自分の部屋が広ければみんなを呼んだって問題ないし、飾りつけだってしばらくそのままにしておいたっていい。

　シグレなら、私の部屋のカギをどこかから勝手に入手して無断で入り込んでセッティングをしてくれるはずだった。

　……んん？　それを受け入れようとしている私って一体……。

　まぁ小さい頃から一緒にいるシグレに見られて恥ずかしいものなんて、何もないような気がするけど、ね。




　片付けも終わって、一息つく。シグレはビミィに、パーティー用に買ったというヒゲメガネを装着させてあげていた。

「ビミィさん、これは最先端のオシャレですよ！　これを付けてミカグラ学園を練り歩いたら大人気間違いなしですよ！」

「そ、そうなのかりゅい!?　本当にこんないい品をもらってもいいの……？」

「どうぞどうぞ！　ビミィさんにはいつもエルナちゃんがお世話になってますからね」

　満更でもなさそうにしているビミィが、こっちを向いて「似合うりゅい？」みたいな表情をしてきたので笑顔を返してあげた。

　こんなおふざけ用グッズを付けているところを生徒に見られたら、ただでさえない威厳がマイナスの方向に振れてしまうことは間違いない。

　先生、と呼ばれることが減って、エルナの周辺の生徒以外からも〝ビミィ〟って呼ばれるほどに浸透してしまったと嘆いていたけど、親近感を持たれやすい呼び名でいいと思うんだけどな。

　みんなで話した時間が楽しくて、興奮冷めやらなかった。このまますぐに帰る、という選択肢は思い浮かびもしない。

　それを察したのか、シグレが肩をすくめて隣の椅子に座ってくれた。

「シグレが一年生の時って、ルーキー戦はどうだったの？　まさか優勝しちゃってたり？」

　考えてみると、過去の結果というのは全く知らなかった。端末で検索したら見れるものなんだろうか。

「……んー、ルーキー戦か。エルナちゃんはボクが勝ったと思うかい？」

　質問に質問で返されてしまった。

　そうしながら、どう話そうかと考えている風でもある。

「どうかなー！　シグレがちゃんと戦ってるところ、実はまだ見せてくれてないよね？　相当な強さらしいって噂うわさは聞くけど。あ、でも九く頭ず竜りゆう先輩と同学年だもんなぁ。はいはーいっ、九頭竜先輩との決勝戦で惜しくも負けて準優勝、でしょ!!」

「実はボクは一年生のその頃はまだ、ミカグラ学園には通っていなかったんだ。今ちょうど名前の出た、九頭竜君も同じくね」

「……あれ？　そうだっけ？　受験に合格して、全寮制の学園に入ってたような……。それってミカグラ学園じゃなかったってこと？」

　よくよく思い出してみると学校の名前が違っていた気もする。正直、率直に言ってしまうとそんなに興味がなかったからよく覚えていなかった。

「ミカグラ学園とは姉妹校でありライバル校でもある学園があるんだりゅい。そこは文化系の部活しかないミカグラ学園とは１８０度真逆で、運動系の部活しか存在しないりゅい」

　極端すぎるでしょ……。確かに、当時頼みもしないのに定期的に送りつけられてきていた写真でシグレの着ていた制服はミカグラ学園の物とは違っていた。

　シグレ自体に、漫画研究会というインドアなイメージは全くなかったのだ。どちらかというと体を動かすことが好きで、部活もそういうものを選びそうだった。

「そう、その姉妹校から編入してきたんだ。……九頭竜君も一緒にね」

　懐かしそうで、でも複雑そうに語るシグレ。無言のまま瞳をキラキラさせて先を促す私を見て、端末で時間を確認してから、




「ちょっと長い話になるけど、いいかな」




　明日もルーキー戦の二回戦を控えている私にそんなことを言っても、また今度にするなんて聞き分けのいいことは言わないだろうな、とあきらめ半分な態度で。

「もちろん！　シグレと九く頭ず竜りゆう先輩にそんな共通項があったなんて、気になってこのままじゃ眠れそうにないもん」

　姉妹校というのもなかなかに興味深かった。運動部しかない学園って、もしかして私そっちの方が適性あったんじゃ!?　と思わなくもないし。

「さて、どこから話そうかな。そもそも、ミカグラ学園の成り立ちから説明した方がわかりやすいのかもしれない。どうでしょう？　ビミィさん。エルナちゃんに隠していること、あるでしょう。そろそろ話してあげていい時期だと思いますよ」

　そこは任せますよ、というようにシグレがビミィに振っていた。

　ビミィが私に隠し事？

　どういう意味だろ。

「う～ん、いつ話そうかとは考えていたりゅい。入学するときの面接でオイラが担当したときから、タイミングを探っていたところはあったんだりゅい」

「そんなに前から隠し事してたの!?　タイミングを探ってたって……はっ、まさかビミィ私のこと!?　ごめん!!　相手はせめて人間がいいなって思うんだけど!!」

「勝手に勘違いして勝手に振られたみたいにするのやめてもらっていいりゅいか!?　それに、オイラは人間だりゅい!!」

　そう言われて、ビミィの姿を頭から足元まで念入りに確認してから、納得して頷うなずく。

　人間ではないよね。

　人間でたまるかだよね。

　そこを追及するつもりはないし、話が気になるので今はスルーしておくことにした。

　このままでは話が進まないと思ったのか、シグレが引き継ぐように咳せき払ばらいしてから学園の成り立ちを話しはじめる。

「このミカグラ学園は、能力に目覚める資質のある子だけが入学できる仕組みになっているんだ。入学試験も、ただ形だけのもので。成績は関係なく、面接でその資質が認められさえすればいいんだよ」

「えっ!?　だからあんな変な試験だったの!?　めっちゃ頭使ったのに！　いじわるな引っ掛け問題かな、と思って悩みに悩んだのにっ！」

「ちなみにエルナの試験現場は資料として映像が残されているりゅい。……ぷぷっ」

「即消去！　今すぐにこの世界から消し去って!?　隠し事とか苦手な性格なもんでとか言ってたけども、私にもこんなに羞恥心があったんだって、今知ったよ!?」

　ぐぬぬ、とビミィを捕まえてなんとかさせようとするけれどふよふよと飛んで逃げられてしまう。

　安全なところまで浮上したビミィは、

「そして、このミカグラ学園の敷地は強力なパワースポットなんだりゅい。能力を暴走させずに制御するのに適していて、だからこそ全寮制でこの場所を離れずに学園生活を送ってもらっているワケなんだりゅい」

　ハナメガネをくいっと持ち上げるような仕草をとりながら、講師らしい口調で言った。

「なるほどね～。確かに能力がどこでも際限なく使えちゃったら、それこそ大ニュースっていうか。事件だよね完全に」

　ふむふむ、と納得する。学園内に施設が豊富にあって、全てその中だけで完結できるように作られているのはそのためもあるのだろう。

「でも、そんなのが私に隠してたことだったの？　正直そんなにインパクトがないっていうか……」

　言われたらそうだろうな、と飲み込める程度の内容だったので、拍子抜けしてしまう。

「じゃあこれはどうかな？　この学園の敷地には、エルナちゃんのご先祖様……一宮いちのみや家の血族の手によって特殊な結界が張られているんだ」

　シグレが、核心に迫ります！　というような重々しい空気を纏まとって語る。

　けど、

「えっ、何それ。全然ピンとこないんだけど……。ご先祖様って誰!?　私のおじいちゃんはごく普通の自称海賊だったよ!?　でも泳げる様子は全然なくっていつもお昼寝ばっかりしてたよ!?」

　一宮の家系がそんな特殊なものだっていう実感が湧かない。ごく普通の家庭なのだ。

「あのー、自称海賊な時点で全然普通じゃないと思うのりゅい！　エルナのおじいちゃんなだけあるりゅい……」

　ちなみに、海賊を名乗りだす前は自称人間国宝って言ってたっけ。私も幼女の頃だったから素直に信じて「おじいちゃんすげー！　宝なのー？」って尊敬してたっけ……。

「その強力な結界は今ももちろん健在で、資質のない人間はミカグラ学園の敷地を視認することもできなければ、当然入ることも不可能になっているんだりゅい」

「私のご先祖様凄すごいね!?」

「ちなみに結界を張ったのは巫み女こさんだったそうだよ」

「巫女さん!?　あの伝説の!?　萌もえゲーに出てくる巫女さんに憧れて神社に行ったら、バイトの巫女さんが想像と違ったりして幻滅しがちなあの巫女さん!?」

　シグレが良い情報を出してくれたので、途端にテンションが上がってしまう。巫女さんかぁ～。巫女さんならそりゃ結界も張るよね。うんうん。

「巫み女こさんに対するイメージが著しく偏ってるのが気になるけど、その巫女さんだりゅい」

　私のご先祖様……どれだけ前のご先祖様なのかわからないけど、巫女さんだったというのはちょっと嬉うれしい。今度おじいちゃんに会ったら、家系図とかないか聞いてみたいな。

「パワースポットであるこの場所と張られた結界によって、能力の制御のしやすさはもちろん、自分にあったイメージでの精神力の向上効果があるそうなんだ」

「確かに私、ミカグラ学園に入学してから精神面で大人になったって自覚があるよ！」

「それはただの思い込みだと思うりゅい……」

　ビミィ、うるさいよ？　随分と利便性の悪い場所にこんな大きな敷地を構えているとは思ってたけど、この場所でなきゃならない理由があったからなのね。

「ただ、これは通常三年生にならないと教わらないことなのりゅいが……。誰にも言わないと約束してくれるなら教えるりゅい」

　ビミィが真剣な表情で確認してくるけど、ヒゲメガネのままなので威厳も何もなかった。

　無言でそれを外してあげて、力強く頷うなずく。

「任せてよ！　口の堅さはダイヤモンド級！　女子なのに噂うわさ話ばなしの輪には誘われないことで有名なエルナさんだよ!?」

「誘われないのかい……。それはそれで悲しい告白だね」

　シグレが残念そうに呟つぶやいているけど、あんまりそこは触れないで欲しい。恋愛に関する噂話の時なんかは特に、「エルナはこういうの疎いからいいよー、恋愛ゲームの中での話を実際にあった出来事であるかのように持ち出してくるし！」とか言われていたのだ。

　確かに恋愛ゲームでのエピソードを自分の経験のように偉そうに語ったりはしたけど、仲間ハズレにすることないじゃんか!!

　とにかく、言っちゃダメと言われたことは口外しない性格なのだ。

　それが武士道なのだ。……私は武士ではないけども。




「じゃあ信用して教えるりゅい。ミカグラ学園の生徒は基本的にこの敷地の外へ出ると、学園に関わる記憶を失ってしまうのだりゅい」




　ビミィが口にしたことは、想定していた以上にヘビーだった。

　ビミィがヘビー？　……ふふふ。そんなくだらない連想をして半笑いになってしまうくらいには重い内容だった。

「記憶って……みんなのことも全部？　星せい鎖さ先輩と私のめくるめく純愛ラブストーリーの記憶も抹消されちゃうの……？」

「そのストーリーのことは知らないけど。最初からないものは消えはしないと思うけれど。記憶として失われてしまうのは能力や学園の事情に関わることだけという話だよ」

　良かったぁ。何もかも忘れちゃうなんて、そんなの悲しすぎるもんね。シグレが安心させるように教えてくれたので、一瞬慌てたけれどすぐに落ち着くことができていた。

「能力についての記憶はまあ、仕方ないのかな。でも、敷地の外に出たらってことは、シグレが私の受験前に学園を離れて帰ってきてたのはどうだったの？」

「特別な許可があれば、記憶を保持したままで外出することも可能なんだ。生徒会や学園側の厳しい審査があるけれど、ね」

「成績優秀者でもないとまず許可は降りないんだりゅい」

　へぇ～、あの時は久々に寮から戻ってきたのか、くらいの感慨のなさだったけど、裏ではそんな事情があったなんて。

　もちろん能力についてミカグラ学園の外で口外することは厳禁なんだろうし、私なんかじゃ信用されなくて絶対に許可されなそうだなぁ……。

「能力そのものは個人に眠る資質だから、記憶がなくなったからといって消滅してしまうわけではないんだ。だから、生徒の中には、本人に能力を使っているつもりがなくとも、無意識に才能を生かして、卒業後も芸術家や学者として活躍している人も多いみたいだよ」

　シグレが表現した〝個人に眠る資質〟、と聞いてなるほどと思うものの、私の能力は卒業したところで有効利用の方法が思いつかないんだけどどうしよう？

　あんなの街中でブッ放したら普通に通報されちゃうよね!?

「学園の敷地内、結界の中だからこそ能力の制御ができて派手な能力が使えるんだりゅい。エルナみたいな派手なやつは外ではとても無理だりゅい～」

「だよね？　記憶がどうこう以前に、使えちゃったら隠し切れなくてミカグラ学園のこともいつかは明るみに出そうだし……」

　私の心配を予想してくれたのか、ビミィがわかりやすく説明してくれた。たまにテレビで見る超能力者とかって、もしかしたらミカグラ学園かその姉妹校の出身者だったりするのかな？

「エルナも入学して最初の方の授業で教わったんじゃないかと思うけど、能力を制御するコツは、それを扱うことを〝とにかく楽しい！って思う気持ち〟なんだりゅい。今ではかなり形骸化してしまっていて、授業でもそれを真に受ける生徒はもういないんじゃないかと不安なのりゅいけど……」

「そんなことも教わったような、教わってないような!?　能力に飲み込まれずに、学園生活を通じて前向きに成長できるように、だっけか」

　ビミィの言う通り、そんなに額面どおりに受け取ってはいなかったかもしれない。よくある精神論というか、悪い影響はないですよアピールというかそんなものかと思ってた。

「ホントにそれが能力を制御する一番のコツなんだね……。なら、私は天然で向いてるのかも!!」

　意識せずにその一番のコツを実践してしまっていたらしい。

　練習していて辛いと思ったことなんてないもんね。仲間と一緒だったからかもしれないけど、いつだって楽しかったし。

「その今では形ばかりになっていることこそが、ボクが姉妹校から編入してきた理由の一つでもあるんだ。九く頭ず竜りゆう君がボクと同じ理由でこっちに来たかは、わからないけれどね」

　ミカグラ学園とは逆で、運動系の部活しか存在しないという姉妹校、か。

「その姉妹校って凄すごく興味ある！　なんかさ、交流とかってないのかな!?　学園祭は合同でやります、とかそんなのはない？」

「それは……」

　心底言いづらそうに言葉を止めてしまったシグレ。不思議に思っていると、ビミィがその後を継ぐように言う。

「ミカグラ学園側は仲良くしたいと思っているのりゅいが……如何いかんせん、向こうが一方的にライバル視してきていてギクシャクしている関係なんだりゅい。毎年年末に、両校共にオールスターチームを作って交流戦が行われるんだけど、ここ最近はミカグラの一方的な負け越しが続いているりゅい」

「それ燃える！　めっちゃ燃えるね!?　オールスターだなんて、いつか私も選ばれてみたいものだよー！」

　両校選よりすぐりの生徒だけが選出されて、しかも普段は個人戦のところをチーム戦！　想像しただけでたまらないシチュエーションだった。

　最近は負け越しているというのもいいね！　私が選ばれることでその流れが一変する！　みたいな妄想が捗はかどることこの上なしだよ!!

「エルナちゃん、ニヤニヤしすぎ！　考えてることは大体想像できるけれどね……。ボクは去年選抜されたんだけど、普段から一緒にやっているわけではないメンバーとチームっていうのはなかなかに難しいよ」

　そういうものかぁ。でも、それは向こうも同じ条件だと思うんだけどな。まっ、そういう心配は選ばれてからすればいいか！

　選ばれて両校の女の子達たちに黄色い声援を浴びるところまで想像しながら、そのためにはまずルーキー戦のタイトルを獲とらないとね、とやる気が増してくる。

「ちょっと話題がずれてしまったかな。今はどうかわからないけど、ボクのいた頃の姉妹校はミカグラ学園とは違ってとても殺伐としていたんだ。蹴落とし合い、憎しみ合うのが当たり前のような環境で。そんな中、九く頭ず竜りゆう君とボクは同学年でトップを競い合うような関係だった……」

　どこか懐かしむように、遠くを見るようにして、シグレが姉妹校にいた頃の思い出を語り始めた。

　おかしな茶々を入れることなく、おとなしく聞いていようと心に決める。




　これは、きっととても大事な話だ。





　　　＊






　学校の施設自体はミカグラ学園からずっと西の方にあるけれど、規模や校則、基本的な事項はほぼ全て統一されている姉妹校。

　唯一の大きな差異は、ミカグラ学園が文化系の部活のみなのに対して、姉妹校は運動系のみという部分。

　エルナちゃんのように一宮いちのみや家直系ではないものの、血縁のある二にの宮みやの姓を持っていることで必然的に資質があるらしくて、ボク、二宮シグレはまるで運命に誘導されるように姉妹校への入学が決まっていた。

　全寮制という、エルナちゃんの元から離れる必要がある制度に引っかかりはあったけれど……一度距離を置くことでボクの大切さを再発見してくれるんじゃないかっていう狙いもあったりなかったりで……と、とにかく、当時夢中になっていた剣道にも打ち込めそうということでその学校を選んだんだ。

「……けど、ボクは最後まで学校を取り巻く雰囲気に馴な染じむことができなかった」

　ビミィ先生は向こうの校風も知っている分、頷うなずける部分もあるのか神妙な面持ちで聞いてくれていた。エルナちゃんはミカグラ学園の良い状態しか見ていないからか、姉妹校の状態が上う手まくイメージできないみたいだ。

　ミカグラ学園と根本の方向性は、本来は同じはず。

　けど授業で同じように教わるはずの、能力を制御するコツは、それを扱うことを〝とにかく楽しい！　って思う気持ち〟ということへの受け止め方はまるで違っていた。

　そんな教えは鼻で笑うみたいに、能力は力で抑え込んでこそより強く発揮できるという空気が蔓延しきっていて、楽しむ気持ちなんて誰も持ってはいなくて。

　ミカグラ学園でもそれが重要視されているワケでは決してないけれど、自然に能力を扱うことを楽しんでいる生徒が多いせいか、対抗戦もまるで花火が撃ち上がったみたいにみんなで盛り上がる。

　ポイントや対抗戦での成績だけを追い求めて、そのためなら何をしてもいいという姉妹校の流れに、ボクはついていけなくなってしまったんだ。

　九く頭ず竜りゆう君と出会ったのは、そんな時のことだった。

　彼は会った当初、今とはかけ離れていた。見た目のせいで第一印象で怖がられてしまうというのは変わらないけど、真まっ直すぐな性格で周囲に慕われて、みんなを引っ張るリーダーのような。

「その様子が徐々に変質していくのは、直視するのが辛いくらいだったよ……」

「どうして……？　九頭竜先輩に何があったの？」

　エルナちゃんが心配そうに問いかけてくる。黙って聞いているつもりだったようだけど、口を挟まずにはいられなくなったみたいだった。

　夜も深まり、外を出歩いている生徒も少ないのか辺りはすっかり静まり返っていた。

　エルナちゃんは明日も試合を控えている。やっぱり今日はあまり精神的に消耗させるような話はしない方がいいだろうか、と気が咎とがめるけれど、この子の性格上「この話はまた今度！」では素直に帰してくれるとは思えない。

　それに、エルナちゃんは強くて器用な子だ。多分どんなことを聞いても、すぐに飲み込んで上う手まく消化してしまうのだろう。

「友達だと思っていた人達たちに、手酷ひどい裏切りを受けた。九頭竜君はまだ部活には無所属ということもあって、助っ人として呼ばれることが多かったんだけど……」

　友達の助けになるなら、とポイントの損得なんて考えず、九頭竜君は呼ばれたら決して断ることなく、笑顔で手助けをしていた。

　それで良い結果を残せば、当然のように他の部の友達にも助っ人を頼まれ、それはどんどん広がっていった。九頭竜君一人では到底こなせないくらいに。

　……破綻するのは、時間の問題だった。

　ルーキー戦の時期を目の前にして、彼を部の戦力として獲得したがったんだろう、勧誘の声が矢のように降り注いだ。

　九頭竜君はどれも器用にこなせてしまうけれど、これ、という部をひとつだけ決めるのはどうしても難しいようで断り続けていたんだ。

　その頃はもう、例えば対抗戦があれば、どちらの部からも助っ人を頼まれることさえある程になっていた。

　心情的に、どちらか片方を引き受けることはできない。だからその場合はどちらも断っていたんだけど……。

「九く頭ず竜りゆう君は偶然、聞いてしまったらしいんだ。友達だと信じていた子達たちが、彼の陰口を広めている所を」

　悪評を振ふり撒まくことで結果的に自分の部で独占したいがためなのか、助っ人を断られることでフラストレーションが溜たまっていたのかはわからない。

　けど、その瞬間から彼は少しずつ、緩やかに壊れていった。

「ひどい……。ひどいよ……!!」

　エルナちゃんが持ち前の想像力でその現場を明瞭にイメージしてしまったのか、両手で口元を押さえるようにして漏らす。

　その声は、少しだけ震えているようだった。

　ポケットからハンカチを取り出して、無言でエルナちゃんに渡す。

「ありがと……。これって鼻かんでもいいやつ？」

「い、いいけどね……」

　相変わらず、ボクに対しては遠慮するということを知らないエルナちゃんだった。

　本当に思い切り鼻をかみだす彼女を横目に、当時のことを振ふり返かえっていく。

　ボクは〝ヒーロータイム〟という能力に既に目覚めていて、名前を知らない生徒からもそれを異名として呼ばれることが増えていた。

　九頭竜君とも、彼が助っ人として出た対抗戦で対戦相手として出会って、乱戦の末に引き分けてから仲良くなったんだ。

　有望な新入生であるボクに剣道部から与えられた部屋は一人で住むのは広すぎて。それを聞いた九頭竜君が、

「じゃあ俺もそこで寝泊りさせてもらおうかな。無所属で、なかなか居場所がないんだ」

　そう言って寝袋を持ち込んで住み着くようになった。

「九頭竜先輩も寝袋に!?　なんか凄すごく親近感が湧いてきたよ……！　今度会ったら〝寝袋ヤンキー〟、略して〝ねぶやん〟と呼ぼう!!」

　エルナちゃんが妙なところに感動して食いついてきたけど、それは放っておこう。

　生活を共にするようになってから、彼の苦悩を共有するようになっていった。でも、ボクには彼の吐露を聞いてあげることしかできなかった。

　そして、件くだんの友達だと思っていた子達の裏側を九頭竜君が知ってしまってから、彼は授業にも出ず、もちろん対抗戦の助っ人も引き受けずに。

　所属する部活を探すようなこともなくなって、部屋に篭こもりきりがちになってしまった。

　いつも何かを発散するように、ノートに絵を描き散ちらしているようだった。

　どんな言葉をかけても上の空で、いつしかボクに対してまで疑いの目を向けるようになっていって。




「……〝ヒーロータイム〟。実際のところお前も、俺のことを疎ましく思っているんじゃねえの？」




　最後にボクに向けて小声で発した言葉が、それだった。

　翌朝になるとボクの部屋からは姿を消して。そして、姉妹校からもいなくなってしまった。

　それからボクもルーキー戦で優勝を飾った直後に、結局姉妹校に馴な染じむことができなくて、学校側に掛け合ってミカグラ学園に編入させてもらった。

　普通の学校に編入するわけにはいかないから、そこはスムーズに進んだんだけど。二にの宮みやの姓を持っている、というのも大きかったらしい。

　そしてミカグラ学園に通うようになってから、彼も同じようにこっちに来ているんだと知ったんだ。

　時間が経たった今でも、会話を交わすことはあっても昔のような仲には戻れていないけれど、ね……。

「だから未いまだに姉妹校の生徒には目の敵にされているみたいなんだ。殆ほとんど裏切り者扱いだよ」

　姉妹校とは距離もあるし、年に一度の交流戦でもない限り会う機会も少ない。けれど、負の感情を突きつけられるというのは想像以上に胸に来るモノがあることを知った。

「シグレも九く頭ず竜りゆう先輩も、どっちもミカグラ学園に来て正解！　大正解だと思うよっ！」

　エルナちゃんが鼻息も荒く、怒ったような態度で叫ぶみたいに言う。

「私、絶対にオールスターチームに選ばれて向こうの連中をボッコボコにしてやるんだからーっ!!」

　しゅっしゅっ、と息を吐く音で効果音を表現しながらシャドーボクシングのようなマネを始めたエルナちゃん。

　その姿がとても微笑ほほえましくて、ミカグラ学園に編入して良かった、と再確認する。もしも姉妹校に残っていたら、どんなに彼女に資質があろうと同じ学校に入学を勧めることはなかっただろう。

　一宮いちのみや家の血を継ぐサラブレッドで、どんなことでも楽しめる天性の資質を持っている。開花したら、オールスターチームに選ばれるのも夢じゃないだろうな、と贔ひい屓き目めもあるかもしれないけれどそんな風に思ってしまう。




「というわけで、ボクのルーキー戦は姉妹校での優勝だよ。何度も負けそうになったし、薄氷の勝利もいいところだけどね。それに、もし九く頭ず竜りゆう君が出場していたら……」




　どうなったかわからないだろうと思う。

「優勝かぁ……。む～、それを聞いたら私も優勝しないと気が収まらなくなってきたよ!!」

「その意気だりゅい、エルナ！」

　既に火はついていたんだろうけど、その火を更に燃え上がらせることができたようで。話して良かったのかな。九頭竜君に知られたら、怒鳴られちゃいそうだけどね。

「でも、元々剣道部だったのに、どうしてミカグラ学園では漫画研究会を選んだの!?」

「それはまた話しはじめると長くなってしまうから、また今度にしようか。赤あか間ま君も言っていたように、今度はエルナちゃんが優勝したらもっと盛大なパーティーを朝までブッ通しで開催しよう！」

　この場に講師の先生がいるのにもかかわらず朝までなんて校則違反丸出しなことを宣言するのもアレだけど、ビミィさんは聞かなかったフリをしてくれるようだった。

　エルナちゃんも、不満そうにしているけれど流石さすがに怒ど涛とう過ぎる一日に疲れたのか、欠伸あくびをしながらそろそろ眠くなってもきているみたいだった。

「よかろう！　今日のところはこのくらいにしておいてあげるよ！」

　最後は彼女のための祝勝会に相応ふさわしく、花が咲いたような笑顔で。

　きっとエルナちゃんのこういうところが、ボクは好きなんだろうなと思いながら。

　明日の試合は観戦に行くからねと約束して、今日は解散ということにした。

　部屋の照明を消して、エルナちゃんの待つ薄暗い廊下に出ようとすると、

「シグレ、ありがとね。嬉うれしかったよっ」

　子供の頃のような素直さでお礼を言われてしまってドギマギしてしまう。

　照れ隠しにいつもの変態ちっくな発言をしようかとも思ったけど、それすらもできないくらいに。ボクは、彼女のこんな笑顔に弱すぎたんだよね。






第四楽章　テンション・コード









　目を覚ますと、寝袋の内側には美術部の部員さんに描いてもらった似顔絵……とは言えないひみちゃんが私にキスをしているイラストが目に飛び込んでくる。

「なんていう素敵な朝なの！　無む理り矢や理り寝袋に貼ったから紙がゴワゴワになってるけど、それでもまるで衰えを知らないひみちゃんの魅力！　これを貼った昨夜はついイラストを眺めちゃってなかなか寝付けなかったもんね！」

　というのは建前で……私には珍しくなかなか眠れなかったのは本当だけど、でも実際のところはイラストがどうこうというよりも、昨日シグレに聞いた九く頭ず竜りゆう先輩の過去の出来事のことを考え込んでしまっていたのだった。

　もちろん、本人に過去の話を知ってしまったことなんて言えるわけがないから、それについては触れられないんだけど。

　でも、九頭竜先輩ともっとお話ししてみたくなった。

　迷惑がられちゃうかもしれないけど、ね。

　ひみちゃんのイラストを軽く撫なでてから、寝袋を出る。

「せっかくだから一緒に貼っておいてくれていいっスよ！」と言われて手渡されたうさ丸まるの美化２０００パーセントの似顔絵……じゃないな、創作絵か。それは貼られることなくその辺に転がったままだった。

「なんでこんなに目がキラキラしてるんだろ……？　にんじん型のダイヤモンドを手に持って微笑ほほえんでるけど、これはアクセサリー的なものなのかな……？　ダイヤ＝オシャレなの!?　どうなのそれ!?」

　美術部の人も依頼通りとはいえ、描く時は色々な感情を殺しながら無心で描いたに違いない。せっかく磨いた技術をこんな絵のために使うなんて、きっと昨日の夜は涙で枕を濡ぬらしただろうな……。

　被害者の美術部員さんに同情しながら、うさ丸のイラストはそのまま放置しつつ大きく伸びをして、窓の外を眺めた。

　ルーキー戦トーナメントの二回戦出場者だろうか、既に気合を入れてランニングをしている生徒の姿が見える。

「私もちょっとだけ体を動かしておきたいな！　私の試合までは結構時間あるしねっ」

　友達の試合はできるだけ観戦するとして、それにしたって時間には余裕があった。今日も露店はたくさん賑にぎわっているだろうけど、もうポイントが底をつきそうだし……。

　ビミィも、今日は他の試合の審判を務めるから途中から合流しようって言ってたっけ。

　パシン、と派手な音を立てて両りよう頰ほおを叩たたいて気合を入れた。

「お、思いっきり叩きすぎた～!!　痛い、痛いよぉぉ!?」

　我ながら緊張感のなさすぎる、いつも通りの朝。それでも、変に浮わついたりせずに普段通りの私でいられているのはいい傾向なのかもしれないな、と前向きに思う。

　試合前はイメージトレーニングをするのもいい、って赤あか間ま君には教わったけど、でも、

「私がイメージトレーニングすると、絶対にとてつもなく都合のいい流れの試合になるんだよね……。負けそうになって、ラブリーな女の子の声援で立ち上がって、一気に逆転！みたいな」

　相手が誰であろうと関係なくそうなるので、やってもやらなくても意味がないのだった。

　となると、やっぱり実際に体を動かしてほぐしておくのが一番なのかもしれないな、と思う。

「モヤモヤしてるのも嫌だから、気になることもなくしておこうかなっ」

　一人ごちて、着替えを用意してシャワールームへと急ぐ。

　今すぐに走っていって、会いたい人がいた。




　豊富に部室が立ち並ぶ入り組んだ迷路みたいな建物の、何もここまで、と思ってしまうほどの奥まった場所。

　そこに、九く頭ず竜りゆう先輩がいるという美術部の部室はあった。体験入部希望の時に足を運んだ、先輩一人がメインに使用しているという小さな部屋。

「案内してくれてありがとー！　迷子になって泣きそうだったよー！　っていうか普通に泣いてたよ！　感動モノの長編映画を見終えた後みたいに号泣だったよ！　もう一生たどり着けないんじゃないかって!!」

　同じ一年生だという美術部員の女の子は、なにやら複雑そうな表情で部室を一いち瞥べつしてから私に軽く頭を下げて、今来た道を戻っていってしまった。

　私が道に迷って絶望しているところへ手を差し伸べてくれた優しい子だったんだけど、いざこの部室の前まで来たらあの態度だ。

「んー、どうしてなんだろ……」

　かといって、今は意見をくれるビミィもいない。きっとこの問題は根深くて、軽い気持ちで立ち入るべきじゃないと思った。

　私が解決してみせる！　なんて思い上がったりはしない。……ただ、話すことで何か糸口が見つかったら。

　部室の扉には何の札も付いていないけど、そこら中に付着した彩り鮮やかな絵の具でここが美術部の部室であろうことがかろうじてわかる。

　これでもかというレベルで、他者の侵入を拒むオーラが充満していた。

「えのやん先輩～！　師匠～!!　あなたの可愛かわいがってる後輩が遊びに来ましたよー！　うおーい!!」

　ここに近寄るなオーラなんてガン無視して、元気一杯に叫びながらドアを激しくノックする。

　人のいる気配はするし、不在ということはないはず。居留守なんて許しませんよ！　という勢いでしつこく呼びかけていくスタイルだ。

「あなたは完全に包囲されているっ！　お母さんが泣いているぞ!?　おとなしく出てきなさい～！」

　泣いているのは九く頭ず竜りゆう先輩のお母さんではなくて主に娘がこんな風になってしまった私の母親の方かもしれないけど、段々と楽しくなってきてドアをノックするリズムがノリノリになっていく。

　ドンドン！　ドダダン！　ドン！　ダダダン！　チャカチャッカッ!!

　太鼓を叩たたくようなポーズで全身を躍動させ、真剣な顔つきでノック、ひたすらノック！

　それでもドアを開けてくれる様子はまるでない。ふう、手強い犯人だよ……あんまり長引かせると人ひと質じちの体力も心配だよね。（※犯人でもないし、人質は存在しません）。

「九頭竜先輩、おみやげによく冷えた牛乳、持って来ましたよ～!!」

　牛乳という単語を出した途端にガチャッ!!　と音を立ててあっさりとドアが開かれた。

　九頭竜先輩にとっての『牛乳』は『開けゴマ！』と同義語なのかもしれない……。

　絵筆を手にした九頭竜先輩が、どうせお前だと思ったよ、とでも言いたげな表情で私を見下ろしている。

「……牛乳は？」

「いや、あのう……。今から買ってきます、すいません……」

　ギョロっとした刺すような目で言われると、「牛乳なんて持ってきてないでーす！　てへっ☆」とは言い出せそうになかった。

　九頭竜先輩は本当にガッカリしたようにちょっとだけ眉を下げて、

「……いい、いいよわざわざ買いに行かなくても。この部室には冷蔵庫も完備してて、ストックはいくらでもあるんだ」

　いいから入れよ、と顎で促してくれた。

「へーっ、ここが九頭竜先輩の根城ですか！　クンクンっ……こ、この匂いは!?　まさか!!」

「根城っていうとイメージ悪いからやめろ。悪の巣窟みたいに言うな！　この匂いもタバコとかじゃねーから。画材の匂いだからな!?」

「なーんだっ」

「なんでちょっとガッカリしてるんだよ。期待ハズレみたいに言われなきゃならねーんだよ。つーかタバコとか体に悪いだけだろうが」

　相変わらずいいことを言っている。部室は意外にというか、キッチリと片付いていた。キャンバスや、画材がとにかくたくさんある。その中で一番気になったのが、

「あっ、賞状とかトロフィーがたくさん！　えのやん先輩やりますね！　いよっ、ミカグラ学園のモナリザ!!」

「モナリザって、画家の名前じゃなくて絵画作品の名前だからな!?　あと、えのやん先輩っていうのを密ひそかに定着させていこうとするのは今すぐにやめろ!?」

　シグレの話では美術部に入ったのはミカグラ学園に編入してからのはずだけど、それなのにこの賞の数は本当に凄すごい才能の持ち主なんだろうな、と思う。

　すっかり関心してしまって眺めていると、九く頭ず竜りゆう先輩は心底嫌そうな顔をして、

「そんなもん、何の意味も持たないガラクタだ。今じゃそんなガラクタすら、俺には与えられなくなったけどな」

　唾つばを吐くように言い放って、そっぽを向いてしまった。

　一番大きな楯は『イノセンス』という作品で受賞したものらしい。無機質な、何も感慨もなさそうな顔をした九頭竜先輩が、偉い芸術家らしき人に楯を授与されている写真と一緒に飾られていた。

　その近くに置いてある雑誌には、その『イノセンス』の特集記事が掲載されていた。

　パラパラとページを捲めくってみると、紹介の文面では、〝未完成の才能〟だとか〝最先端のセンス〟とか言葉を尽くしての絶賛がこれでもかと舞い飛んでいる。

　部室に飾られているいくつかの作品の中に、ひっそりとその絵があった。一目見ただけで、鳥肌がたった。

「うわぁ、凄い……。九頭竜先輩って、本物の人間だったんですね……」

「今まで俺を人間じゃないと思ってたのか……。前々から思っていたが、エルナは他者に対する礼儀をもう少し勉強した方がいいな。〝ヒーロータイム〟……シグレが身近にいるんだから、ヤツに学べ」

「いえいえ！　そういう意味じゃなくってですね!?　天性というか、本物の実力の持ち主なんだなって！　褒ほめ言葉ですよ!?」

　どうやら選ぶ言葉を間違えてしまったらしい。でも、九頭竜先輩の口からシグレの名前が出てきたことがちょっとだけ嬉うれしかった。

　九く頭ず竜りゆう先輩も私の隣まで歩いてきて、どこか眩まぶしそうに『イノセンス』を眺める。

「俺もさ、これを描いた頃はそんな風に思っちまった時期もあったよ。周囲に散々持ち上げられてな。でも……」

　パレットを手にとって、力任せに『イノセンス』に向かってブチ撒まける。

「な、何をするんですか!?　ストップ！　ヘイ、ミスター！　ストップ、プリーズ!!」

　あせりすぎたあまり、謎の英語が飛び出してしまった。絵の前に立って自分の体を張ってでも止めようとしたけれど、間に合わない。

　カラフルな絵の具が絵に飛び散ちって……と思いきや、

「……あ、あれ？　何の魔法ですか、これ？」

　絵に付着する寸前で絵の具は宙に浮いて止まり、そのまま音もなくパレットに戻っていく。パレットは浮遊して、九頭竜先輩の手元へと戻っていった。

　先輩の能力の一種なのかもしれない。

　……けど、ビックリしたぁ……。

「冗談だよ。それに、ここに飾られてるのはレプリカだ。本物はどこかの立派な美術館に展示されてるらしいぜ」

　例えレプリカであっても、こんなに素敵な作品を台無しにするような光景を見なくて済んで心底ホッとする。

　パレットを置いた九頭竜先輩は、部室に備え付けてある小型の冷蔵庫からパックの牛乳を取り出していた。

　冷蔵庫の中と私の顔とを交互に見比べてワシャワシャと髪の毛をかき乱してから、ちょっとだけ考え込む様子を見せつつフルーツ牛乳をぽいっとこちらに投げてくれた。

「わー！　これなら飲めます！　えのやん先輩、まさか私が来た時のためにこれを用意しておいてくれたとかっ!?　イケメンですか!?」

　コントロール良く、手元にすぽっと入り込むようにして受け取ったフルーツ牛乳を手にして歓喜の舞いを踊る。

「そんなワケあるか。美術部の後輩とか……もしも来た時のためにだよ。……って、誰も来やしねーけどな……」

　牛乳にストローを挿し込みながら、微妙に寂しそうな声色でそんなことを言う。

　九頭竜先輩専用の部室みたいになっているこの場所を改めて見回してみても、やっぱり良く片付いていた。本当に自分だけが使いやすいように、好きなようにしたいだけならこんな風にしておく必要はない。

　……いつ来客が来てもいいように、むしろ来やすいように……なのかなぁ。

　そう思うと、ほんわかした気持ちになってしまう。

　それが表情に出たのか、

「エルナ、なんかおかしなこと考えてないか……？　どうでもいいけどな。で、何か用事があってきたんだろ？」

　何もなければこんな所に来るはずがないもんな、とでも言うかのように聞かれてしまう。

「んー、用事っていう用事は実は何もなかったんですけどね！　でも、たった今できました。お願いしたいことがっ!!」

「却下だ」

　瞬殺だった。秒殺だった。

　有無を言わさずとはこのことなの!?　もうちょっと考える余地を持ってくれてもいいっていうか、お願いの内容も何もお伝えしていないんですけど!?

「お願いとやらは星せい鎖さかシグレにしろよ。何を頼むつもりかは知らないが、俺なんかよりキッチリ応えてくれると思うぜ」

　言いながら、真新しいキャンバスに向かって筆を入れ始めた。

　真っ白な空間に光を生み落とすようなタッチは、紛まぎれもなく九く頭ず竜りゆう先輩の世界で。




「私をテーマにして絵を描いてほしいんです！　私の姿形を、ってことじゃなく！　九頭竜先輩から客観的に見た、私のイメージを」




　お願いしたいことを思い切って伝えてみると、九頭竜先輩はピタリと筆を止めて私の方を凝視する。睨にらみつけている、と言ってもいい。

「ふっふーん！　そんな顔してもダメですよーだっ！　えのやん先輩が見た目と違って怖くないの、私はもう知っちゃってるんで!!」

「あぁ!?」

　凄すごみながらも、もちろん手を出してきたり暴言を吐いてきたりなんてしない。

「描いてもらえませんか？　もちろんすぐにとは言わないんで！　いつかっ!!　私のことももっと知ってもらって、それからでいいんですよ！」

　この通り！　と拝み倒すようなポーズで。

　九頭竜先輩は深すぎる溜ため息いきを吐ついて首を横に振り、

「エルナが題材じゃお子様すぎてモチベーションが上がらねーな。それに、俺はお前のことをまだよく知らないからな」

「おっ？　じゃあ私のことをわかってもらえればいいんですかね！　通いますか!?　私のことをもっと知ってもらえるようにここに通っちゃいますかー!?」

　そんなことでいいなら簡単だった。この部室は居心地もいいし、フルーツ牛乳も美お味いしいもんね！

　げっ、という顔をした九く頭ず竜りゆう先輩は自分の失言を悟ったのか、私の背中を押すようにして半ば強制的に部室の外へと追い出した。

「なに、なに!?　追い返したってまた明日来ますからね!?」

「もう来なくていいぞ！　っていうかこの後ルーキー戦だろうが。随分のんびりしてるけど時間は平気なのかよ？」

　そう言われて真っ青になる。かなり余裕があったはずだけど、いくらなんでもゆっくりしすぎていた。

　端末を確認すると、気付かないうちにビミィからの連絡が入っていた。試合時間が迫ってるけどどこで何をしているのか、と心配する内容だ。

「す、すいません九頭竜先輩！　私もう行かなきゃ！　時間が！　かかっていた魔法がとけちゃう!!」

「なんで急にシンデレラ気取りなんだよ……。さっさと行けや、ほらっ！」

　ガラスの靴の代わりに何か置いていこうかと持ち物を確認するけれど何もないので、貰もらったフルーツ牛乳の空あきパックをちょこんと置いておく。

「うん、これでよしっ」

「なにがだよ!?　まさかシンデレラ気取り続行でガラスの靴の代用なのか!?　俺が後でそれ持って〝このフルーツ牛乳の空きパックにぴったりのゴリラはいないか〟って探しに行くのか!?　絶対行かねぇぞ!?」

　……フルーツ牛乳の空きパックにぴったりのゴリラってなんだろう。そんなゴリラがいたらサイン描いてほしいよ。生物として斬新でオシャレすぎるよ。

「ゴリラじゃないですぅー！　エルナですぅー！　じゃあまた遊びに来ますね、先輩!!」

　また来るときは、ちゃんと勝ちましたよ！　って胸を張って報告できるように。全力ダッシュで二回戦の会場へとひた走っていく。

　部室の入り口に寄りかかって疲れを隠し切れない様子で見送ってくれる九頭竜先輩の口元は、少しだけ笑ってくれているようにも見えた。





　　　＊






「ふぃ～、結構ハードだねー！　でも楽しいからもっともっと戦いたいや。ドンと来いだよ！」

「元気が有り余ってるりゅいね……。二回戦に遅刻しそうになってフラフラになりながら走ってきた時はどうなることかと思ったりゅいが」

　危なげなくスムーズに三回戦までを勝ち上がって、鼻歌まじりに端末を確認する。

　うさ丸まるの次の試合がこの近くの会場であるから応援に行こうとビミィと相談していたところだった。

　一年生の総数が多いだけに、一日に一戦だけというわけにはいかずに複数戦をこなしていくスケジュールになる。

　今日はもう自分の試合がないことを確認して、小さくガッツポーズをとる。

「よっし、今日も生き残ったぞ、っとー！」

　二回戦、三回戦と戦ってみてわかったことは、今まで練習相手をしてくれたみんなや、一回戦で戦った花か袋たいちゃんは総じてハイレベルだったということ。

　油断するわけではないし、思い上がるつもりもない。けど、これならやれるんじゃないかという確かな手応えを実感していた。

「アスヒ君もトンきゅんも順当に勝ち残っているようだりゅい。このまま行けば、どこかでぶつかるのは間違いないりゅい」

「望むところだね！　って、端末見てて思ったんだけどさ、うさ丸の対戦相手って、これ……」

　見覚えのある名前に、嫌な予感がしてくる。

　もうそろそろ試合は始まっているはずだった。

「うん。期待値ランキング５位、吹奏楽部の相良さがらあづみちゃんが、彼の相手だりゅい……」

　やっぱりそうだった。所属部員数が最も多いとされている吹奏楽部の中で、一年生のエースとして名高いらしい相良さん。

　一方、うさ丸は贔ひい屓き目めに見ても発展途上の状態。現状のままこの二人が激突したら……。ゴクリ、と唾つばを飲み込む。

「ビミィ、急ごう！　うさ丸が死んじゃう!!」

「想像力逞たくましすぎるりゅい!?　そんな凄惨な事件はミカグラ学園では起こらないりゅい!!」

　勝つにしても負けるにしても、直接声をかけてあげたかった。そんな有力者を相手にしてるんだ。少しでも力になりたい。

　今日は走ってばっかりだな、こんなことなら朝のランニングは不要だったな、と無関係なことを考えてしまいながら、うさ丸の試合会場へと走った。

「エルナ、方向逆、逆！　そっちはたこ焼きの露店がある方だりゅい!?」

「くっ、私としたことがあっさりと本能に負けてしまっていたよ……！」

　クルリと方向転換して、今度こそうさ丸まるの元へと向かう。

　もう会場となる建物は視界に入っていた。

　なにせ、建物のサイズ自体が規格外。一つの学園が所有するにしてはバブリーすぎるそれは、

「ミカグラ学園が誇る音楽ホール。ねえ、これって言ってみれば吹奏楽部にとってはホームみたいなものじゃない？」

　もう既に試合は始まっている時間だし、観客も入っているはずなのに防音のためか外には一切歓声は漏れてこない。

　それがなんだか不気味で、不安を煽あおってくるようだった。

「入り口はこっちだりゅい！　ドアが防音仕様で重たくてオイラじゃ開けられないからお願いするりゅい！」

「ビミィ、か弱いアピール全開の女子みたいな発言やめてよね……」

　ペットボトルの蓋が開けられないからお願い、みたいな風に言われても、相手がビミィだから全くキュンとこない。

　これが女神なら、「任せてください！　開けるのはこのドアだけでよろしいですか。貴方あなたの心を閉じ込めているカギも、一緒に解き放ってもよろしいので……？」と薄くはにかみながらイケボで応えるのに!!

「って、それどころじゃなかった！　早くしないとうさ丸が大人になっちゃう!!」

「エルナの脳内ではこの中でどんな光景が繰り広げられてるんだりゅい!?」

　吹奏楽部の相良さがらさんにリードされて、うさ丸は初めてのって言わせないでよこれ以上!!

　体重をかけるようにして重たい扉を開くと、大歓声が耳に飛び込んでくる……かと思いきや、

「静まり返ってる……？」

　ステージを囲むように、見下ろすようにして配置された観客席の入りは、吹奏楽部の応援団らしき集団を中心にほぼ満席。

　けれど、痛いくらいの静寂がその空間を支配していた。

　最前列でトンきゅんが立ち上がって見ているのを発見して、そこに駆け寄る。

「トンきゅん！　一体なにがどうなって……」

　トンきゅんはその声に反応することなく、ステージを一心に見つめて渋面を浮かべていた。マスクで口元は隠れているけれど、唇を強く嚙かんでいるようにも見える。

　そして、もう見ていられないとばかりに首を振りステージに背を向けて俯うつむいてしまった。

　その瞬間、静寂を打ち破ってステージから大音量の音楽が流れ出す。

「これが……吹奏楽部……相良さがらさんの攻撃!?」

「そうだりゅい。〝モルト・アクセント〟。場を支配してしまう程の破壊力を秘めた、彼女の能力だりゅい」

　音の発生源に目を向けると、うさ丸まるが苦しそうな表情で膝ひざをついている。クリスタルは既に一つだけしか残されていない。

「立ち上がろうとしてるように見えるけど……体は沈んでいく一方だよ？　うさ丸どうしちゃったのー!?」

　歯を食いしばって力を込めているのは明らかなのに、何かに押し潰されるように姿勢が低くなっていく。

　音楽の隙間から漏れてくる苦しげな声が、耳に痛かった。

「彼女の操る音から発生する音圧によって、特定の場所のみ過重力をかけているようです」

　ステージに背を向けたまま、トンきゅんが悲痛な声色で教えてくれる。

「そして、逆に擬似的な無重力状態を作り出すこともできるりゅい。だからほら、ああやって……」

　ビミィが捕捉するように言って、ステージの上空を指差した。

　音楽ホールの天井は相当に高いけれど、その一番上。うさ丸を見下すようにして、酷薄な笑みを浮かべた吹奏楽部の相良あづみさんの姿があった。

　何もない空間に余裕で足を組んで座るようにして、退屈そうに欠伸あくびをしていた。

「飛んでるの……？　あれじゃあどうやったってうさ丸の攻撃が届かないじゃん！　ズルくない!?」

「能力の相性によっては絶望的だりゅい。それに加えて、相手に加える過重力もある。一年生の使いこなす能力とは思えないレベルで完成されきっていて、見ているのが可哀かわい想そうになってくるりゅい……」

　でも、なんで残りのクリスタルを壊してしまわないんだろ？　うさ丸は手も足も出ない状態だし、やろうと思えばもう決着をつけられるはずなのに。

　私の疑問に答えるように、トンきゅんがもう一度振り向いて言う。

「遊んでるんですよ。さっきからずっと、です。無抵抗のうさ丸を嬲なぶって、バカにして……。でも、彼は決して自ら降参を口にはしないつもりみたいなんです」

　吐き出すような言葉は、苦しそうで、自分まで一緒になって痛みを感じているかのように。

　観客がこんなにも静かだった理由も理解できた。みんなあまりの試合内容にすっかり飲まれてしまっているんだ……。

「うっ……このままじゃ……。でも、ここからの逆転劇とか、ちょっとカッコよくないっスか……？」

　うさ丸まるはまるであきらめていないようで、口調だけは強気に振ふる舞まっている。でも、客観的に見ても勝ち筋が見い出せない。うさ丸がこの子に勝つことは、きっと無理だ。

　それでも、だからって黙ってやられるのを見守っているつもりはなかった。静まり返る観客席の、その最前列。手でメガホンを作るようにして思いっきり息を吸い込み、




「うさ丸!!　飛べッ!!　思いっきり飛び跳ねて蹴り落としてやっちゃえッ!!」




　力に限りの大声で叫んだ。

　一瞬、相良さがらさんによる音楽をかき消す形になって彼女が鬱うつ陶とうしそうな視線をこちらに向けた。

　路傍の石ころを見るような、怜れい悧りな瞳。

　期待値ランキングのせいか、ひみちゃんとの対抗戦の影響なのかわからないけれど私のことは知っているみたいで、鼻で笑う仕草を見せる。

「うさぎ君？　ほら、お友達が応援してくれてまちゅよー？　うさぎならぴょんぴょーんって飛び跳ねてみたら？　どんなに必死になったってアタシまでは届かないだろうけどねー♪」

　対戦相手への敬意など微み塵じんもないかのように、相良さんが嘲ちよう笑しようする。

　トンきゅんが正視に堪えない様子で後ろを向いてしまったのもわかる。

　こんな酷ひどい……。

「今回はちゃんと応援に来てくれてるんっスね……。嬉うれしいっス……。仲間の応援ほど青春力の高いイベントはないっスからね！　これで……」

　どうにかこうにか口にしたその言葉を言い終える前に、空に浮いていた相良さんが急降下する。




　そして、うさ丸に残された最後のクリスタルをあっけなく……踏み潰した。




「あ……」

　うさ丸まるの小さなその声と、クリスタルの割れる音は音楽に飲み込まれて誰の耳にも届かなかった。

　勝敗がついたのにも関わらず、観客席が沸わくことはない。身内であるはずの吹奏楽部の応援団も、黙ってその光景を見つめていた。

　トンきゅんの拳こぶしが、血が出るんじゃないかと思うくらいに強く握られているのが視界をよぎる。

「最初に言ったでしょ？　うさぎは狩られる立場なんだから、泣なき喚わめいてアタシを気持ちよくさせればそれでいいって。な～にやる気だしちゃってるワケ？　興きよう醒ざめなんですけどぉ」

　音楽が鳴なり止やみ、重力の負荷から解放されたうさ丸は、もう動きを制限するものはないはずなのに地面に顔を擦りつけるようにして突っ伏している。

　言葉が、出なかった。こういう時こそ私のキャラなら声を張り上げてうさ丸に届けるべきだと頭の中ではわかっているのに。

　観客席から、段々と静かに人が引けてゆく。友達同士で来ている子も、試合の感想を話すでもなく無言で音楽ホールを出て行く姿が散見された。

　みんな、私と同じような心境なんだろう。無理もないと思う。

　吹奏楽部の応援団だけは、強こわ張ばった笑顔を作って相良さがらさんを取り囲むようにしている。相良さんは女王様然とした態度で、当然のようにそれを受け入れているみたいだった。

　観客席からはあっという間に人がいなくなった……と思いきや、入るときに開けた重たいドアのすぐ横に女神……星せい鎖さ先輩が憮然と立ち尽くしていた。




「……これだから対抗戦なんて……」




　誰にともなくそう呟つぶやいて、悲壮な雰囲気を湛えて出て行ってしまう。

「星鎖先輩……？」

　この特別に試合だけを選んで見に来ていたのか、気付いていないだけでもしかしたら私の試合にも足を運んでくれていたのか。

　聞くこともできないままに、音楽ホールの観客席には私とトンきゅんの姿を残すのみになってしまった。

「……実は、今日俺があと二回勝ち抜けば……明日には、あの相良さんと対戦することになっているんですよ」

　トンきゅんが、いつもの冷静な語り口でステージを見つめながら呟く。

　ステージの上ではようやく気持ちの整理がついたのか、うさ丸まるが起き上がって照れたような笑顔で「いやぁ、負けちゃったっスよ～！」とこちらに向かって手を振ってくれているところだった。

「うさ丸！　ナイスファイトだったぞ～!!　今夜は飲もうよ！　うさ丸のおごりでジュースをこれでもかってくらい飲もう！」

「せめてそこはおごってくれないんスか!?　負けた上にポイントも失うって踏んだり蹴ったりっスか!?」

　私の軽口にも、いつも通りの彼のノリで応えてくれた。

「俺はちょっと今日は失礼しますね。明日の相良さがらさんとの試合、良かったらうさ丸と一緒に見に来てくれませんか」

　あと二回勝たないとその試合まで辿たどりつけないのに、間違いなくそれをやってのける確固たる自信があるみたいだった。

　トンきゅんの固く握り締められていた拳こぶしが、そのままになっていることに気付く。

　うさ丸の到着を待つことなく、声をかける暇さえ与えずにホールを出て行ってしまった。




「あら……？　帰っちゃったんスか？　トイレでも我慢してたんスかねぇ？」

　目の前で見ると、うさ丸は服も何もかもズタボロにされてしまっていた。……トンきゅんは、この姿をあんまり見たくなかったのかな。

「そうみたいだよ！　トンきゅんはうさ丸の顔を見てるとお腹なかが痛くなってくるんだってさ！」

「そんな失礼な話がこの世に存在して許されるんスか!?　ぼくの顔って一体……!?」

　うさ丸の腕を取って、出口へと誘導する。絶対にうさ丸がステージを振ふり返かえらないように、会話を途切らせないようにと細心の注意を払いながら。だって……。

　ステージの上では、吹奏楽部の相良あづみさんが……うさ丸のクリスタルの残骸を蹴り払いながら、口元だけで微笑ほほえんでこっちを見つめていたから。

　対抗戦は楽しくて、勝っても負けても爽やかに終われるモノだとどこかで信じていた。でも……。ううん、私の出る試合は全部そうしてみせるって、強く誓った。





　　　＊






　うさ丸と露店で散々飲み食いして、今日ルーキー戦で勝って得たポイントは即座に散財してしまったけど悔いはなかった。

「空元気かもしれないけど、うさ丸まるはそんなにショック受けてなさそうで安心したよ～！」

「オイラが見た限りでは、相当無理してたと思うんだりゅい……。彼は何も考えてなさそうで案外繊細だから、あんな試合の直後でダメージがないはずないりゅい」

「うーん、やっぱりそうかな……。なら早めに解放してあげて正解だったかもね」

　うさ丸は演劇部のみんなのところへ行く、と言っていたけれど、確認のためににゃみりん先輩にチャットを送ってみたら実際は部室には行っていないみたいだった。

　今は一人になりたいのかもしれないよね……。

「あ！　私も元気付けようとか思って付きまとわないでおけば良かったかな!?　たこ焼き３パックの早食い競争は余計だったかなぁ!?」

「早食いはちょっと意味がわからなかったりゅい……彼はどう見ても吐きそうになってたし。でも、エルナが傍そばにいたことできっと気持ちは楽になったはずだりゅい！」

　そうだといいんだけど……。

　明日トンきゅんｖｓ相良さがらさんとの試合が実現したら一緒に観戦しにいこう、というのはついに最後まで口にすることができなかった。

　今相良さんの名前を出すのは、傷口を抉るようでとてもじゃないけれど憚はばかられたんだ。

「エルナも明日は連戦だから早く休んだ方がいいりゅい。初めての公式トーナメント戦への参加。平気なように思えても、確実に疲れは蓄積しているはずだりゅい」

「ん、そうする！　でもその前に行きたい場所があるんだけど、連れていってもらってもいいかな？」

　どうしても気になることがあるんだ、と付け加えて。

　ビミィはキョトンとした表情で、「一体どこに行くんだりゅい？」と首を傾かしげた。





　　　＊






　車を降りて目の前にそびえ立つのは、星せい鎖さ先輩のお屋敷だった。

　突発的に思い立ったからクルミ先生に運転をお願いするわけにもいかず、

「自動運転のタクシーがあるなんて凄すごいね～!?　実はミカグラ学園にはメイドロボットとかもいたりしない!?　将来はお金を貯めてメイドロボを買うのが夢って小学校の卒業文章に書いたんだけど！　みんなが将来就きたい職業を書く中で私一人だけ！　イエス、オンリーワン！」

　ビミィが端末から呼んでくれたのはポイントを使用することで目的地まで運んでくれる便利すぎる車だった。

　運転席のない未来的なフォルムは、車に興味のない私でも惹ひかれてしまうものがある。

「エルナは小学生の頃からエルナだったのりゅいね……。いつまでもオンリーワンのままでいて欲しいりゅい……」

「ビミィも立派なオンリーワンだよね、誰にも真ま似ねできない要素を兼ね備えてるもんね」

「遠回しにオイラの容姿をディスられてるようにしか思えないのは気のせいりゅい？」

　端末から既に約束は取り付けてあるので、インターホンを押すことなくビミィがお屋敷の扉を開ける。

　これだけ広いお屋敷なのに、星せい鎖さ先輩とクルミ先生だけで住んでいるというのがどうしても信じられなかった。

　絢けん爛らんな玄関ホールを抜けると、何度来ても慣れることのない豪邸っぷりに目が丸くなってしまう。

「こんなに広かったらお掃除するだけでも大変だよねー。クルミ先生だけじゃ無理じゃない？　……はっ!?　さてはこのお屋敷のどこかにメイドロボを隠してるね!?　気弱で従順で、いつかは魂を持って人間になりたいと夢見ている可か憐れんな妹系メイドロボ、その名もメイちゃんを隠し持っているね!?」

「名前まで付けて妄想が具体的すぎるりゅい……。掃除はミカグラ学園の誇る専門の業者が定期的にしてるはずだりゅい」

　至極あっさりと夢を撃ち砕かれてしまった。さよなら、私のメイちゃん……。

　勝手知ったる、という佇たたずまいのビミィに先導されて、お屋敷の中を進んでいく。

　今日は以前お邪魔した星鎖先輩の寝室ではなく、別の場所にいるという話だった。

「到着だりゅい！」

　ビミィがそう言って止まった所は、両開きの自動ドアになっていた。

「家の中で自動ドアって！　バチがあたるよ!?　そんな贅沢したらバチがあたっちゃいますよ!?」

　ビミィは開く前提の速度で真顔で直進していってガラス状の自動ドアに激突していた。

　空を飛んでいるせいで、自動ドアが反応しなかったのだ。

「い、痛いりゅい～！　なにこれ、不良品だりゅい!!」

「不良品なのはビミィの頭の中だと思うんだよ……？」

　残念な気持ちになりつつ私が自動ドアの前に立ったら、スムーズに開く。

　ビミィはしきりに自動ドアを眺めながら悪態をついていた。

　自動ドアが開くと、中から暖気が流れ込んできた。そして眼前に広がるのは、

「わ！　室内プールだよねこれ！　プライベート用とは思えない広さだよ───ー!?」

　天井と壁面がガラス張りになっていてふんだんに陽光の差し込む、広すぎる室内プールだった。

　南国のような植物が植えられていたり、プールサイドにはトロピカルジュースの置かれたテーブルがあったりと大変なことになっている。

「人生の勝利者の住む家だね、ここ……。石油？　石油でも掘り当てたらこんなところに住めるの!?　私、もう明日からシャベル持って一発狙いにいこうかな……」

　そんな気にさせられるくらいに規格外だった。

　ほわー、と変な声を出しながらプールサイドを駆け回ってしまう。

「ねぇ、でも星せい鎖さ先輩の姿が見えないよ？」

　トロピカルジュースが用意されているということはここにいたのは間違いないのだろうけど、もう他の場所へ行ってしまったのかもしれない。

　ひとまず落ち着いて、飲みかけのジュースのストローに口をつけて間接キスを……と企たくらんでいると、

「なにを言ってるの？　星鎖ならそこにいるりゅい。ほら！」

　ビミィがのんびりと飛んで、プールの端の方へと向かっていく。するとその瞬間、水面から人魚姫が浮上してきた。

「ふぅー……。ごめんなさい、ちょっと泳ぎたい気分だったの。お待たせしたかしら」

　プールから顔を出してキャップを外し、ふぁさっと髪を撫なで上げる星鎖先輩の姿が、そこにはあった。

「あ……あ……あう……！」

「エルナ!?　気を確かに持つりゅい！　刺激が強すぎて言葉を忘れてしまったりゅい!?」

　プールサイドに手をついて体を持ち上げ、水面から登場した女神の水着姿。

　真っ白なビキニは、抜群のスタイルの良さを強調するように水滴を吸ってピッタリと透明感のあるお肌に貼り付いていた。

「えっ……先輩何をしようと……!?　まさか、まさかあの伝説のお尻に食い込んだ水着を直す仕草を……!?　そんな、大胆すぎますってばぁ!!」

「そんなことはしようとしてないけれど……。それって伝説なの？」

　プールサイドに置いてあったタオルを上半身に巻きつけるようにして、星鎖先輩が歩み寄ってくる。

　近くで見ると更に神々しい美しさで、混乱のあまり危なく制服のままプールに思いっきりダイブするところだった。

「それで、私に聞きたいことって何かしら？」

　水を滴らせながら椅子に座り、トロピカルジュースに手を伸ばす星せい鎖さ先輩。

　そう、どうしても気になって聞きたいことがあって突然お邪魔したのだ。でも、

「その前に、水着をお借りすることって……できません？」

　真面目な話をするのに、この煩ぼん悩のうをどうにかしないとならなかった。




「うおおおおおお!!」

「と、とんでもない速さだりゅい……」

　星鎖先輩から急遽水着を借りて、冷静さを取り戻すためにクロールで思い切り水面を搔かき分ける。

　水しぶきはクジラが吹き上げる潮のように高く舞い上がり、ビミィと星鎖先輩は呆ぼう然ぜんとしていた。

　勢いを止めぬままに何往復かして、ようやくプールサイドへと戻る。

「はぁ、はぁ、はぁ……これでもう大丈夫で、す……」

「ちっとも大丈夫そうには見えないのだけれど……」

　肩で息をする私に、星鎖先輩が心配そうに飲みかけのトロピカルジュースを差し出してくれた。

「そ、そんなことされたらまた燃え上がってしまいますよ!?　もう一回泳いでこいと!?」

　ぷるぷると禁断症状のように震えながらも、ありがたく受け取って一気に飲み干す。生まれてから飲んだ飲み物の中で一番おいしいよ！　見るからに体に悪そうな着色料たっぷりな飲み物を好む私だけど、こんなスイーティーなドリンクもいいよね！

　飲み干してからも、はぁ～、と至福の表情で咥えて離そうとしない私の口からストローを強制的に抜き取って、星鎖先輩がタオルで頭をゴシゴシと拭いてくれた。

「神様ありがとうございます……。もう二度と悪いことはしません……。ビミィの端末で勝手にポイントを使ってご飯を食べたりなんてもうしません……」

「え!?　いつの間にそんなことしてたりゅい!?」

　心が洗われるような気分で、されるがままに髪を拭いてもらう。

　こうして接近すると、スタイルの違いが浮き彫りになってちょっと恥ずかしかった。私も女子らしくもう少し頑張らないと！　努力しよう！　……具体的には再来年くらいから努力しよう！

　これ以上ないくらいに後回しにしつつ、ぼけーっと目を閉じて幸せな感触に浸る。

「……眠らないでね？」

「はっ……！　ね、寝てないれふよ？」

「説得力がまるでないりゅい……」




　落ち着いて、プールサイドに用意されている椅子に対面になって座る。

　幸せな時間を終わらせたくはないけど、今日は目的があってお邪魔したのだ。

「それで、私に聞きたいことって何かしら？」

　星せい鎖さ先輩がさっきと同じことを再び聞きなおしてくれる。

　うさ丸まるの試合が終わって、観客席で星鎖先輩を目撃して。




「これだから対抗戦なんて……」




　確かに、あの時先輩はそう言っていた。その真意を問うために訪れたのだった。

　そのことを告げると、星鎖先輩はしばらく考え込むように顎を撫なでてから、

「そう。聞かれてしまっていたのね」

　仕方ない、というように嘆息して瞳を閉ざした。ゆったりとした時間が流れる。

　どう話せばいいか熟慮しているのか、黙りこくっている。




「…………すぅ……」

「星鎖先輩!?　眠らないでくださいね!?」

「……もちろんよ」

　何をバカなことを、というように唇を尖とがらせているけど、完全に寝てたでしょ今の……。

「星鎖もこう見えて意外とボケているところがあるんだりゅい……。エルナと二人だとダブルボケで収集がつかなくなるりゅい」

　先輩と一緒、というのはどんなことだって嬉うれしいけど、女神には凛としていて欲しかったのもあって複雑な気分だった。

　だからといって大好きなのは変わらないけどねっ！




　星鎖先輩は椅子から立ち上がり、プールの水を両手で掬すくい上げた。その水に自分の顔を映しながら、静かに語り始める。

　ゆらゆらと玲れい瓏ろうに揺れる水面に、過去を覗のぞき込こんでいるかのようだった。

「私のお祖母様がこの学園の理事長を務めているというのは……知っているわね？」

　黙って頷うなずき、肯定を返す。先輩は掬っていた水を手のひらからプールに戻し、その波紋を目で追いながら滔とう々とうと口を開いた。





　　　＊






　この学園の成り立ちはね、能力を扱うことを楽しむ気持ち。自らの強力な能力に飲み込まれずに、学園生活を通じて前向きに成長できるようにということから始まっているの。

　卒業して、ミカグラ学園の外に出ても、真まっ直すぐに生きていけるように、という想おもいが……願いが、込められている。

　ただ、そんな理念は時代と共に風化していってしまった。

　でもね、お祖母様は孫娘である私……御み神楽かぐら星せい鎖さの高等部への入学を期に、その理念を取り戻そうとした。

　私がその理念を体現して、とにかく楽しみながら対抗戦の第一線で勝ち続けることでみんなにその気持ちを思い出してもらえるように、って。

「この人……先生は私の専任で、二人三脚で戦っていたの。ふふ、今のあなたたちのようにね」

「……ビミィ、そうだったんだ」

　私は、旗手となるべく懸命に動いた。

　……今は絵を描くことも辞めてしまったけれど、一年生の当時は美術部にお世話になっていたの。

　九く頭ず竜りゆうさんは、その時の恩人。倒れる寸前まで無理なトレーニングを続ける私を気にかけて介抱してくれたのは、いつもあの人だった。

　自画自賛になってしまうけれど、私はみるみる実力を伸ばしていった。

　一年生にして、九頭竜さんを差し置いて美術部の代表に選ばれるくらいには。

「でもね……あの出来事が起こってしまったのはそんな時だった」

「星鎖……それは思い出したくないことではないのかりゅい？　……無理に話す必要はないりゅい」

「……いいえ。この子には……エルナには、知っておいて欲しいの」




　ある日の対抗戦で、それは起きた。代表同士とはいえ、上級生が一年生に負ける、というのは耐え難いものであるみたいで。

　勢いのあった私を止めるために。『勝つため』に対戦相手である上級生が対抗戦決行の前夜に、闇に紛まぎれて不意を打つ形で能力を使用して、私の腕を傷つけた……。

　怪我の跡は、ほら、見てみる？　この腕に巻いたリボンを外せば、まだ残って……。

「ひどい……。女の子の体にこんなっ……」

　対戦相手の上級生はね、大きなプレッシャーを感じてしまっていたみたいで。とても、とても深く後悔していた……。

　何度も何度も泣いて謝って、「どうかしてた」と言って悩み苦しんで。

「結局、その行為は明るみに出て、対抗戦はその上級生の校則違反による反則負けになったりゅい……」

　そして……良心の呵か責しやくに耐え切れなくなったのか、結局その人は自主的にミカグラ学園を退学していってしまった。

　私はそんな結末を望んでなんて、いなかったのに。

　……能力を扱うことの楽しさを、その理念を体現するために己を高めていたはずなのに、全てが無意味なことのように思えた。

　私の存在は、努力は……報われるどころか、ミカグラ学園に悪影響を及ぼしているって。

「そんな、そんなことっ」

　それからはただの情けない話。

　美術部を退部して、お祖母様に頼み込んで帰宅部を創部させてもらって。

　対抗戦には、それ以来極力出ないようにしてきたの。

　観戦することも、本当は好きじゃない。ただ、せめてお祖母様に対抗戦の現状を報告するために、今日のように足を運ぶこともあるの……。





　　　＊






　気が付いたら、ビミィと一緒に寮への帰り道を歩いていた。

　足の痛みで、ようやく気付く。車を呼ぶことも忘れて、放心状態でひたすらに歩き続けてしまっていたことを。

　ビミィも気まずそうにして、ふよふよと無言のまま横を飛んでいた。

「ねぇビミィ、新入生歓迎パーティーで星せい鎖さ先輩が言ってたこと。あれってさ……」




「……今度あなたが目をつけたのはその子なの？」




　その時は誰に対しての言葉なのかもわからずにいた。でも、今ならなんとなく察してしまう。

「私は、星せい鎖さ先輩の代わり……」

「そうじゃないりゅい!!」

　珍しく、ビミィが真剣に声を荒げていた。私の顔のすぐ前に浮かんで、目を逸らさずにじっと見つめながら。

「そうじゃ、ないんだりゅい……」

　私だけ特別扱いするみたいに、講師であるビミィが世話を焼いてくれて。私はバカだから、その理由なんて考えたこともなかった。

　夕陽が、二人を眩まぶしく照らし出していた。まるでスポットライトのように。ドラマのワンシーンみたいだな、なんてどうでもいいことが頭をよぎる。

「ふふっ」

「……りゅい？」

　耐え切れなくて、思わず笑ってしまった。こんなの、私達たちにはまるで似合わないよね？

「いいよ、別にっ！　星鎖先輩の代役を期待されてたって、だからって私のやることは今まで通りなーんにも変わらないもんねっ」

「エルナ……」

「それに、ミカグラ学園の風化しかけているっていう理念。私も凄すごく素敵だなって思うんだよ。こーんなに楽しい学園、きっと他にないじゃない？」

　楽しみながら能力を使う姿勢なんて、意識せずとも最初からずっとやってきたことで、考えてみれば、難しくもなんともない。

　私は、頭なんて使わずに私のままでやっていけばそれでいいのだった。




「エルナ、今とっても輝いてるりゅい!!　オイラ不覚にも惚れそうだりゅい!!」




「やめろよー！　輝いてるのはいつもだよー！　あと私には女神とひみちゃんっていう運命の相手がいるから、ビミィは惚れたなら毎月私にポイントだけくれる人になってもらっていいかな!?」

「さ、最低だりゅい!?」

　ひとしきり笑いあって、車は呼ばずに残りの帰り道ものんびりと歩いて帰ることにした。

　話したいことが、たくさんあった。

　星鎖先輩との距離も、ビミィとの立ち位置も。昨日までより、グッと近づいたような気がした。






第五楽章　少女アンチパターン









「うさ丸まる、本当にいいの？　疲れてるなら帰って寝ててもいいよ？　トンきゅんの勇姿は後で演劇形式で完璧に伝えるからさー！」

「平気っスよ！　トンきゅんがぼくに見に来て欲しいって言ったんスよね？　ならば行く以外の選択肢はないっス！　それに、放課後シックスで練習してる時に舞台も遊びでやったりしたけど、棒読みな演技で酷ひどかったんスもん……」

「私の芝居にケチをつける気!?　赤あか間ま君も〝もうやめてくれ〟って嫉妬して叫ぶくらいの稀け有うな才能だよ!?」

「あれは別に嫉妬したわけじゃなくて、レベルが低すぎて見てられなかっただけだと思うっスよ……」

　うさ丸は元気に振ふる舞まっているけど、試合会場に近づくにつれて震えが目に見えて増していた。

　……昨日の試合のことがフラッシュバックするのかもしれないな。

「映像で見てたっスけど、今日の試合は全部圧巻だったっスね？　寄せ付けもしない横綱相撲というか、期待値ランキングからいくと下馬評通りではあるけど、ここまでとは驚きっス！」

　私は今日行われた試合でも全て勝利を収めることができていた。試合経験を重ねるにつれて、動きが洗練されていくのが自分でも手に取るようにわかる。

「うさ丸やトンきゅんと練習したおかげだよー！　期待値ゼロのうさ丸とやりあった経験が実を結んだといっても過言ではないよ！　よっ、期待値ゼロ！」

「おっ、おおっ!?　さてはケンカ売ってるっスね!?　ケンカは青春のスパイス！　やるならやるっスよー!?」

　なんでも青春に絡めていくところがうさ丸らしくて安心するけど、彼女を目の前にしてもこのままでいられるのかな、と考えると連れて行くのは気が引ける部分もある。

　本人が行くと言ってるんだから、とは思うものの……。ホントに大丈夫なんでしょうね、トンきゅん!!

　これでトンきゅんが凄惨な負け方でもしようものなら、想像するだけで恐ろしかった。

「トンきゅんの昨日の二戦の映像も見たっスけど、なんだからしくない速攻というか、勝負を決めに行くのが過去にないくらい早かったっスね」

　予想にしか過ぎないけど、うさ丸と相良さがらさんの試合を見て、昂たかぶっているんだろうな。

　短時間で勝ったところで、次の試合の予定時間が早まることはないのだけど、それでも、そうせずにはいられないんだと思う。

　端末を手に、ナビの通りに試合会場へと向かう。昨日の音楽ホールとは別の場所なのが救いだった。

　気のせいか、同じように歩く人の流れができている気がした。相良さがらさんの試合は全部あんな感じなのに、それでも観戦者は引きも切らないらしい。

　怖いもの見たさなのか、あるいは……。考えて、それを否定するように首を横に振る。

　あんなものを見てストレス発散している生徒がいるのかもだなんて、そんなバカな想像はしちゃいけなかった。

　もしもそれが真実なら、ミカグラ学園も姉妹校のように……負の流れに飲み込まれつつあることを示す証拠になってしまう。




　試合会場は、小規模な遊園地のようなエリアだった。音楽ホールのように観戦に適した場所とは言えず、投影されている大型のスクリーンを見るような形になるらしい。

　メリーゴーランドや観覧車、ジェットコースターもストップすることなく稼動していて、場合によってはこれらも利用しながら戦闘が行われるのかもしれない。

「ねぇうさ丸まる、なんで会場に入った途端に顔真っ赤になってるの？　体調良くない？」

　さっきまでの震えは止まっているように見えるけど、やけに頰ほおが紅潮しているのが気になった。

　熱でもあるのかな、と心配になってうさ丸のおでこに手を当てると、やはり熱い。

「こ、これは違うんス！　誤解っス！　女子と遊園地に来てるんだと思ったら、急にドキドキしてきちゃって！　遊びにきたワケでもないのに、やけにハイになってるぼくがいるんス!!　変っスよね!?」

「うん、変」

「バッサリ一刀両断っスね!?　切れ味バツグンっスね!?　もうちょっとなんかなかったっスか？　心配してくれてたのに申し訳なかったっスけども!!」

　うさ丸の純情っぷりが可愛かわいかったけど、そもそも私も男の子と二人きりでデートした経験なんてないのだ。

　シグレと遊びに行ったのは数に入れないとして、悲しいことにこれまでにホントに一度もない。

「……なんか、お互いがんばろ？　うさ丸……」

「はいっス……」

　お互いどんよりと沈んでしまう。誰が悪いわけでもないのが余計にやるせなさを加速させていた。




　試合開始直前。観客の集まるスクリーン周辺で、小さなどよめきが巻き起こった。

「あれっスね。相変わらず高い所がお好きなようで……」

　うさ丸まるの視線の先を見ると、観覧車の頂上近くに設置されたデジタル時計に立つようにして、吹奏楽部の相良さがらあづみさんが腰に手を当てて立っていた。

　観客の数を確認して、ご満まん悦えつなようにも見える。

「もうちょい、もうちょい!!」

「なんスか？　時間のことっスか？」

「ううん。あのね、もうちょいで相良さんのパンツが見えそう」

「どこ見てるんスか!?　あっ、でも確かにもう少し角度があれば……」

　そんなバカなやり取りをしている間に、再び観客の間でどよめきが起こる。

「えっ!?　もしかして場所によってはパンツ見えた!?　こうしちゃいられない、急いで移動しようよ!!」

「違うっスよ!!　ほら、トンきゅんのご登場っス!!」

　どこどこ？　と探してみて、発見して頭痛がした。

　なにしろ、

「なんでアレに乗って登場したんスかね……？　シュールにも程があるっス……」

　遊園地の定番、パンダの乗り物にまたがって悠然と現れたのだから。

「せめてそこは豚の乗り物じゃないの……？」

　さっきのどよめきは、「いよいよ主役二人が出で揃そろったぞ！」というどよめきと、「なぜパンダ……？」というどよめきの二種類が重なったものだったに違いない。

　トンきゅんが注目を浴びているのが気に食わないのかなんなのか、相良さんが歯は軋ぎしりして悔しがっているのが滑こつ稽けいだった。

　試合開始までのカウントダウンが始まった。トンきゅんは乗り物から降り、誰も乗せていないパンダは単独で来た道をノッシノッシと戻ってゆく。

　観客の視線の半数が、対戦する二人よりもパンダに行っているのが見てとれた。なんなのこの状況……？




　カウントダウンが進む中、能力発動のためのアイテムであろうトランペットを抱えたまま相良さんが観覧車からゆっくりと地表へと降り立つ。

「ねぇ、今日も演劇部の脇役がアタシの相手なのぉ？　しかもうさぎの次は豚って！　丸焼きにしていただいちゃおうかしらん。マズくて吐いちゃうかもだけど、ねっ。きゃははっ!!」

　甲高い声で散々煽あおった挙句、舌なめずりをする。その声を聞いて、うさ丸まるの震えがまた再発してしまったみたいだった。

「大丈夫。トンきゅんはやってくれるから、ね」

　勇気づけるように言って、うさ丸の手を握る。最初は戸惑った様子だったけど、震えは少しだけ収まったようで、しっかりと握り返してきてくれた。

　試合開始を告げる合図が鳴り響く。遊園地の中と外部とで、結界が構築されていくのが見えた。

　昨日の音楽ホールの場合は何か特殊だったのか結界が存在しないようで声も届いたけれど、今回はもうどれだけ叫んでも中に声援は届かないだろう。

　けれど、中からの声はスクリーンを通してこちらに流れてくる。映像を見ていると、ちょうどトンきゅんがマスクを外したところだった。

「確かに俺は演劇部の中でも脇役中の脇役です。でも、脇役だからこその戦い方っていうのもあるんですよ」

　普段よりも力強い声でそう言って、マスクを中空に投げ捨てた。それが行動開始の引き金となり、二人のバトルは一気に加速する。

　相良さがらさんが跳躍したかと思うとメリーゴーランドの屋根の上に飛び乗り、トランペットを構えた。

「最近の豚はブーブー鳴かずに人間の真ま似ねして喋しやべるのね？　お勉強になったわぁ。一瞬でミンチにしてあげるから、ねっ！　〝モルト・アクセント〟!!」

　うさ丸を相手にした時と同様に、大音量の音楽が流れ出す。トランペットの音だけではない。多重奏のクラシカルなメロディだった。

　トンきゅんは音楽が流れ始める刹那、姿勢を低くして走り、物陰の死角を利用しながら距離を縮めていた。

「なるほどっス！　一度に過重力の負荷をかけられるのはそんなに広範囲ではないのかもしれないっスね！　ああやって上う手まく狙いを絞らせないようにして接近すれば……」

　うさ丸が言いかけたところで、トンきゅんの足が止まり地面に手をついてしまう。

「豚さんの浅知恵はもうおしまいかなー？　あのね、それが通用してたらアタシは三流の奏者止まりなの。超一流を自称する者としてはさ、そんなウィークポイント、早々に潰してるに決まってるでしょでっしょー？」

　ケラケラと笑いながら、底意地悪そうに言い放つ。握るうさ丸まるの手が、再び小刻みに震えるのが伝わってきた。

　トンきゅんは能力を発動させる様子もなく、ただただジッと過重力に耐えているようだった。

「トンきゅん……!!」

　聞こえないのがわかっていても、つい口に出てしまう。マスクを外したトンきゅんは感情の薄い存在なんかじゃなく、人並みに苦しさが表面に出る少年だった。

「ねぇねぇ、アタシってば優しいからさっ、許してくださいブーって言って泣いたら許してあげるよー。その姿情けないでしょ？　もう豚舎に帰りたいでしょー？　あ、許すっていうのはもちろんすぐにクリスタルを壊して終わらせてあげるよって意味でね？」

　重力による攻撃だけでは飽き足らず、ヘビーな〝口撃〟の嵐も吹き止やまない。可愛かわいい子なだけに、ギャップによる相乗効果まである気がした。

「能書きはいいからやれるものならやってみてくださいよ。それとも、身動きのとれない豚如ごときが怖くて近寄れませんか？」

　両手を地面についたまま、意外なことにトンきゅんが挑発していた。こういう時は何も言い返さずに、じっと機を待つタイプだと思ってたのに。

「豚ァ!!　人間様になめた口たたくんじゃないッ!!」

　相良さがらさんは簡単に激げき高こうし、メリーゴーランドの屋根の上から滑かつ空くうするようにしてトンきゅんのクリスタルに直進する。

「やられるっス!!」

　うさ丸がもうこれ以上見ていられない、というように目を伏せようとしていた。

「ダメだようさ丸。トンきゅんが頑張ってる。見てあげよ？　しっかりと目を離さずにさ」

　私の言葉に「そうっスよね……。ぼくが逃げたらダメっスよね……」と頷うなずいてスクリーンに視線を戻す。

「いっぴーきっ!!」

　相良さんの掛け声と共に、強烈な蹴りが見舞われてクリスタルが弾けて壊れる。

「にひーきっ!!　ほらほら、豚さんみんな死んじゃうよーん？　あっははー!!」

　二つ目のクリスタルがキラキラと光を撒まき散ちらしながら弾けていく。もう後がなかった。

「ラスト、さんびー……きっ!?」




「──捕まえましたよ、三流奏者さん」




　うさ丸まるが全身全霊を込めたような動きで両手を地面から放し、相良さがらさんの両足を摑つかんでいた。うさ丸の腕にかかる過重力が相良さんの足の重しにもなり、振りほどこうにもできないようだった。

　あせった様子の相良さんは、こうなったら手で壊してやる、と最後のクリスタルに手を伸ばそうとするも届かない。

「ふ、ふん。だからなんだっていうの？　豚さんは両手がふさがってる、足だって重力のせいでそれ以上動かせるはずがない。つまりアタシのクリスタルはどうやったって壊せない。詰みよ、詰み。時間切れを待つだけじゃないの」

　相良さんはこのままタイムアップを待つつもりのようだった。

「時間切れ、ですか。多分、その瞬間はあなたが思っているよりも早く。ほら、もうすぐ訪れますよ？」

「なーに寝言いっちゃってるの？　まだ時間はたっぷりあるんですけど。獣は時計も見れないってやつ？　無様だわー」

　その瞬間、ずっと鳴り響いていた音楽が途切れた。時が止まったように、相良さんの顔色だけが青あお褪ざめていくのがわかる。

　過重力も音とともに失われたようで、トンきゅんは相良さんの足から両手を離してゆっくりと立ち上がった。

「終止符が見えましたね。どうやら譜面の最後まで演奏が終わったようで」

　パンパン、と音を立てて手を払ったのは、地面に手を付いたせいでの穢けがれを払い落とすためか。あるいは、演奏に対する賛辞の拍手だったのか。

　相良さんは後方に下がろうとして、足がもつれて尻餅をついて倒れこんでしまう。

「まさか、この時を待って……？」

　さっきまであんなに威圧的だった態度が、途端に弱々しく女め々めしいものに変化していた。相良さん程の実力者ともなれば、この後の結末が見えてしまったのかもしれない。

「昨日のうさ丸……あなたの言うところの演劇部の脇役Ａとの試合を見ていて発見したんです。あなたの能力は、永続的な効果を持たない。一定時間の演奏を終えたら、休符が必要なようでした。それも、次に能力発動させられるようになるまではタイムラグがありますね？」

　ネタばらしをするように、トンきゅんが冷静に言葉を紡いでいく。そうしながら、ポケットから演劇部の小道具だろうか、ハンマーを取り出していた。

　悔しそうに口をへの字にして押し黙る相良さんに、また続けてゆく。

「うさ丸との試合では、その演奏が止まる時間は音楽ホールの天井……上に付いている照明の上に立っていることでごまかしているように見えました。能力が止まるということは、当然空も飛べないわけですからそうするのが安全ではありますけどね。随分消極的な安全策でしたね。もしかして……うさ丸まるにビビってたんですか？」

「黙れ豚風情がァ!!」

　侮辱に耐え切れなくなったのか、跳ねるように起き上がってトンきゅんに向かって裏拳を放つ。クリスタルを狙った攻撃ではない。顔面だけを目掛けていた。

　けど、掠かすりもしない。動きを止めることなく放つ攻撃は、決してレベルの低いものではなかった。能力だけに頼って勝ち上がるタイプの子ではない、基礎もできている。

　でも……、

「当たらないですよ、あなたは脇役にやられるんです」

　トンきゅんは相良さがらさんの耳元でそう囁ささやいて、取り出していたハンマーを軽く振るう。

　振るった先は、相良さんでもその周囲に存在するクリスタルでもなかった。




「そんなに怯おびえて避けなくても大丈夫。このハンマーは能力発動のための飾りみたいなものです。──〝アドリブ・ロール〟!!」




　トンきゅんの能力を目にするのは初めてのことだった。うさ丸も固唾かたずを吞のんで戦いの行く末を見守っている。

　能力名をコールした瞬間、トンきゅんの両手が大火炎に包まれた。指先から肘ひじまでが激しく燃え上がり、荒れ狂わんばかりに火の粉が吹き上がっている。

「脇役はですね、突然何を任されるかわからない。だからアドリブがきかないとやってられないものなんですよ。舞台の後ろで舞い踊るだけの炎の役、なんていうのもあるんです」

「ひ、ひぃっ……？」

　特に語調のボルテージが上がるでもないトンきゅんだけど、その空気に圧倒されるように相良さんは立ち竦すくんでいた。

　それでいてチラリと時計を見て、能力の再発動のタイミングを計っているようでもある。

「豚風情に焼かれるご気分はいかがですか？　怖がらなくても平気です。あなたと違って痛めつけるような真ま似ねはしませんので。すぐに終止符を打って差し上げましょう」

　炎は成長し、トンきゅんの両手から伸びる炎柱はまるで二刀流のようになっていた。

「間に合ったッ！　〝モルト・アクセント〟!!」

　相良さんがトランペットを構え、そう叫んだ時には、

「脇役にさえなれませんね、あなたじゃ」

　ボォ、という炎の音跡を残して、相良さがらさんのクリスタルが全て燃え尽きていた。

　火の粉が飛んだのか、制服の一部も燃え焦げてしまっている。

「アタシが……こんなところで？　噓うそでしょう……？」

　トランペットを取り落として、相良さんが膝ひざを付いた。

　炎が飛んだわけではない。トンきゅんの速度自体が、恐ろしいくらいに上がってた……？

　こんなに速いのは、赤あか間ま君と星せい鎖さ先輩と……そのくらいしか見たことがなかった。

「やった……。うおあぁ!!　トンきゅんやったっス!!」

　遊園地ステージと外との間のあった結界がなくなり、大歓声が辺りを包み込む。もうトンきゅんの耳にも届いているはずだった。

「あれ？　トンきゅんが何かまたポケットから取り出して……頭につけたよ？」

　スクリーンを凝視すると、それは。

「ははっ、うさ耳っス！　うさ耳のアクセサリーっスよ！　熱すぎっス！　ぼく泣きそうっス!!」

　スクリーンを見て絶叫しながら、うさ丸まるは泣きそうどころか大粒の涙をこぼしていた。

　トンきゅんはスクリーンに繫つながっているカメラに背を向けて、小さくＶサインをとっていた。

　普段そんなことをするキャラなんかじゃないから、誰に向けたものかは私達たちの中では明白だった。

「うう、青春っス……。青春の頂点っス……！」

　うさ丸もスクリーンに向けてＶサインを返していた。いつの間にか私達の後ろには、赤間君が、にゃみりん先輩が、熊くま野のさん先輩が見守るように立ってくれていた。

　熊野さん先輩だけは、貰もらい泣なきを隠すようにして両手で顔を覆っていたけれど。




「やー、楽しみだね、一宮いちのみやちゃん」

　赤間君が不自然にニコニコしながら話しかけてきた。何が楽しみなの？　と聞く前に、続けて、

「気付いてなかった？　明日順調に勝ち進めばさ、もう一宮ちゃんとトンきゅんの対戦が実現するんだよ。ま、俺は演劇部員であるトンきゅんの方を応援させてもらうけどねー」

　心底嬉うれしそうに言われてしまう。

　ん？　んん？

　どういうことなのか理解できない。

　しばらく放心状態で赤間君の顔を見つめてしまう。

「えぇっっっ!?」

　私の頭がフル回転して内容を把握した瞬間に、大声で叫んだ。

　うさ丸まると熊くま野のさん先輩の泣き声も合わさって、カオスなことになっていた。





　　　＊






「一宮いちのみやエルナが可愛かわいい女の子に取り囲まれてちやほやされて過ごす部!!」

　その言葉を発した途端、きゃっきゃと華やいでいた空気が、一気に凍りつくのを感じた。

　一日に必要なひみちゃん成分の不足を感じて書道部の部室を訪れた午後。

　一日に必要な野菜が一気に摂取できるジュースがあるように、一日に必要なひみちゃんが一度に補給できる仕組みも早いところ構築していただきたいよね。政府は何をしてるんだまったくもう!!

　ちょうど部室にいた花か袋たいちゃんも交えて、お茶も飲みながらのちょっとした女子会のようになっていた。

「えってえっと……私が一宮さんに聞いたのは、どういう部を作りたいかっていうことなんですけど……？」

「一宮エルナが可愛い女の子に取り囲まれてちやほやされて過ごす部!!」

　困惑気味に聞く花袋ちゃんに対して、私は全く同じワードを繰り返した。長すぎるように思うだろうけど、無駄なく全ての欲望が凝縮された素晴らしい部活名だと自負していた。

「略して、〝エルナが囲まれ部す〟だね～!!」

　ひみちゃんが元気いっぱいに提案してくれる。うん、略すところが完璧におかしいし最後〝す〟と〝部〟が入れ替わって〝ブス〟みたいになってるね!?　ただの悪口みたいになってるよね!?

　それでも、可愛いから許されるのである。大抵の罪は可愛さで相そう殺さいできてしまうものだ。

「可愛い女の子は文化なんだよ、花袋ちゃん！　この部が認められないようなら私は三日三晩学園側に抗議するよ!!　四日目には疲れてあきらめる心積もりだよ!!」

「そ、そうなんですか……」

　私の熱弁に、花袋ちゃんはハッキリとドン引きしていた。全く、寝袋生活を知らない最近のゆとりっ子は困っちゃうよね！

「それで、その〝エルナは囲まれてるブス〟には男子も入部できるのー？」

　ひみちゃんが天てん真しん爛らん漫まんにディスってくる。だが無罪。ギリギリで無罪だった。ひみちゃん、可愛くてよかったね！　そうじゃなかったら今頃事件が起きてたところだよ!!












「うーん、天文部の射い水みずアスヒ君みたいに女子力高めな男の子なら歓迎するけどね！」

「そんな人、アスヒさんの他にいないですよぉ……」

　頭の中のカタログを捲めくっているのか、軽く上を見上げながら悩んで答えたのは花か袋たいちゃんだった。

　確かに、あんな男子がたくさんいたら女子としてはやるせなさすぎる。

　彼と同じことを女子が実践しても、あざとくなりすぎるような気がするし……。あれはアスヒ君だからこそなのだ。スペシャルな存在なんだ。

「でもでも、ミカグラ学園にはどうして創部を許可されたかわからないような部も確かにたーっくさん存在するけど、エルナちゃんの部は認められるのかなぁ～？」

　ひみちゃんが素朴な疑問、というように呟つぶやいた。

　色々な部に体験入部してきたけれど、部活の名前だけでは活動内容がわからない部は山ほどあった。

　それどころか、活動内容を聞いてもサッパリ理解できない部さえあったりする。

　それを考えると、私の〝一宮いちのみやエルナが可愛かわいい女の子に取り囲まれてちやほやされて過ごす部〟も通ってしまうんじゃないかという気がしていた。

　なんだか段々、ライトノベルのタイトルにありそうな部活名な気がしてきたよ？

「部費は何に使うんでしたっけ？」

「全て部員の女の子をキュートに着飾らせるために使う!!」

「エルナちゃんの部に入りたい時は入部届けはどうするんだっけ～？」

「私の唇にキスをして永遠の愛を誓う!!」

　花か袋たいちゃんとひみちゃんがそれぞれに質問してきて、それぞれに「こりゃダメだ」という顔をする。

　何がダメなものかね！　やってみないとわからないじゃないの!!

　こんなところにまでポジティブさを発揮してしまうのが私という生き物だった。

「でもね、エルナちゃん。好きな部を創るということと、独り善よがりなのとは、違うよ？そこはちゃ～んとしないと、誰も入ってこないと思うんだよ～」

　小さな子供に言い聞かせるように優しく、小さなひみちゃんが指摘してくれる。花袋ちゃんも同意するように激しく頷うなずいていた。

「そっか……。そうだよねー……」

　ぐうの音も出ない程の正論が、胸に響くね。五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに沁しみわたるね。……ごめん、五臓六腑の方は言い過ぎた。なんとなく言いたかっただけだった。

　部活についてはもっとしっかり考えなくちゃな、と思う。

　ひみちゃん成分を満タンまで補給した午後のこと。

　明日の試合に向けて、準備は万端だった。






第六楽章　光は炎で焼き尽くせない









「ねぇ、トンきゅん。ポケットの中のハンマー、ちょっとの間貸しといてくれない？　ちょっとベッドが壊れちゃってさあ、釘くぎ打ちたいんだよねー」

「ベッドってもしかして寝袋のことですか？　寝袋に釘を打ったら中に寝ている人が血まみれになりますけど。それに、俺の能力発動に必要なアイテムなのでお貸しできないです」

　直接対決を目の前に控えているというのに、二人の間のやり取りはいつも通りに緊張感というものが皆無だった。

　私もトンきゅんも、順当に午前中の試合を勝ち進んで、本日のラストバトルで激突という構図。

　トーナメントも大分進んで、ここで勝つことができればベスト８が確定するという大切な試合だった。

　ここまで来れば当たるのも当然といえば当然だけど、内心では複雑な心境。

　しかも、対戦ステージがよりによって演劇部のホームとも言える体育館！　演劇を行う壇上はもちろんのこと、二階、三階まで含めた全てが戦闘のフィールドと化すのだった。

　用意された私の控え室に、なぜかトンきゅんを含めた演劇部の面々が勢ぞろいしているのも不可解だ。これから戦うんだよ!?

「トンきゅんの能力的なの、俺とにゃみりんは前から知ってたんだー。アレはヤバいよ。ま、俺のスピードには負けるけどっ」

　赤あか間ま君がニヤニヤしながら煽あおるみたいに言ってくる。にゃみりん先輩はその横で「遊ゆう兎とは早い～♪　遊兎はとっても早い～♪　いっつもすぐだよ～♪」と謎の節をつけて歌っていた。

「にゃみりん、その表現は誤解的なのを招くからやめろって何度も言ってるだろっ!?」

「えぇ～？　褒ほめてるのにぃ……」

　イヤイヤ、と体をぷるぷる振るわせるのと同時に、大きな胸もぽよんぽよんと揺れ動いてるのが凄すさまじかった。それに照れて赤間君が離れていくのを、また「なんで逃げるのぉ～？」とにゃみりん先輩が追いかけていく。

「完全に部室だこれ……!!　練習してる時に毎日見た光景だもん……。支配されてる、私の領土であるはずの控え室が演劇部に支配されてるよ!?」

　ビミィはこの試合の審判を担当するということでもう体育館に移動してしまっているし、控え室に一人ぼっちにされるよりはいいけど、いいけどもっ!!

「おーい、お菓子食べないっスか？　〝きのこの山林〟っス!!　ぼくもうお腹なかいっぱいになっちゃってー」

「だからおい、うさ丸まるっ、緊張感ね!?　あと私はきのこ派じゃなくて〝たけのこの人里〟派だから───!!　敵だからっ!!」

「いらないなら熊くま野のさんが頂くっつって！　チョコは大好物だっつって！」

「熊野さん先輩、チョコ好きなんだ……かわいい……」

「か、可愛かわいくないぞっつって……やっぱりいらない！　チョコなんて女子供の食い物だっつって！　熊は生肉しか食わねぇっつってー!!」

　うさ丸と熊野さん先輩も、ここまで来るといっそ普段よりも肩の力が抜けすぎていた。

　あ、そうか、もしかすると……。

　みんなの顔を見回して、思う。

　わざと私達たちの緊張をほぐすために、肩の力を抜いて試合に挑めるように、演劇部の主要メンバー勢せい揃ぞろいで来てくれたのかもしれないな。

　そう考えると、感謝の気持ちでいっぱいになった。胸の中が暖かい何かで満たされていくようなイメージだ。

「みんな、見てよぉ～！　外で料理部さんが豚汁の無料配布してるよぉ!?　急げぇ～!!」

　にゃみりんの号令で、私とトンきゅん、それに赤あか間ま君を除いた全員が控え室から我先にと一斉に飛び出して行ってしまう。

「あっ、勘違いだったや……。緊張をほぐすためとかじゃなくて、この様子だとみんな暇潰しに遊びに来てるだけだったや……」

　胸の中を満たしていた暖かい何かは、急速に冷え込んでいった。瞬間冷凍だった。トンきゅんも〝豚汁〟という単語にテンションが下がったのか、ちょっとせつなそうに黙り込んでいる。

　よりによってトンきゅんの大事な試合前にそれはないもんね、気持ちわかるよ……。

　豚汁に釣られることなく控え室に残った赤間君は、「あー……」と言い澱よどんでから、いつもなら笑顔を作りそうなところを素の表情でこう言ってくれた。

「一宮いちのみやちゃん。昨日も言ったかもしれないけどさ、俺は演劇部員であるトンきゅんを応援するよ」

「もう、何回も言わなくていいよ!!　地味に凹へこむんだからね!!」

　普通に考えたらそうだろうと理解はできるけど、明言されるとどうしてもダメージがあった。

「けどさ……」

　赤あか間ま君の言葉にはまだ続きがあったようで、私とトンきゅん二人に端末の画面が見えるように持って、

「どっちも俺の大切な弟子だからさっ。両方勝って欲しい気持ちはあるんだよ？」

　感慨深げな声で、優しくそう続けた。

　端末には私とトンきゅんに期待値ポイントを大量に投票した履歴が表示されていた。

「赤間君……」

「赤間代表……」

　私とトンきゅんは赤間君の滅めつ多たにないデレに感動しながら、二人とも同時にとある問題に気がついてしまっていた。




「演劇部員のうさ丸まるに投票した履歴だけがどこにも見当たらないみたいなんだけど、これってどういう……？」




　私の指摘に、赤間君は一旦キョトンとした表情を見せて、その後あせったように端末をしまって強引に話を切り替えていた。

「はっは、そろそろ試合の開始時間かな！　いっけね、俺も豚汁貰もらいにいってくるよ!!　二人とも、悔いのないように戦ってくれよー!!」

　早口の棒読みでそう言い終えると、持ち前の疾風のようなスピードで何も突っ込まれる前に控え室を出て行ってしまう。

「…………」

「…………」

　トンきゅんと無言で顔を見合わせた後にお腹なかを抱えて笑った。普段あまり笑うことのないトンきゅんも、この時ばかりは堪こらえきれないように、笑顔で。

　このすぐ後に対戦相手として向かい合うというのに、不思議だった。

　……それでも、和やかな時間は有限で。

　端末が鳴り、試合開始が近いことを知らせてくれた。




「負けないよ、トンきゅん。私には優勝しなきゃならない理由があるの」

「俺も負ける気はありません。演劇部のためにも、そして自分のためにも」





　　　＊






　人の入っていない体育館は床も冷え切っていて、空気もいつもよりひんやりとしているような錯覚を覚える。

　普段なら客席として使用される二階、三階まで含めて試合のエリアに含まれるとあって、観客は体育館の中には誰一人として入っていなかった。

　いるのは、私と、目の前に立つ対戦相手のトンきゅん。そして、審判としてビミィの三人だけだった。

　通常、審判は危険行為や反則を止めるためにいるので、生徒からは視認できない位置で待機していることが多い。事実、他の試合で審判の姿を意識することなんてほぼ皆無だった。けれど、ビミィは私達たち二人ともよく知った間柄だということでこうして中央まで出で張ばってきてくれているらしい。

　近くに設置されているカメラを確認すると、制服の中にしまっておいたプラカードをバッ、と取り出して掲げる。




『一宮いちのみやエルナが可愛かわいい女の子に取り囲まれてちやほやされて過ごす部!!　新規創部のため入部希望者募集ちゅー!!　美少女優遇、美女は即幹部待遇有り!!　ロリにはおやつ支給!!　気になる子は一年の一宮エルナまで!!』

「エルナ!!　そのプラカードをすぐにしまって欲しいりゅい!!　宣伝の場になるとは言ったけど、そういう意味ではないりゅい！　それに募集内容がこの上なく怪しすぎるりゅい!!」

　ビミィがカメラとプラカードの間に体を入れ込むようにして、映らないように隠されてしまった。

「なんでよー！　私の字じゃ汚すぎるから、花か袋たいちゃんに可愛く書いてねって代筆まで頼んだのに!!」

　本当に文章はこれでいいんですか？　本当にですか!?　と困惑されて、何度も何度も確認されながら書いてもらったのだ。

　パソコンで作らずに手書きにこだわったところを褒ほめて欲しいくらいだった。人間味のある感じにしたかったのだ。心を込めたかったのだ。

「手書きに拘こだわる前にもっと内容を気にするべきだったと思うりゅい……。あと、募集として人間味っていうか不気味でしかないりゅい」

　無む茶ちや苦く茶ちやな言われようだった。ちぇーっ、と不満を訴えながら、仕方なく制服の中に再度しまいこむ。

「器用に出し入れしますね……」

　トンきゅんに変なところで関心されてしまった。

「プラカード、部の宣伝にとっても便利だよ！　今なら特別キャンペーンでトンきゅんのハンマーと交換してあげよう！」

「謹つつしんで遠慮させてください」

　吹奏楽部の相良さがらさんとの試合では途中までポケットに入れていたハンマーを既に手に持っていつでも使える状態にしてあった。

　手の内は曝さらけ出しているからもう隠す必要はない、ということかな？

　本気でかかってくるつもりなのが伝わってきて嬉うれしいのが半分、最初は様子見でしまっておいてよと思う気持ちが半分。




　……端末から、試合開始まで残り十秒という音声案内が聞こえた。




　泣いても笑っても、結果は覆くつがえらない。練習の時とは違って、もう一戦、だなんて通用しない公式トーナメントだ。

　毎日のように相対していたはずのトンきゅんなのに、今は迫力が全く違っていた。

「俺が勝ったら、たくさんの人が見ているであろうその瞬間に俺の本名を叫ばせてください。周知のためにアピールさせてください」

「勝たなくても今言えばいいじゃん!?　誰も止めないよ!?」

「いえ、そのくらい重大なことを自分に賭けて戦いたいんです。そうでないと、どこかで力をセーブしてしまいそうだと心配なんですよ」

　え？　そんなに本名を言いたかったの……？　そのことに衝撃を受けながら、遠回しに挑発されたような気がして戦意が高こう揚ようしてくるのを感じた。

　腕をポキポキと鳴らしながら、カウントダウンを待つ。トンきゅんは早くもマスクを外して本気モード全開だった。

　これ以上の言葉はいらない。

　あとは、ぶつかるだけだ。

　ビミィが離れていくのが見えた瞬間、戦闘開始を告げる合図が鳴った。

　それと同時に、観客は存在しないものの結界が張られたらしく体育館の中には薄い霧が立ちこめる。

　さっきまでは体感しなかった風も吹いていた。その風を受けて髪が乱れるのを感じながら、トンきゅんがハンマーを持っている方の腕へ向けて出会い頭のかかと落としをお見舞いする。

「──能力を発動される前に、獲とるッ!!」




　一回戦の花か袋たいちゃんとの試合以外全て、〝オモチャの銃〟は発動せずに勝ち上がってきた。それは、出し惜しみしたワケでもなんでもない。

〝能力なしでも簡単に勝てるようになっていた〟のだ。

　日々研ぎ澄まされていくのを感じる運動性能は、赤あか間ま君にも劣るとは思っていない。触れることさえできなかった星せい鎖さ先輩にも、今ならば、という感覚があった。

　つまり、トンきゅんと毎日手合わせしていた時期よりも、比較にならないくらいに向上している！

「そう来ると思いましたよ！」

　トンきゅんはハンマーを握っている利き手側の半身をズラして、すんでの所でかかと落としを回避する。

「避けられた!?　まだ例の能力も発動してないのに、それでもっ!?」

　回避されるや否や、返す刀で今度はクリスタルへ向けて蹴り上げを狙う。

　距離を離させるつもりはなかった。詰めて詰めて詰め寄って、考えさせる暇も与えずに勝敗を決する！

　蹴り上げはもう片方の手で軽くいなされ、そのまま大きく側宙して後ろに下がられる。

　トンきゅんの目線が一瞬だけこちらから外れるのが見えた。…………今ッ!!

　端末が激しく点滅し、能力発動を告げるように文字が表示された。




　──『能力：オモチャの銃』




　指先に宿った迸ほとばしるような熱量を、トンきゅん目がけてブチかます!!

「いきなりテンションＭＡＸ！　いっけぇぇえええッッ!!」

　もう不発に終わることなど微み塵じんもありえない、安定性を誇る能力に成長していた。

　両の足を地面につけて立ったまま放つ一撃は、狙った獲物を一直線で貫き通す！

「なっ……!?」

　トンきゅんは私の声に反応して急いで視線を戻す。

　けど、側宙の途中で回避行動をとることができない。

　パリィーン!!　と耳に痛い音を立ててトンきゅんのクリスタルの一つ目が破壊された。　──残るは二つ！

　不意をついて一つ破壊するのには成功したものの、〝オモチャの銃〟を撃った反動ですぐに追撃に移ることが困難だった。

「ヤバーいっ、早まったっ!?」

　急いで後を追うものの、時、既に遅しで。トンきゅんは思い切りハンマーを空に向かって振るっていた。

　トンきゅんの端末も激しく明滅を繰り返す。間に合わない！




「さぁ、熱くなりましょうか。〝アドリブ・ロール〟!!」




　クールな声でその名を紡ぎ上げた途端、まだ距離があるのにも関わらず私の元まで圧倒的な熱風が届いた。

「あっつ……!!」

　あまりの熱に一瞬だけ目を閉ざしてしまう。すぐに目を見開いたけれど、その時には既にトンきゅんの両手は赤々とした炎に包まれていた。

　マズい、と自分の中の直感が告げる。

　全身を悪寒が駆け巡った。

　追い縋すがろうとして体をひるがえしたときにはもう、目の前にそれはあった。

「──とても残念ですけど、終わりです」

　トンきゅんが微笑ほほえんで、両腕を順に薙なぐ。

　熱で耳が聞こえなくなる。

　けれど、クリスタルが割られた感触だけは微かすかに感じとれた。

「いくつやられたの!?　１個だけだよねっ？」

　炎から遠ざかり、クリスタルの安否を確認する。

　１個……壊されたのではない。１個だけしか残されていなかった。

　一瞬で、たったあれだけで２個も持っていかれたっていうのっ!?

　最後のクリスタルを庇かばうような姿勢を取りながら、いつでも〝オモチャの銃〟を撃てる、という牽けん制せいの意味合いも込めて指先をトンきゅんに向けながらとにかく距離をとる。

　無理に深追いしてくるつもりはないようだった。割れたクリスタルをしっかり確認してから、こちらを向く。

「やっぱり、あの能力を発動させちゃいけなかったっ!!」

　後ろにスペースがなくなったので、今度は上へと迂う回かいする。二階、三階とジャンプし、逃すまいと私を見つめているトンきゅんと睨にらみ合あう格好になる。

　これだけ離れていれば、あるいは……！

　ノーモーションから、今度は掛け声なしで撃ち放つ。

（お願い、いってぇぇええッ!!）

　光の弾丸は大きな反動を残して、今度は弧を描くようにしてトンきゅんのクリスタルへと爆進した。

　撃つのに失敗はほぼなくなった。けど、イコール何発でも無限に撃てるということにはならない。

　一日に、撃てても４発。それが現在の限界値だった。それを過ぎたらもう本格的に後がなくなるということ。

　トンきゅんは光の弾丸を見てもその場から微動だに動かず、炎に包まれた腕を構えることもなく立ち尽くしていた。

　これは、貰もらった……!?

　トンきゅんのクリスタルをもう１個壊せれば、状況をイーブンに戻せる。撃てる弾は恐らくあと２発。

　自分の心臓の鼓動の音が、やけに大きく聞こえる気がした。

　セカイがまるでスローモーションのように見える。

　……トンきゅんが、薄く溜ため息いきを吐ついた。

「皮肉なことです。発動した本人が動くスピードよりも、弾丸の方が僅かに遅いんですね。だからでしょうか。見えすぎるくらいに、よく見えてしまいます」

　そう言って、トンきゅんに着弾する瞬間に右腕を軽く払ってみせた。まるで、五月蝿うるさいハエでも追い払うかのように。

「噓うそでしょ……!?　そんなにあっさり弾かれ……」

　光の弾丸は、弾かれるどころか炎に焼かれてあっけなく霧散してしまった。消えて、なくなった。

「例え俺が勝ちあがっても、放課後シックスの仲間が上に行くことに変わりはないんです。だから、次の試合からは観客席で応援して欲しいです」

　どこか申し訳なさそうに、物悲しそうに。

「言ったでしょー!?　私には優勝しなくちゃいけない理由があるんだって!!」

　彼を見下ろして、覚悟を決める。私も、ただただバカの一つ覚えみたいに〝オモチャの銃〟ばかりを練習していたわけじゃない。

　隠し玉があるのが自分だけだなんて、思わないで欲しいよねっ!!

　トンきゅんが演劇部以外でも一人で練習を重ねていたのは知っている。

　……でも、それは私だって同じ。

　指先一本だけではなく、二本を立てて天を指差す。指先一点だけではなく、手のひら全体にエネルギーを装そう塡てんするイメージ。

「これを誰かに見せるのは初めて。本当はアスヒ君との決勝まで温存しようなんて甘いことを考えてたよ。トンきゅん、ごめんね」

　端末が再び激しく点滅し、能力の発動を注げる文字列が表示される。

　……いつもとは異なる文字列で!!




　──『能力：オモチャの銃剣』




「テンションＭＡＸ！　フルパワー!!　唸うなれぇぇえええッッ!!」

　叫ぶと同時に、左手に光の銃剣が現れる。二度、三度と剣を振るうと、その度に美しい光の粒子が周囲を舞い散ちった。

「……悔しいです。完全に見誤っていました。それでこそ、俺の本名を明かす高いハードルに相応ふさわしい相手です」

「だから勝手にハードルにしないでくれる!?」

　言って、三階から飛び降りてトンきゅんの元へと疾走する。向こうもただ待っているだけじゃなく、同じように両腕の炎を構えて走りこんできていた。

　加速対加速。ギャリィッ!!　という激しい音を立てて衝突し、刹那のうちに擦れ違う。

　トンきゅんのクリスタルが一つ、割れて地面に落ちていた。私のクリスタルは無傷。ホッと息を吐いて、再び相対する。

　あんなに接近したのに、炎の熱はまるで感じなかった。まるで、この光の銃剣に護まもられているかのように。

「まだこれ以上速くなろうっていうんですか。でも、こちらは両腕で二刀のようなものです。倍の太刀筋で挑ませてもらいますが、悪く思わないでくださいね」

「いいよ。今ね、なんだかぜんぜん負ける気がしないんだ。さっきまでとは別の血がね、全身を駆け巡っているような感覚なの！」

　まるで体の内側に、今までとは別の火が灯ともされたような。これは、初めて〝オモチャの銃〟に覚醒した時と同じだと思った。

　一人の少女の姿が脳裏に浮かんで、すぐ消えてしまう。何かを祈るような少女。どこかで会ったような……。

　けれど、今はのんびり思い出している暇はなかった。

　何も小細工はいらない。トンきゅんも同じ考えなのか、正々堂々と歩み寄ってお互いに構える。私は正眼に、トンきゅんは二刀に。

「そろそろ決着をつけましょうか。光は炎で焼き尽くせると、証明してみせましょう」

「と、トンきゅんが急に中二病みたいになった!?」

　言い終えてすぐ、正面から激突する。

　光と炎の剣撃はまるでそれ自体がアートのようで、斬り結ぶ速度はきっと、少し前までの私なら目で追うこともできなかったレベルに達している。

　体育館の中に発生した霧さえも引き裂いて、剣撃の通過した線上だけは空気が澄んで見えていた。

　銃剣だけではなく、足技も織り交ぜていく。この光の剣を持ってからは、足に炎が触れても熱を感じなくなったからだ。

　クリスタルを壊されないよう注意さえすればいい。

　それに気付いた途端、形勢は私に傾いてきた。

「何これ、楽しいっ!!」

「戦っている最中にも、速度が上がって……成長しているんですか!?」

　トンきゅんの額にじんわりと汗が滲にじんできていた。

　相手は確実に疲労している！

　このまま続けても、恐らく勝利は時間の問題だと思う。

　でも、せっかくだから魅せたかった。




　……もう一つの、隠し玉を！




「トンきゅん、これはただの光の剣なんかじゃなくてね、〝銃剣〟なんだよ？　つまりね──！」




「──!?　まさか……!!」

　瞬間、何の前兆もなく剣の先端から光の弾丸が迸ほとばしる。

　トンきゅんが両腕の炎で庇かばう合間もなく……、

　──彼の最後のクリスタルの割れる音が響き渡った。




「これがもう一つの隠し玉。へっへー！　びっくりしたでしょっ」

　試合終了と同時に霧は晴れ、外から轟いてくる観客のどよめきと歓声とが体育館の中に飛び込んできた。

　これは今だとばかりに制服の中からもう一度プラカードを取り出そうとして、ビミィに止められる。

「止めないでビミィ！　学園内視聴率の高そうなのは今この瞬間なの！　私には今しかないの!!」

「見てる生徒が多ければ多いほど余計にそのプラカードはダメだりゅい!?　せっかくカッコいいところを見せたんだから台無しになっちゃうりゅい!!」

　そうかなぁ？　なら我慢しておくかぁ……。渋々とプラカードを封印していると、トンきゅんが清すが々すがしい顔で握手を求めてきてくれた。

　やりきった、という表情だった。私としても隠し玉を出血大サービスの全放出しただけに、彼と同じような心境だ。

「見事にやられました、おめでとうございます。対戦中も言いましたけど……放課後シックスの仲間が上に行くことに変わりはないと思っているのは本当です。だから俺は今回で敗退ですけど、次の試合は観客席で応援しますね」

　爽やかな笑顔で、凄すごくいいことを言ってくれて。

「トンきゅん……。それはいいんだけどさ、炎……さ、思いっきり手に纏まとったまんまだよ!?　むしろ火の勢いが増してるように見えるよ!?　それで握手求めてくるのやめてくれる!?」

「あ、すみません、それは気付きませんでした」

「絶対噓うそだね!!　本名を周知できなかった腹いせが多少あるとみたね!!」

　勝っても負けても関係性が変わらないのは、とても嬉うれしかった。炎を消したトンきゅんと、ハイタッチをして握手をする。

　これでいよいよベスト８。

　アスヒ君とは、決勝まで勝ち上がれば対戦することができる。

　とうとうルーキー戦の頂上が、見えてきたぞぉ───────





　　　＊






「あっさり負けたぞぉ─────────」




　準々決勝の舞台となったのは、教会の前の広場。対戦相手は期待値ランキング２位を誇る、放送部所属の遠と石いし遥はる架かちゃん。

　場所も直接観戦しやすくて、準々決勝という好カードなだけに観客の数がうなる程に多かった。

　もちろん、その中には演劇部の面々をはじめとして見知った顔は全て来ています、というくらいの状況。

　応援団のつもりなのか、『ＬＯＶＥ　エルナちゃん！』と縫いこまれたピンクのハッピを来てはしゃいでいたシグレが絶望して崩れ落ちている。

　ひみちゃんと花か袋たいちゃんは心配そうに見てくれているけど、赤あか間ま君はこの展開にゲラゲラと笑っていた。

　トンきゅんはマスクをつけていてもわかるくらいに啞あ然ぜんとしているし、うさ丸まるは対戦相手の遥はる架かちゃんに見み惚とれている。

　にゃみりん先輩はそんなうさ丸を嬉うれしそうにからかっていて、熊くま野のさん先輩はそれを諌いさめている。

　湊みなと川がわ先輩はいつも通りのポーカーフェイス。

　アスヒ君はどう声をかけようか困っているのかあたふたと慌てて。

　九く頭ず竜りゆう先輩は試合が終わった途端に姿を消していたらしかった。

　たくさんの観客の中で……ここまで来ると、開き直ってしまってみんなの顔が逆によく見えるんだな、と思っていた。

　最後まで星せい鎖さ先輩の姿を見つけられなかったのが、気がかりではあるけれど。

　決着がついたことで結界が消滅し、空気を揺らす程の大歓声や口笛は、観客にアイドル然として手を振っている遥架ちゃんに向けられたもの。

　──敗者である私は、ただ去るのみだった。




「……能力を完璧に分析されてしまってたというのもあるし、地じ力りきの違いも大きかったりゅいね」

　ビミィと一緒に、試合映像を振ふり返かえりながら反省会をしている。

　映像の中の私は、〝オモチャの銃剣〟を発動しても尚なお、遥架ちゃんのクリスタルをただの一つも破壊できずに、攻略の糸口すら見えないままに敗北してしまっていた。

　もう一度やればあるいは、なんてことさえ言う気になれない実力差。

「完敗、かぁ……」

　ベスト８まで勝ち進んで、トンきゅんにも勝利して。このまま行けちゃうんじゃないの!?　なんて驕おごっている部分がゼロだったとは言い切れない。

　なんにしても、私のルーキー戦はあっけなく幕を閉じてしまった。

「そんなに悲観的になることもないりゅい！　エルナの試合はどれもインパクトがあったし、注目度としては申し分なかったはずだりゅい」

「私が創る新しい部に、来たいって思ってくれる美少女はいるかなぁ……？」

「それにはまず、部のコンセプトから再考する必要があると思うりゅい……」

　先行きに暗雲が立ちこめるのを感じて、ちょっとガッカリはするけど。済んでしまったことは仕方がない！

　投影していた試合映像を消して、愛いとしのマイ寝袋に入り込む。中に貼ってあるひみちゃんの似顔絵に慰められながら、今はただ体を休めることにした。





　　　＊






　準決勝と決勝が行われるのは月曜日で、今日は土曜日。つまり、この週末はルーキー戦が行われない休息の日となっていた。

　当然のように勝ち上がっているアスヒ君と決勝で競り合うと見られているド本命は、放送部の遠と石いし遥はる架かちゃん。

　学園新聞や、そこら中に投影されているスクリーンでは、何かといえばこの二人の対戦のことばかり取り上げられていた。

　なんだか、蚊か帳やの外に追い出されたような一いち抹まつの寂しさがある。

「はぁ、私があの遥架ちゃんの立ち位置に居られたかもしれないって思うと、惜しかったなー」

「確かにベスト４ともなると扱いが違ってくるのはあるりゅいね。まあ、大きな舞台はルーキー戦だけではないから、次は中間試戦で頑張るりゅい！」

　これまでのダイジェストという形で準々決勝で私が遥架ちゃんに完敗した映像が何度も繰り返し流れるので、その度に「うがぁ～!!」と叫び出したくなるのを我慢していた。

　試合が休みとはいえ、露店は変わらずに営業中で、その中には以前似顔絵を描いてもらった美術部のものもあった。

　接客のために座っている美術部員さんと目が合うと、「げっ、この前面倒な注文満載で絵を頼んできた子だ!?」という顔をされてしまったのでそそくさとその場から立ち去ることにする。




「そうだ、あそこに遊びに行こう!!」




　昨日の試合を見に来てくれたお礼も直接言いたかった。





　　　＊






「九く頭ず竜りゆう京きよう摩まくん。キミのような優秀な生徒さんに協力してもらえると、とてもありがたいよ」

　せっかくの休日だというのに、スーツ姿のオッサン達たちに囲まれるようにして歩く俺は、まるで連行される途中の非行少年のように見えるだろうな、なんてことを考えていた。

　俺が占有している美術部の部室を出た廊下は、壁のスペースが空あいていることもあって下級生部員の作品展示をする場所になっている。

　今日は、何やらミカグラ学園のＯＢの中から権威をお持ちの大人の方やら偉い先生方が集まって作品を講評するというクソみたいな会らしい。

　現役の学生である俺の意見も聞きたい、ということで顧問に半ば強引に頼み込まれて、このザマだった。

「帰りてぇ……」

「ん？　何かいったかね？　九頭竜くん」

「いえ、何も」

　俺のことを優秀だなんて、なんでそんなに思ってもいないことが簡単に言えてしまうんだろうか。

〝終わった〟とか〝枯れた〟だとか〝まがい物だった〟なんて陰でレッテルを貼りやがっていたことに俺が気付かないとでも思うのか。

　それに、後輩の作品を偉そうに上からああだこうだ言えるほど、俺は立派な先輩なんかじゃない。

　部室の近くまで到着し、周りの大人達が立ち止まった。ここに展示されているのは一年生の作品だけのはずだけど、それでも相当な数があった。

　部室までの通り道に展示されているワケなので、ひとつひとつしっかりと見たことがある絵ばかりだ。

　描いた一年生の名前と顔が結びつかないどころか、顔も名前も思いつかないのがとんだお笑わらい種ぐさだった。

　こうして見てみると、単純な画力の優劣はどうしてもあるにしても、どれも伸び伸びと描かれているようで羨ましくなってくる。

　俺はもう、どうしようもない閉塞感の中で、溜ため込こんできた理想論をキャンバスに閉じ込めることしかできずにいた。

「昔のタッチの方がいいかな」と言われて、自分を殺してその通りにすれば「ちょっと時流に乗れていないね」なんて矛盾した指摘を受けたりもする。

　ピーチクパーチク外から囀さえずるばかりのヤツらには、もう心底ウンザリしていた。

　今も、飽きもせずに眼前では同じことが繰り返されている。

「今年の新入生はちょっと不作気味ですかねぇ」

　不作ってなんだよ。コメか？　今年は日照りでも続いたのか？

「確かに、どれもこれも、同じベクトルを向いた絵ばかりで。優等生的というか、没個性的というか」

　そうか？　お前らの存在の方がよっぽど没個性的だよ。

　ひたすらにネチネチと散々文句をつけたかと思えば、一枚の作品に狙いを絞って耳を覆いたくなるような口汚い酷評が始まっていた。

「この絵なんて特になってませんな。斬新さというモノを履き違えている。これはただ基本ができていないだけの駄作ですよ」

「全くその通り。今は一年生達たちは露店で似顔絵描きなんぞやっとるようですが……そんな時間があるなら基礎を学んだほうがいい」

「まぁ、似顔絵レベルがお似合いかもしれませんがね、わはは」

　ああ、我慢しろよ、俺。

　爆発したってコイツらには何も伝わらないんだから。

　損するだけだ。




　……でも、わかっていても、黙って聞いてられなかった。




　時間帯が時間帯で、通行人の人目もあるだろう。また、こんなことの積み重ねで怖がられていくんだろうな。

　俺は壁をダンッ!!　と力強く叩たたいてから、目の前の大人達に向かって……。





　　　＊






「えのやん先輩～！　約束通りまた遊びに来ましたよ～！　〝絵のモデルにしたい〟ランキングトップだと私の中だけで噂うわさの、一宮いちのみやエルナちゃんがウッカリ何のおみやげも持たずに駆けつけましたよ～！」

　ズダダダダダダダダッ!!　と高速でノック連打をしながら部室にいるはずの九く頭ず竜りゆう先輩を呼ぶ。

「あるいは、一番のおみやげはこの……私自身なのかもしれませんよ!?　きゃー!!　九く頭ず竜りゆう先輩ってばムッツリスケベ!!　……スケベヤンキー……略して、すけやん先輩っ!!」

　そこまで叫んだところで、部室のドアが開かれて九頭竜先輩が現れた。かと思えば、私の手を摑つかんで強制的に部室の中へと引っ張り込んだ。

「おいエルナ、遊びに来るのはいいが部室の前で変なコトだけは叫ぶな!?　新聞部の記事で〝九頭竜京きよう摩ま（通称：えのやん先輩）〟って書いてあった時はお前の影響力の恐ろしさが身に沁しみたぞ!?」

「えっあの、その記事は知らなかったです……。でも、えのやん先輩の方が言いやすくって可愛かわいくって人気出ますよっ!!」

「誰が、いつどこで人気者になりたいって一言でも言ったよ……？」

　九頭竜先輩は呆あきれたように溜ため息いきをついて、冷蔵庫からフルーツ牛乳を取り出して投げてくれた。

「私のために用意しておいてくれたんですね！　優しいとこあるんだからもうー！」

「ああ、いい。エルナのために用意して待ってたってことでいいからそれ飲んで早く帰れよな……」

　言葉とは裏腹に、本当にイラついているわけではないのはわかった。

　本当は優しい人なのにいつだって誤解されがちで、ならもうそれでいいや、と放り投げてしまっている九頭竜先輩。

　でも今日は、偶然とある現場に遭遇できた。

　とある再会があった。

　これがきっかけになれば！　という想おもいを密ひそかに携たずさえて、私はこの部室に遊びに来たのだった。

「九頭竜先輩、今日はたった今ここに来たばっかりですよね？」

「ああ、なんでエルナがそれを知ってる？」

「実は私……この部室に向かう途中の、すぐそこの廊下で。九頭竜先輩が先生達たちを諭すように話している所を見てしまったんです」

　それは、美術部の一年生の作品が酷評されていることへの、九頭竜先輩なりの反論のようだった。

　怒鳴るでもなく、冷静な態度で大人達に抗議していた。

　……一年生の作品を、美術部の後輩部員を力強く守るように。

「そして、その現場を見ていたのは、私だけじゃなかったんです。この前ここに来るときに道案内をしてくれた美術部の一年生部員の女の子がいて。その子も今日偶然、その場にいました。彼女は……大人達たちが集中的に酷評していた作品を描きあげた本人なんだそうですよ？」

　先輩は無言で私の言葉に耳を傾けてくれていた。

　だからなんだよ、と言いたげな表情で。

「九く頭ず竜りゆう先輩はたくさん誤解されていて。でもそんな誤解なんて、案外簡単に解とけてしまうものなんだ、って。余計なお世話かもしれないけど、そう思うんですよ」

　私のその言葉をきっかけに、小さなノック音がして、ビミィとその一年生部員の女の子が入ってきた。

　彼女はビミィに勇気付けられ、背中を押されるようにして九頭竜先輩の目の前までタタタと小走りで近づいていく。

「九頭竜先輩、さっきは嬉うれしかったです。私の絵を庇かばってくれて。私の絵がどうしようもないものなんかじゃないって、あんなに懸命に訴えてくれて。それで、あの、お礼を言いたくて来ました……！」

　声を振り絞るようにしてたどたどしく言い切って、ちょこんと頭を下げていた。

　九頭竜先輩は突然のことにどうしたらいいかわからない様子で、私に視線を投げかける。　こういうところは可愛かわいらしいというか、愛あい嬌きようがあって好感が持てた。

　仕方がないので、先輩の耳元に顔を近づけて耳打ちをする。

　九頭竜先輩はくすぐったそうにしながらも、特に拒絶する様子はなかった。

「あー……。一年の、う、卯う月づきリナだっけ？　作品に名前が書いてあったな。え、絵について聞きたいことがあれば、お、俺で答えられることならアドバイスするぞ」

　彼女の名前を呼ぶ以外はほぼ私の耳打ち通りに復唱しただけだったけれど、彼女は……卯月リナちゃんはその言葉に瞳を輝かせて、早速九頭竜先輩にあれやこれやと質問を繰り返していた。

　きっと尊敬する先輩に前々から聞きたいことが山ほどあったに違いない。美術部の他の後輩部員だって、きっと彼女と同じはずだった。

　ビミィと目配せして、笑いあう。これがきっかけになったらいい。

　九頭竜先輩とシグレの関係も……全部ひっくるめて、ね。

「先輩、アドバイスありがとうございましたっ！　早速実践してみたいので、向こうの部室に戻って描きますねっ」

　卯月リナちゃんがアドバイスを書き記したメモ帳を大事そうに胸に抱えて、はにかんでそう言っていた。

　今日だけで、九く頭ず竜りゆう先輩に対する恐怖や誤解はすっかり氷解してしまったらしい。

「失礼します！」とお辞儀して部室を出て行こうとする卯う月づきリナちゃんを、九頭竜先輩が躊躇ためらいながら呼び止めていた。

「ちょっと待て。良ければ、だが。道具を持ってきて、ここの部室で描いたらいい。そうすれば、俺も直接助言できることがあるかもしれないからな」

　照れ隠しなのかそれが素なのか、ことさらにぶっきらぼうな口調で言っているのが面白かった。

「……は、はいっ！　ありがとうございますっ!!　すぐ画材を持ってきますねっ!!」

　卯月リナちゃんは嬉うれしそうに部室を飛び出していった。




「えのやん先輩、なかなかやりますなー！　このこのー!!」

「うるせぇ。それ以上何も言うな、ひねり潰すぞ!!」

　からかう私にキレながらも、先輩の口元には笑みが浮かんでいた。それにつられて、こっちまで嬉しくなってくる。

「今度私もここで絵を描いてもいいですか？　描いてみたいものがあるんですよー！」

「おう、好きに使え。ただ、もう勝手に出入りしていいからドアの前で変なことを叫ぶのだけはやめろよな……？」












　好転はまた更なる好転を呼ぶ。私はそう信じていた。

　きっと、この狭せまい部室に他の美術部員がこぞって集まってきて九く頭ず竜りゆう先輩に教えを請うようになるまでに、そんなに時間はかからないだろうな！

　心から、そう思った。






第七楽章　番狂わせを演じた少女









「エルナ、こんな大事な日に寝坊とかありえないりゅい！　もうルーキー戦の準決勝が終わって、決勝戦のはじまる時間だりゅい！」

　もう自分の出番がなくなって気が緩んだのか、とんでもない大失態だった。

　確かに昨日は演劇部のみんなとカラオケに行ってかなりの夜更かしをした。みんなが眠った後も一人で歌い踊っていた。

　でも、だからってこの時間の起床はありえない。日はすっかり沈んで、ちょうど月と太陽が交代しようという時刻になっていた。

「寝る子は育つっていうし、私もこれだけ寝たらにゃみりん先輩みたいになれるかなぁ？ねぇ、ぽよんぽよんになれるかなぁ？」

「それはもう手遅れだりゅい！　いいからさっさと走るりゅい!!」

　いくら急いでいるとはいえ、ビミィの言うことが何気に酷ひどかった。

　ぽよんぽよん……。




　決勝戦は、ミカグラ学園の中でも最も大人数の観客を収容可能なコロシアムで行われていた。

　会場に着くまでに端末で準決勝の結果を確認しようと思うけれど、ビミィに急せかされてそれもままならない。

「あそこが入り口だりゅい！　もう始まってるりゅいよ!!」

　ビミィがそう叫んだ瞬間、コロセウムから地鳴りのような大歓声が沸わいた。

「えっ、もしかしてアスヒ君もう勝っちゃったんじゃないの!?」

「その可能性が大だりゅい。あーあ……せっかくの決勝戦、生で見たかったりゅい～！」

　恨みがましいジト目で見られてしまう。

　認めるよう……今回は完全に私が悪かったよ……。

　それでもアスヒ君に一言祝福を伝えたいと、コロシアムの入り口から観客席に繫つながる階段へとダッシュする。

　何階にも分かれて席が設もうけられているけれど、下の方の階は大変な混雑でとても今から潜り込めそうにはなかった。

「最上階まで走るしかないりゅい～」

「ビミィは空を飛べちゃうから楽だろうけどさー!!」

　ようやく最上階まで辿たどりついた頃になっても、まだ歓声は止やむ様子がなかった。

「そんなに派手な技で決めたりしたのりゅいかね……？　って、えっ……？」

　ビミィが先にバトルエリアを見下ろして、絶句していた。

　私もようやく追いついて、息を切らしながら下を眺める。そして、同じように言葉を失ってしまった。

　クリスタルを全て破壊されて倒れこんでいるのは、




「なんで……？　あのアスヒ君が、負けた……？」




　苦しげな表情で倒れこんでいるのは、天文部代表の射い水みずアスヒ君だった。

　そして、浴びせられる大歓声に対してうるさそうにして立っている勝者の少女は、アスヒ君と並んで決勝の舞台に上がるだろうと予想されていた放送部の遠と石いし遥はる架かちゃんでもなかった。




　ビミィがあせったように端末を操作して、優勝者の名前を調べている。







「期待値はゼロ……。部活は無所属……全くノーマークの伏兵、藤ふじ白しろおとねちゃんだりゅい……。準決勝では、遠と石いし遥はる架かちゃんを相手に秒殺劇……？　とんでもない新入生が、隠れていたものりゅい」




　番狂わせジャイアントキリングを演じた少女、藤白おとねちゃんは……。

　眠たそうな目で、ただただ退屈そうに立ち尽くしていた。












あとがき







　Ｌａｓｔ　Ｎｏｔｅ．です。

　イラスト担当の明菜さんが、Ｔｗｉｔｔｅｒでファンの方に「ラスノ（Ｌａｓｔ　Ｎｏｔｅ．）さんはイケメンって聞いたんですけど本当ですか？」という質問を受けて「本当ですよ！」と答えているツイートを保存して一日に約15回程見返して、その度に「うんうん、わかるわかる！」と一人でご満まん悦えつ状態で頷うなずくという事を日々繰り返しています。

　人間、疲労が溜たまって末期を迎えるとこうなります。みんなも気をつけよう！




　近所にお気に入りの焼肉屋さんがあって、ランチタイムになるとほぼ毎日くらいの勢いで通っている時期がありました。

　毎日の事なので、もちろん一人です。でも僕は一人で外食に行くのも、一人で映画を見るのも、一人でカラオケに行って熱唱しちゃうのも全くもって平気な性質なので、特に気にせずに通っていました。小さな焼肉屋さんなので、毎日行けば当然顔も覚えられてしまいます。常連さんというやつです。

　最初のうちは毎回律りち儀ぎに「お一人様でよろしいですか？　おタバコはお吸いになられますか？」と聞いてくれていたのに、最近ではもう何も聞かずに一人用の席に案内されます。

　そこまでは良かったのですが、その焼肉屋さんに新しいアルバイトの子が入ったようで、ある日お店に行ったら本当に久々に「お一人様ですか？」と聞かれました。

　新鮮な気持ちになっていたのですが、事件が起こったのはその時です。

　店長さんが慌ててやって来て、「そのお客様はいつも一人だから！　注文はいつもランチセットだから！　ちゃんと覚えてね!!」とアルバイトの子に教えて、僕に向かって微笑ほほえんで「失礼しました、いつものお席へどうぞ」と一人用の禁煙席に案内してくれました。

『いつも一人……そのお客様はいつも一人……』と言われた事が頭の中で連続再生されます。店長独特の東北なまりの声で無限リピートです。

　いや、間違ってない！　何も間違ってないんだけど、実際に言葉にされると胸に来るモノがあるね!?　いつも一人って！　できればちょっとだけ気をつかって欲しかったね!?　せめて、

「あのお客さんはいつも孤こ高こうだから……」

　みたいなカッコいい言い方をして欲しかったね!?　いやそれもダメか!?

　あと『いつもランチセット』って言われるのも恥ずかしいね!?　一番安いお得なメニューだからね!?　確かにそれしか頼んでないんだけど!!

　それ以来情けなくてそのお店に行けなくなったからね!?

　次にその焼肉屋さんに行くときは、必ず誰かと一緒に行って『いつも一人』のお客さんというイメージを打ち崩したいと思っています。

　一番高いカルビを頼んで『いつもランチセット』という切なすぎる印象もブチ壊したいと企たくらんでいます。チクショウ!!




　というわけで、ミカグラ学園組曲の３巻が出てしまいました。

　なんか、３巻まで書き終えたところで『今シリーズ物やってるぜ！』みたいな実感がようやく沸わいてきました。

　あと『キャラクターたくさん出しすぎじゃね!?』みたいな実感も今いま更さらながら沸いてきました。完全に手遅れです。本当にありがとうございました。

　でも、この賑にぎやかでわちゃわちゃしている雰囲気が好きなので今後もキャラクターは増量でお届けしたいなと思ってます。

　これからも応援よろしくお願い致します！


Ｌａｓｔ　Ｎｏｔｅ．



































































　著者

　Last Note.（らすとのーと）

　　基本的にいつも家にいるので宅配便は何時だろうと受け取れる。ある時何日か家を空ける用事があった時に突然宅配便のお兄さんから電話があって、「全然インターホンの反応がないけど大丈夫ですか!?なんか心配で！え、外ですか？外出る日もあるんですか!?」と言われた。外くらい出るわ！どんだけ重度の引きこもりだと思われてたの!?




　イラストレーター

　明菜（あきな）

　　イラストを担当しました明菜です！そういえば最近茄子食べてません

















　　カバー・口絵・本文イラスト／明菜

　　装丁／cao.(*PetitBrain)
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